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熱帯植物温室の環境がもたらす高齢者の心身への効果
松 田 岳 士?? 明 野 伸 次?? 斉 藤 恭 子??
大 野 夏 代?? 矢 部 和 夫??
??札幌市立大学大学院デザイン研究科修士課程，??札幌市立大学大学院看護学研究科博士課程，
??札幌市立大学大学院看護学研究科修士課程，??札幌市立大学大学院看護学研究科，??札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録：本研究は，高齢者の身体機能や認知機能の維持を目指した外出環境を検討するため，熱帯植物温室
の環境がもたらす高齢者への心身の効果を明らかにすることを目的とした．高齢者41名を対象に，熱帯植
物温室体験前後の生理状態と心理状態を比較した．生理状態は唾液アミラーゼ，血圧，脈拍を測定し，心
理状態は，POMS短縮版とMCL-S.2を用いた．その結果，生理状態は「脈拍」が有意に減少した．心理状
態は，POMS短縮版において「緊張―不安」「疲労」が有意に低下し「活気」が有意に上昇した．また，「混
乱」が後期高齢者のみ有意に低下した．MCL-S.2においては，「はつらつ感」「リラックス感」が有意に上
昇し，「不安感」が有意に低下した．以上から，高齢者への心身の効果として，快適性を向上させる効果と
免疫力を向上させる可能性，認知機能の維持につながる可能性が示唆された．前者は，植物の視覚的な刺
激やフィトンチッドが作用した可能性が考えられ，森林浴がもたらす効果と類似している．後者は，特に
後期高齢者において，思考のまとまりや判断および記憶の維持を助ける効果を見込める可能性がある．ま
た，熱帯植物温室は，一般的な地域の社会的資源として季節や気象を問わず活用が期待できる．したがっ
て，特に北海道の全域が対象となる積雪寒冷地においては，冬季の外出先として熱帯植物温室は有効であ
り，高齢者にとって包括的な健康維持手段として期待できる．
キーワード：熱帯植物温室，快適性，森林浴，高齢者，積雪寒冷地
Effect on Mind and Bodies ofElderlyPerson That the Environment
ofTropicalPlant Greenhouse Brings
TakeshiMatsuda??,ShinjiAkeno??,Kyoko Saito??,Natsuyo Ono??,Kazuo Yabe??
??Master coursestudent,GraduateSchoolofDesign,Sapporo CityUniversity
??Doctor coursestudent,GraduateSchoolofNursing,Sapporo CityUniversity
??Master coursestudent,GraduateSchoolofNursing,Sapporo CityUniversity
??GraduateSchoolofNursing,Sapporo CityUniversity
??GraduateSchoolofDesign,Sapporo CityUniversity
Abstract:Thepurposeofthisstudyistoclarifyeffectsonmindandbodiesofelderlypersonsthat the
environment of a tropical plant greenhouse brings so as to examine outgo environment aiming at
maintenance of bodyfunctions and cognitive functions of the elderly persons. 41 elderly subjects
experienced a tropical plant greenhouseand psychological and physical states beforeand after the
experiencewerecompared. Salivaryamylase,bloodpressureandpulseweremeasuredforphysical
statesandMCL-S.2andPOMS ofshort versionwereusedforpsychologicalconditions. Asaresult,
it hasbeen found that after theexperience,“pulserate”statisticallysignificantlydecreasedphysical
states. For psychological conditions, the short-version POMS showed “tension -anxiety ”, and
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“fatigue”significantlydecreasedand“vigor”significantlyincreased. Inaddition,“confusion”signifi-
cantlydecreasedonlyin latter-stageelderlypersons. InMCL-S.2,“feeling ofactiveness”“feeling of
relaxed”significantly increased, and “a sense of uneasiness”significantly decreased. The above
results havesuggested possibilityto improve theeffect of improving comfort and immune function
and possibilityto lead to themaintenanceofcognitivefunctionsaspsychosomaticeffectsonelderly
persons. Asfortheformer,visualstimulationofplantandphytoncidepossiblyactedanditissimilar
to theeffect thatwoodsbathing brings. Asfor thelatter,theeffect ofhelping grouping ofthought,
judgmentandmaintenanceofmemorycanbeanticipatedforlatter-stageelderlypersonsinparticular.
In addition, utilization of a tropical plant greenhouse can be anticipated regardless of season and
weather as a general localsocialresource. Therefore,a tropicalplant greenhouseis effectiveas a
place that elderlypersons visit inwinter season,particularlyin a snowand cold pronearea such as
thewholeareaofHokkaidoandit isexpectedtobeacomprehensivehealthmaintenancemeasurefor
elderlypersons.
Keywords:Tropicalplant greenhouse,Comfort,Woods bathing,Elderly,Snowand cold pronearea
１．緒言
我が国の高齢化率は2013年において25.1％に達し，
４人に１人が65歳以上となった??．10年前の高齢化率が
19％であったことから，急速に進む人口の高齢化は周知
の通りである．さらに，要介護者の割合が増加している
ことからも，高齢者の心身の健康維持と介護予防の重要
性は自明である．一般に高齢者は，身体機能および認知
機能の低下が生じ???，有病率も高いとされる??．身体機能
や認知機能の維持は，高齢者の自立独居の継続要因や閉
じこもりの予防となることが明らかにされている????．ま
た，身体機能や認知機能は外出頻度に関連し??，外出頻度
が高いと，生きがいを持てることや???，抑うつの防止???
につながることが示唆されている．つまり，高齢者の健
康維持と介護予防における一つのアプローチとして，身
体機能や認知機能の維持を目指した外出環境を整えるこ
とが有効であると考えられる．外出環境を整えることは
オタワ憲章におけるヘルスプロモーションの活動の一つ
に提案されている「健康を支援する環境づくり」を促進
する方法である．昨今，このような健康につながる外出
環境として森林が注目されている．森林の環境は，「森林
まで移動する」や「森林を歩く」という活動を通して日
常生活行動の維持向上を見込める．さらに，2007年に発
足した日本衛生学会森林医学研究会において森林医学???
という新たな領域が提唱された．森林医学では，森林の
効果として，人に快適性???をもたらし免疫力を高める効
果があることが検証されている??????．草木の緑や花の色
彩，草木から発する殺菌力を持つ揮発性物質(フィトン
チッド)や花果実の香り，鳥の鳴き声や川のせせらぎ，風
のそよぎなど，視覚，嗅覚，聴覚，触覚，および味覚を
通じて人は森林から刺激を受け取っており，それら個別
の要因やその複合が，心理や生理に作用して人に快適性
を与える．森林によって与えられる心理的な効果につい
ては，緊張状態が軽減し，活気が上昇するような心理的
快適性が高まることが，気分プロフィール検査(Profile
ofMood States，POMS)日本語版などの心理検査を通
じて明らかにされている?????．また，生理的な効果につい
ても，神経系では，前頭前野の活動を抑制し???，交感神経
の活動を抑制し副交感神経を活発にするなど?????，中枢
神経と末梢神経に作用して人の快適性を向上させること
が，脳波や血圧脈拍などの検査を通じて明らかにされて
いる．また内分泌系についても，森林によってストレス
低下がもたらされることが，唾液中コルチゾール濃度な
どの検査を通じて明らかにされている???．心理的ストレ
スは自律神経系の興奮とそれに伴うNK細胞の活性低
下などをもたらすことで免疫機能を低下させる???．その
ため，森林による心身のリラックスは免疫機能の向上に
もつながると考えられており，実際にその効果がNK細
胞活性の測定を通じて明らかにされている???．
森林の与える恩恵に注目し，森林浴などを行う森林セ
ラピーが千葉県をはじめ???として全国で推進されてお
り，道内でも健康増進のために推進されており，そのビ
ジネス化も検討されている???．しかし，都市部において森
林は必ずしも身近な環境ではなく，また季節や気象条件
によっても森林の活用は左右される．特に，北海道のよ
うな積雪寒冷地では冬季における森林の活用は制限され
る．積雪寒冷地とは，２月の積雪の深さの最大値の累年
平均が50cm以上かつ１月の平均気温の累年平均が
０℃以下の地域を指し，北海道の全域が対象となる．
我々は，積雪寒冷地に居住する高齢者の健康維持と介
護予防における一つのアプローチとして，熱帯植物温室
に注目した．熱帯植物温室は，季節や気象の影響を受け
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ずに容易にアクセスできるため，北海道のような積雪寒
冷地にとっては特に冬季の利用価値が高いと考えられ
る．
熱帯植物温室は一般に，熱帯地方原産の草木が地植え
や鉢植えで植えられている環境である．森林において人
に快適性をもたらす要素として，視覚刺激である植物の
花や森の風景?????，嗅覚刺激であるフィトンチッド???，聴
覚刺激である鳥のさえずりや川のせせらぎ???などがあ
るが，熱帯植物温室にはこれらの刺激のうち花や草木の
姿，フィトンチッドは存在するものの聴覚刺激を欠いて
いる．また，熱帯温室の高く安定した温度要素は，温帯
林の温度要素と異なっている．このため，森林浴の効果
を直接熱帯温室の効果に適用することは出来ないが，こ
れまで，熱帯植物温室の効果は検証されて来なかった．
このため，本研究は，高齢者の身体機能や認知機能の
維持を目指した新たな外出環境の提案を検討するため，
熱帯植物温室の環境がもたらす高齢者への心身の効果を
明らかにすることを目的とする．
２．方法
１)対象
対象者は，札幌市保養センター駒岡(以下センター)の
カルチャースクールに通う60歳以上の高齢者41名であ
る．高齢者は年齢により前期高齢者と後期高齢者に区分
され，先行研究において，身体，認知，心理機能の違い
が明らかにされている??????．よって本研究では，75歳を
境に，75歳未満を前期高齢者，75歳以上を後期高齢者と
区分した．
２)実験の場所
本研究で実験環境とした場所は，センターにある中規
模熱帯植物温室である．センターは，主として老人の心
身の健康と福祉の増進を図るため，低廉で健全な保健休
養の場，および世代間の交流を促進する場を提供するこ
とを目的とした老人休養ホームとして，昭和61年に札幌
市南区に設置された．
熱帯植物温室内にはベンジャミン，インドゴムノキ，
タイワンバナナ，ヤシ類などの７mほどの草木やハイビ
スカス，ブーゲンビリヤ，ストレッチアなどの様々な低
い草木が密度高く植え込まれており，森林のような植栽
景観を呈している(図１)．このような植栽のなかを自由
に散策可能である広さも有していることから，温室内の
歩行感覚は森林内の歩行感覚と類似していると考えられ
る．センターでは年間を通じて室温が摂氏14～28度に保
たれており，歩行路は舗装されている．
３)調査期間
本調査は2012年10月中の４日間に実施した．
４)調査項目
対象者の属性，生理状態・心理状態を調査した．森林
浴の効果と比較するため，心理状態と生理状態とで測定
した項目は，一般的に森林浴の研究において用いられて
いる唾液アミラーゼ，血圧，脈拍???及び ProfileofMood
States短縮版(POMS短縮版)???を使用した．これらに
加え，POMS短縮版では充分に測定できないポジティブ
な感情を測定するためにMoodCheck List-shortform2
(MCL-S.2)を用いた．
⑴ 対象者の属性
対象者の属性については，年齢(５歳階級)，性別，主
観的健康感の情報を得た．主観的健康観については，「よ
い」から「よくない」までの４件法で回答を求めた．
⑵ 生理状態
生理状態については唾液アミラーゼ，血圧，脈拍を測
定した．これらの測定項目は，自律神経活動の評価とし
て用いた．唾液アミラーゼは，交感神経活動が亢進する
と１～数分の反応時間で活性されることからストレスの
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図1 熱帯植物温室
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バイオマーカーになることが証明されている???．また，血
圧値と脈拍値は交感神経活動が亢進すると上昇および増
加し，副交感神経活動が亢進すると低下および減少する．
血圧，脈拍測定はOMRONデジタル自動血圧計(HEM-
632)を用いた．本機器は，血圧計本体を手首に巻きボタ
ンを押して測定する家庭用血圧計であり，測定操作は簡
便である．測定にあたっては，看護師である研究者２名
が確認しながら実施した．唾液アミラーゼ測定は，ニプ
ロ唾液アミラーゼモニター(CM-2.1)を用いた．本機器
は，専用のチップを舌下に入れ唾液を採取した後，チッ
プを本体に差し込んで測定するものであり，測定操作は
簡便である．測定にあたっては，事前に研究者間で測定
操作の練習を行った．
⑶ 心理状態
心理状態については POMS短縮版とMCL-S.2を用
いた．POMS短縮版は，気分を評価する質問紙法であり，
その高い信頼性と妥当性が報告されている???．質問は30
項目であり，30項目の質問は「緊張－不安」「抑うつ」「怒
り・敵意」「活気」「疲労」「混乱」の６つの下位尺度に分
けられる．また，MCL-S.2は，感情を評価する尺度であ
り，信頼性と妥当性が報告されている???．質問は12項目
であり，12項目は「快感情」「リラックス感」「不安感」
の３つの下位尺度に分けられる．
５)実験手順
熱帯植物温室の物理環境について，実験時に気温，湿
度，照度を室内の３箇所で測定し平均値を求めた．
対象者の属性，生理状態と心理状態は以下の⑴～⑶の
プロセス(図２)で実施した．
⑴ 熱帯植物温室体験前
調査室において，対象者の属性についての調査用紙，
唾液アミラーゼ測定，MCL-S.2，POMS短縮版，血圧・
脈拍測定の順で実施した．調査順序を決める際に，前の
調査による心身の疲労などが次の調査へ与える影響の回
避を検討した．唾液アミラーゼ測定は，質問紙調査のス
トレスによる影響を避けるため最初に実施し，血圧と脈
拍の測定は，調査室までの歩行による自律神経への影響
を避けるため最後に実施した．調査に要した所要時間は
20分程度である．
⑵ 熱帯植物温室体験
調査室から熱帯植物温室まで約50ｍを徒歩で移動し，
座観や散策などしながら10分から20分間温室内に滞在
した．この間実験者が被験者に付き添った．
⑶ 熱帯植物温室体験後
対象者の属性についての調査用紙以外の調査項目を⑴
と同様の順序で，温室体験後すみやかに実施した．調査
に要した時間は15分程度である．
６)データ解析
生理状態と心理状態のMCL-S.2については計測数値
をそのまま解析に使用した．心理状態の POMS短縮版
に関しては，素点を年齢性別による補正値である標準化
得点(Ｔ得点)に変換し解析に用いた．
まず，性別区分及び前後期高齢者区分の区分間での各
項目の変化の差の有無を見るため，熱帯植物温室の体験
前後で各項目の変化率を対応のないｔ検定を行った．各
項目の変化率とは，温室体験前の値から体験後の値を引
いた値を，体験前の値で割ったものである．
区分間で差が見られた項目は区分ごとに，また区分間
で差が見られなかった項目は全体で，熱帯植物温室体験
前後の値を対応のあるｔ検定で比較した．計測に不備が
生じた対象者が項目ごとに数人ずつ存在したため，解析
から除外した．すべての解析は IBM SPSS Statistics19
を用いて行った???．
７)倫理的配慮
本研究の実施にあたっては，札幌市立大学デザイン研
究科倫理委員会の審査を受け，承認された．(通知日．
2012/09/18)
３．結果
１)対象者の属性及び熱帯植物温室の環境
対象者は計41名で，属性に関しては前期高齢者17名
後期高齢者24名，男性12名女性29名であった．主観的
健康感はよいが12名，まあよいが24名，あまりよくな
いが４名，よくないが１名であった(表１)．
実験時の熱帯植物温室の環境において，温室内３箇所
の平均値は，気温22℃～28℃，湿度60％～95％，平均照
度276～370ルクスの範囲であった．気温と湿度は実験毎
のばらつきが大きかったが，照度についてはほぼ一定で
あった．
図２ 実験手順
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２)熱帯植物温室体験前後の各項目の差
性別及び前後期高齢者間の区分間で，熱帯植物温室の
体験前後の各項目の変化率を対応のないｔ検定で解析し
た結果，POMS短縮版の「混乱」のみ前後期高齢者間で
差が生じた(p＜0.05)．そのため，「混乱」だけ前期高齢
者と後期高齢者に分割した．
次に，各項目で熱帯植物温室体験前後の値を対応のあ
るｔ検定で比較した結果，生理状態については，熱帯植
物温室体験後に「脈拍」が有意に減少した(表２)．心理
状態については，POMS短縮版において「緊張―不安」
「疲労」が熱帯植物温室体験後に有意に低下し，「活気」
が有意に上昇した(表３)．また，「混乱」は後期高齢者の
み有意に低下した(表３)．MCL-S.2においては，「はつら
つ感」「リラックス感」が有意に上昇し，「不安感」が有
意に低下した(表４)．
４．考察
本研究は，高齢者の身体機能や認知機能の維持を目指
した外出環境を検討するため，熱帯植物温室の環境がも
たらす高齢者への心身の効果を明らかにすることを目的
とする．対象者の属性から主観的な健康感は高いと考え
られた．
熱帯植物温室体験後，生理状態においては脈拍が有意
に減少し，心理状態においては「緊張―不安」「疲労」「不
安感」が有意に低下し，「活気」「はつらつ感」「リラック
ス感」が有意に上昇した．また，「混乱」は後期高齢者の
み有意に低下した．
以上から，「高齢者への心身の効果」を考察する．次に，
高齢者の身体機能や認知機能の維持を目指した外出環境
を検討することについて，「積雪寒冷地における熱帯植物
温室活用の有効性」の観点から考察する．
１)高齢者への心身の効果
⑴ 快適性および免疫力を向上させる効果
実験結果から，熱帯植物温室が高齢者にもたらす効果
として，消極的快適性と積極的快適性の両方をもたらす
ことが明らかとなった．熱帯植物温室体験前後で差が生
じた生理的及び心理的状態のうち，脈拍の減少は自律神
経の鎮静効果が生じたと考えられ，また POMS短縮版
の「緊張－不安」「疲労」およびMCL-S.2の「不安感」
の低下と，MCL-S.2の「リラックス感」の上昇は，心理
的鎮静効果が生じたと考えられる．後期高齢者のみに生
じた POMS短縮版の「混乱」の低下も，同様に心理的鎮
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表3 温室体験前後のPOMS短縮版のＴ得点
(Ｎ＝31，ただし混乱についてはＮ＝14(前期高齢者)，
Ｎ＝17(後期高齢者)，＊：p＜0.05，＊＊：p＜0.01)
表1 対象者の特性(Ｎ＝41)
表2 温室体験前後の生理的状態(Ｎ＝39，＊：p＜0.05) 表４ 温室体験前後のMCL-S.2(Ｎ＝33，
＊：p＜0.05，＊＊：p＜0.01)
静効果と考えられる．
これらから，熱帯植物温室を体験することで，不安や
緊張など不快なマイナス状態を打ち消す消極的快適性が
増進したと考えられる．また POMS短縮版の「活気」と
MCL-S.2の「はつらつ感」の上昇は，ポジティブ感情が
増進したと考えられ，これは楽しい気分などプラスの効
果を与える積極的快適性が増進したと考えられる．
森林浴がもたらす高齢者への影響として，森林散策や
座観前後で血圧の低下や POMS短縮版「抑うつ」「混乱」
の低下が報告されている?????．また，森林浴がもたらす
20歳前後の男性への影響として，森林部での座観時の脈
拍や血圧が都市部での座観時より有意に小さく，リフ
レッシュ感が有意に大きかったことが報告されてい
る???．また，森林部での座観後は座観前より唾液アミラー
ゼ活性が低下し???，POMS短縮版「緊張－不安」「抑うつ」
「疲労」「混乱」が低下し「活気」が上昇した結果が報告
されている???．これら森林浴における心身への影響も，消
極的快適性と積極的快適性の増進効果と考えられること
から，熱帯植物温室体験がもたらす高齢者への心身の効
果と森林浴が人にもたらす効果はほとんど同じであると
言える．
心理的なマイナス状態としてのストレスの軽減は免疫
力の向上に繫がることから???，本研究における熱帯植物
温室の体験は，快適性の向上だけでなく免疫力の向上に
つながっている可能性が想定される．
熱帯植物温室によって快適性の向上が生じた要因とし
て，植物や木漏れ日などの視覚的な刺激，植物の花の芳
香物質や葉が発するフィトンチッドなどの嗅覚刺激，あ
るいは実験時の温湿度が作用した可能性が考えられる．
⑵ 高齢者における認知機能の維持につながる可能性
実験結果から，熱帯植物温室の入室前後において，
POMS短縮版の「混乱」の変化の仕方が前後期高齢者間
で異なったうえ，後期高齢者にのみ有意な低下が認めら
れた．このことから森林浴で報告された高齢者における
POMS短縮版「混乱」の低下???は，特に後期高齢者の混
乱の低下が大きく働いている可能性が想定される．
POMS短縮版の「混乱」カテゴリーを構成する質問項
目は，「頭が混乱する」「考えがまとまらない」「途方にく
れる」「物事がてきぱきできる気がする」「どうも忘れっ
ぽい」であり，「思考，判断，記憶など脳の高次の機能の
総称」としての認知機能???を示す質問項目で構成されて
いる．全国の認知症の有病率は，年代別にみると74歳ま
では５％以下だが，その後５歳ごとに倍増し80歳以上で
約15％，85歳以上になると約30％にも達する???．認知症
の発症率が高い後期高齢者にとって，熱帯植物温室の活
用は認知機能の維持に有益である可能性を示している．
ただし，POMSは主観的な気分を評価する尺度であり，
あくまで主観的な混乱という気分の改善を示している．
したがって，認知機能の維持に効果があることを立証す
るためには，認知機能の査定が必要であり，この点につ
いては今後検討していく必要がある．
２)積雪寒冷地における熱帯植物温室活用の有効性
実験結果から，熱帯植物温室の体験は，森林浴の効果
と同様に高齢者に快適性および免疫力の向上や，認知機
能の維持につながる可能性が示唆された．これらの効果
は，高齢者の健康維持と介護予防における一つのアプ
ローチとして有効であると考えられる．
熱帯植物温室の特徴である，季節や気象を問わず容易
にアクセスできることは，北海道のような積雪寒冷地に
とって特に一年を通じて利用可能であるという点で価値
がある．積雪寒冷地に居住する高齢者は，寒さや雪によ
る歩行障害や転倒不安により冬季の外出が難しいこと
や?????，夏季と比較して冬季の外出頻度は半分にもなる
ことが明らかにされている?????．また，冬季における前期
高齢者と後期高齢者の外出頻度を比較した研究では，後
期高齢者の外出頻度が減ることも明らかにされてい
る???．
熱帯植物温室を含む植物温室は全国各地にあり，道内
では函館市や札幌市にいくつか大規模な施設が存在する
ほか，本研究で実験を行った札幌市保養センター駒岡内
温室や苫小牧市立図書館サンガーデンなど中小規模施設
も各地に複数存在している．このように，熱帯植物温室
は一般的な地域の社会的資源として活用が期待できる．
植物温室を定期的に訪れることで，運動機能だけでなく
免疫機能が維持増進できる可能性があり，高齢者にとっ
て包括的な健康維持手段として熱帯植物温室の活用は有
用と考えられる．とくに後期高齢者にとって，認知機能
を含めた健康維持の手段および冬季の外出先として熱帯
植物温室の有用性が高いと言える．
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注注１)本研究における快適性は森林医学???で提唱されている
定義を用いる．すなわち，快適性とは人と環境間のリズ
ムが同調するときに人が感じる感覚であり，快適性に
は，不安や緊張など不快なマイナス状態を打ち消すよう
な消極的快適性と，楽しい気分などプラスを与えるよう
な積極的快適性の両側面がある．
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パーキンソン病患者の介護者の負担に関する文献的考察
小田嶋 裕 輝 河原田 まり子
札幌市立大学看護学部
抄録：国内外におけるパーキンソン病患者の介護者の負担に焦点を当てた文献を整理し，今後，介護者を
支援してゆく上での課題を明らかにしてゆくことを目的とした．国内の文献は医中誌webを用いて検索し
た．海外の文献はWebofKnowledgeを用いて検索した．国内の文献は目的に該当した５件を本研究に活
用した．海外の英文文献は目的に該当した４件を本研究に活用した．国内外の文献から，パーキンソン病
患者の病気の進行度に応じて介護者が様々な体験を経験しており，それが介護者の精神状態と関連してい
ることや，介護者の特性が精神的健康と関連している可能性が示された．今後の課題としては，患者の病
気の進行に応じた介護者支援のあり方，介護者の特性に応じた介護者支援のあり方，患者の病気の回復を
促すための介護者支援のあり方に焦点を当てた研究を進めることが挙げられた．
キーワード：パーキンソン病，介護者，負担
BibliographicalConsiderationConcerning Parkinson’sDiseaseandCaregiver’sBurden
YukiOdajima,Mariko Kawaharada
SchoolofNursing,Sapporo CityUniversity
Abstract:This study aims to accumulate international and domestic articles on the discussion of
mental burdens experienced while caring for patients with Parkinson’s disease, and through the
studies obtained, ascertain the direction for future research in this area. Domestic articles were
retrieved through Igaku-chuuou-zasshiweb,whileforeignarticleswereretrieved through theWebof
Knowledge. Five domestic articles and nine English articles from foreign countries that were
directly relevant to this studywere used. Caregivers’experiences vary according to the disease
progressionoftheirpatients. Additionally,theirpersonalmentalhealth,that isassociatedwiththeir
characteristics,plays a role in affecting their experienceas a caregiver. Futureresearch direction
in this area includes encouraging morestudies to ascertain caregivers’needswith relation to (1)the
care given in accordance to disease progression, (2) differentiated support based on caregivers’
personalcharacteristics,and (3)updated studies on curefor Parkinson’s disease.
Keywords:Parkinson’s disease,Caregiver,Burden
１．緒言
パーキンソン病は大脳基底核の中脳にある黒質の神経
細胞が変性・脱落することによって神経伝達物質のドパ
ミンが産生されないことにより，振戦・固縮・無動・姿
勢障害などの運動障害や，精神症状・睡眠障害・自律神
経障害・感覚障害などの非運動症状を呈する疾患であ
る???．その治療は困難であり国の特定疾患治療研究の対
象ともなっている??．現在，日本国内患者数は13万９千
人と推定され??，特定疾患医療受給者数はその関連疾患
を含めて10万４千４百人に達している??．パーキンソン
病は発症後10年で日常生活に介助を要する状態となる．
生存率は発症から15年までは一般人口と変わらないが
17年以降は低くなることが分かっている??．
このように運動症状から非運動症状まで全身に及ぶ機
能障害を生じさせるパーキンソン病は日常生活の質を著
しく低下させる病気であるといえ??，症状に応じた適切
な看護が求められる．
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パーキンソン病患者の看護目標は，病気からくる望ま
しくない影響や否定的な影響を防いだり減少させたりす
ることによって，できるだけ長く個々人の最適なQOL
の改善と維持をすることにある??．パーキンソン病患者
のたどる主観的なプロセスは４つの段階を経ることが明
らかになっている??．すなわち，①体の様子が変だと感じ
助けを求めたり症状を詳しく調べる段階，②新しい生活
を理解してパーキンソン病と共に生活することを学ぶ段
階，③生活にのしかかり症状が強くなる段階，④予測不
能性にもがき苦しむ段階である．
パーキンソン病で最も多い合併症は歩行障害，姿勢保
持障害，ベッドや椅子からの立ち上がり障害，発語障害
であることが報告されている???．症状の進行に伴い食欲
の変化，味覚の変化，買い物や料理などの生活行動が困
難になる???．また，精神症状が出現すれば医学的費用以外
の費用も増大する???．なお，夫婦間の関係性にも影響する
ことが報告されている???．
パーキンソン病と診断を受けることは大きな衝撃であ
り???，早期介入の必要性が求められている?????．患者の多
くは介護保険制度を活用しながら在宅生活を送ってい
る???．そのため，外来通院する患者に看護者は身体的必要
性に応じた支援と，患者の経験する「山と谷」に応じた
精神的支援を担うことが必要である???．
しかし，パーキンソン病の受容や順応性は個々人に
よって様々であることから???，主介護を担う家族への影
響は少なからずある??．そのため，パーキンソン病につい
て患者や介護者の両者にカウンセリングや教育した取り
組みについての報告もされている???．
このように在宅での主介護を担う介護者の負担を理解
しておくことは重要であると考えられる．そこで本研究
では国内外のパーキンソン病患者の介護者の負担に焦点
を当てた文献を整理し，今後，介護者を支援してゆく上
での課題を明らかにしてゆくことを目的とした．
２．研究方法
１)国内文献
日本におけるパーキンソン病と介護者の負担との関連
についての文献を収集するために，(パーキンソン病)(介
護)という検索式で，絞り込みを(原著論文)(看護)とし，
文献の年代を2001年から2011年として医学中央雑誌刊
行会の医中誌Web(Ver.5)を用いて検索した．検索結果
から商業誌と病院雑誌を除いた．示された抄録を精読し，
介護者の負担について言及している論文を選定した．次
に，選定した文献の本文を取り寄せ，内容を精読した．
なお，文献の分析においては，研究デザイン・目的，対
象者の人数，調査方法，測定変数，結果について抽出し
た．
２)海外文献
海外でのパーキンソン病と介護者の負担との関連につ
いての文献を収集するために(Parkinson’s disease)と
いう検索式を作成し，文献の年代を2001年から2011年
としてWebofKnowledgeで検索した．検索結果で示さ
れた抄録を精読し，介護者の負担について言及している
論文を選定した．次に，選定した文献の本文を取り寄せ，
内容を精読した．なお，文献の分析においては，研究デ
ザイン・目的，対象者の人数，調査方法，測定変数，結
果について抽出した．
３．結果
１)国内外におけるパーキンソン病患者の介護者の負担
に関する研究
国内文献では33件の文献が該当した(2011年11月06
日現在)．このうち家族の負担や介護に関連する文献は５
件であった??????．研究デザインによる内訳では横断研究
１件，質的研究４件であった．本研究ではこの５件の文
献について整理することとした．文献の概要を表１に示
す．
海外文献では156件が該当した(2011年11月06日現
在)．このうち家族の負担や介護に関連する文献は４件で
あった??????．研究デザインによる内訳では，横断研究２
件，縦断研究１件，質的研究１件であった．本研究では
この４件の文献について整理することとした．文献の概
要を表２に示す．
以下では国内外のパーキンソン病患者の介護者の負担
に焦点を当てた，９文献の内容を整理し今後の課題を検
討していく．
２)介護者の負担の種類
パーキンソン病患者の介護者の２大負担は，患者の症
状の予測不能性が介護者の外出活動を制限するという社
会的孤立という負担と，患者に対する見守りが常に必要
という安全への関心事についての負担であり，介護者の
心理的負担を軽減するためには，似たような境遇にある
人との分かち合いの場を設けることの必要性を報告して
いた???．
３)介護者の負担の関連要因
パーキンソン病患者の重症度，自立度，パーキンソン
病薬の効果のなくなるオフ期と，介護者の負担感やQOL
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関
す
る
受
診
，
患
者
の
日
常
生
活
支
援
及
び
介
護
に
費
や
す
時
間
が
少
な
か
っ
た
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
群
の
患
者
及
び
介
護
者
に
お
い
て
，
虚
弱
高
齢
者
群
に
比
べ
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
佐
藤
ら
(2
00
9)
??
?
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療
養
者
と
そ
の
夫
が
夜
間
二
人
で
ど
の
よ
う
に
生
活
を
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
質
的
研
究
参
加
観
察
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
と
そ
の
夫
各
１
名
・
介
護
者
で
あ
る
夫
の
夜
間
に
お
け
る
生
活
の
様
相
と
し
て
，
以
下
の
８
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
抽
出
さ
れ
た
．
①
療
養
者
の
日
頃
の
生
活
の
手
助
け
，
②
療
養
者
の
話
や
思
い
違
い
へ
の
注
意
や
訂
正
，
③
療
養
者
に
頼
ま
れ
た
こ
と
や
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
こ
と
に
対
し
て
の
不
機
嫌
な
受
け
応
え
，
④
療
養
者
の
話
に
幾
度
と
な
く
耳
を
傾
け
る
姿
勢
，
⑤
療
養
者
と
夫
の
共
通
の
生
活
，
⑥
夫
自
身
の
日
頃
の
生
活
，
⑦
療
養
者
へ
の
気
が
か
り
な
気
持
ち
と
見
守
り
，
⑧
療
養
者
か
ら
の
信
頼
と
喜
び
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表
2
海
外
文
献
の
概
要
デ
ザ
イ
ン
著
者
・
年
目
的
対
象
者
数
測
定
し
て
い
る
変
数
結
果
調
査
方
法
L
yo
ns
et
al
(2
00
4)
??
?
悲
観
主
義
と
楽
観
主
義
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
介
護
者
の
抑
鬱
症
状
や
身
体
的
健
康
に
否
定
的
な
変
化
の
早
期
の
警
告
サ
イ
ン
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
縦
断
研
究
自
記
式
質
問
紙
調
査
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
配
偶
者
31
1
名
・
L
if
e
O
ri
en
ta
ti
on
T
es
t
・
C
en
te
r
fo
r
E
pi
de
m
io
lo
gi
ca
l
St
ud
ie
s-
D
ep
re
ss
io
n
Sc
al
e
・
SF
-3
6
H
ea
lt
h
Su
rv
ey
ph
ys
ic
al
fu
nc
ti
on
in
g
sc
al
e.
・
介
護
す
る
配
偶
者
の
悲
観
主
義
は
抑
う
つ
症
状
の
増
加
や
身
体
的
健
康
の
悪
化
と
関
連
す
る
・
介
護
者
の
悲
観
主
義
は
介
護
者
の
現
在
ま
た
は
将
来
の
健
康
へ
の
警
告
サ
イ
ン
で
あ
っ
た
・
介
護
者
の
悲
観
主
義
は
介
護
者
の
現
在
ま
た
は
将
来
の
健
康
へ
の
警
告
サ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
，ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
高
い
悲
観
主
義
は
10
年
後
の
健
康
度
の
下
降
や
，
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
抑
鬱
症
状
と
弱
い
健
康
度
と
関
連
し
た
Sc
hr
ag
et
al
(2
00
6)
??
?
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
介
護
者
の
負
担
感
や
負
担
感
に
関
連
す
る
要
因
を
評
価
す
る
横
断
研
究
自
記
式
質
問
紙
調
査
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
11
6
名
・
Sc
al
e
of
Q
ua
lit
y
of
L
if
e
of
C
ar
e-
G
iv
er
s
・
C
ar
eg
iv
er
-b
ur
de
n
In
ve
nt
or
y
・
B
ec
k
D
ep
re
ss
io
n
In
ve
nt
or
y
・
M
ar
it
al
Sa
ti
sf
ac
ti
on
Sc
al
e
・
Sh
or
tS
oc
ia
lS
up
po
rt
Q
ue
st
io
n-
na
ir
e
・
介
護
人
の
Q
O
L
と
負
担
感
は
罹
患
機
関
，重
症
度
，自
立
度
，患
者
が
オ
フ
モ
ー
ド
の
時
に
費
や
す
時
間
に
関
連
が
あ
る
・
介
護
人
の
欝
は
重
症
度
，
自
立
度
，
患
者
が
オ
フ
モ
ー
ド
の
時
に
費
や
す
時
間
に
関
連
が
あ
る
・
介
護
人
の
Q
O
L
が
高
い
人
は
，
患
者
の
症
状
に
，
悲
し
み
や
抑
う
つ
の
感
情
，
混
乱
，
幻
覚
，
転
倒
が
な
い
・
介
護
人
の
負
担
は
患
者
の
症
状
に
混
乱
，
幻
覚
，
転
倒
が
あ
る
と
重
い
・
患
者
の
Q
O
L
と
抑
う
つ
は
，
介
護
人
の
Q
O
L
・
負
担
・
抑
う
つ
と
関
連
が
あ
る
Sa
ra
nd
ol
et
al
(2
00
9)
??
?
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
介
護
者
の
負
担
感
や
抑
鬱
を
増
加
さ
せ
る
患
者
の
要
因
を
探
索
す
る
横
断
研
究
構
成
的
面
接
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
と
そ
の
家
族
介
助
者
(配
偶
者
と
子
供
)5
7
名
・
H
am
ilt
on
D
ep
re
ss
io
n
R
at
in
g
Sc
al
e
・
H
am
il
to
n
A
nx
ie
ty
R
at
in
g
Sc
al
e
・
M
on
tg
om
er
y-
A
sb
er
g
D
ep
re
s-
si
on
R
at
in
g
Sc
al
e
・
C
ar
eg
iv
er
B
ur
de
n
Sc
al
e
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
行
動
上
の
問
題
や
抑
う
つ
は
介
護
者
の
負
担
や
精
神
的
w
el
l-b
ei
ng
に
影
響
す
る
・
女
性
と
成
人
の
子
供
は
負
担
と
抑
う
つ
を
経
験
し
や
す
い
R
ol
an
d
et
al
(2
01
0)
??
?
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
介
護
者
で
あ
る
配
偶
者
の
主
観
的
な
経
験
や
認
識
を
捉
え
，
役
立
つ
情
報
を
え
る
質
的
研
究
半
構
成
的
面
接
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
配
偶
者
５
名
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
配
偶
者
で
あ
る
介
護
者
の
２
大
負
担
は
，
社
会
的
孤
立
と
い
う
負
担
と
，
安
全
へ
の
関
心
事
に
つ
い
て
の
負
担
で
あ
っ
た
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との関連性を報告していた???．また，パーキンソン病患者
の行動上の問題が介護者の負担感や精神的well-being
と関連しているとの報告があった???．さらに，介護者の介
護と抑うつとの関連は９件中４件で報告されてい
た?????????．さらに，介護者の悲観的な物の見方が介護者
自身の将来の健康に影響するとの報告があった???．
４)患者のパーキンソン病に対する介護者の認識
介護者はパーキンソン病患者の病期に応じて病気のと
らえ方が変化してゆくとの報告があった???．すなわち，患
者の発病初期は，①行動の変化に疑問を持つ，②病気と
しての意識なし，③他者からの指摘，④医療への不満，
の４つが特徴的に見られた．確定診断の時期は，①診断
名にぼう然，②病気診断に安堵，③知らない病気，④同
病者の存在に安堵，⑤主体的取り組みの開始をしていく，
の５つが特徴的に見られた．確定診断後から現在に至る
時期は，①病気による断念，②症状の進行を認識，③状
態の維持を望む気持ち，④家族なりの生活の工夫，⑤患
者本人を認める気持ち，⑥家族としての役割を自覚，⑦
家族の協力，の７つが特徴的に見られたとのことであっ
た．
５)介護の負担の実態と介護の負担の乗り越え方
介護者の生活の実態をまとめた研究は次の８つを報告
していた???．すなわち，①療養者の日頃の生活の手助け，
②療養者の話や思い違いへの注意や訂正，③療養者に頼
まれたことやつじつまの合わないことに対しての不機嫌
な受け応え，④療養者の話に幾度となく耳を傾ける姿勢，
⑤療養者と夫の共通の生活，⑥夫自身の日頃の生活，⑦
療養者への気がかりな気持ちと見守り，⑧療養者からの
信頼と喜び，である．
これら８つのすべてが介護者の負担に関する記述では
ないが，②③④などは，介護者の負担につながるものと
考えられる．
介護の負担の乗り越え方に関して，坂本らは２つの論
文を通じて，それを「病気と共に生きる構え」と捉え返
した上で，その内容を報告していた?????．すなわち，「病
気と共に生きる構え」は，①安定・安心を希求する，②
このままではいけないと行動しようとする，③意味付与
して取り組む，④距離をとって見据える，⑤接近する，
⑥責任をとる，の６つである．そして，その構えが必要
な領域は，①病気，②医療，③薬，④病者との生活，⑤
社会生活，⑥家族関係，⑦他の家族員，⑧過去の体験，
⑨介護家族の生き方の９つに多いことを報告した．
６)看護への示唆
患者の様々な症状への対応に苦慮する介護者の生活の
実態をまとめた研究???では，看護師は療養者の日ごろの
生活の手助けが介護者である夫にとって無理がないよう
に見守り，ときには良い方法をともに考え，また支えと
なっている療養者からの信頼と喜びによりそい，介護を
認める言葉かけなど，夫にやりがいを感じてもらえるよ
うな働きかけをすることで，療養者と介護者の関係を良
好にすることを示唆していた．
介護者の負担を乗り越える方を報告した研究???にお
いては，看護師は，介護者に対して，患者の病気の進行
に伴う困難に対し，家族システムを維持しつつ戦略的に，
そして主体的に取り組む構えと，直面する様々な状況を
的確に捉えその家族にとっての有効な取り組みが行える
ような構えが構築できるような支援の必要性を示唆して
いた．
４．考察
１)介護者の負担に関する国内外の研究傾向
本研究では国内外のパーキンソン病患者の介護者の負
担に焦点を当てた文献を整理した．
パーキンソン病患者を対象とした看護関連の海外文献
自体少なく，さらにその介護者の負担に焦点を当てた文
献は156件中４件であった．この４件のうち３件は量的
な研究であった．それに対し，わが国においては介護者
の負担に焦点を当てた看護関連の文献で30件中５件を
占めた．そのうち質的な研究が５件中４件を占めていた．
国内研究では，介護者がどのように患者と向き合って
生活をしてきたのかを明らかにしようとする傾向があっ
た．具体的には，介護者の生活の特徴や，患者の病状の
進行に応じて，介護者のたどる心理的プロセスを明らか
にしようとする研究であった．
他方，海外研究では，パーキンソン病患者の介護者の
集団特性が明らかにしようとする傾向があった．具体的
には，介護者の悲観主義や楽観主義といったものの見方
や介護者の負担感が，どのように介護者自身の精神的・
身体的健康や患者の健康と関連しているかを明らかにし
ようとする研究であった．
介護者の負担感に関して，国内外の研究内容を比較し
てみる．まず，国内研究における，仕事をやめるなどの
「病気による断念」や「社会的サービスの利用の少ない傾
向」???は，海外文献で，介護者の２大負担の一つとして示
された，「社会的孤立という負担」???とつながる部分があ
ると思われる．
次に，海外文献では，介護者の悲嘆主義やQOLが患者
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パーキンソン病患者の介護者の負担に関する文献的考察
の健康度と関連していることを示す報告にとどまってい
た．しかし，国内文献においては，「病気とともに生きて
ゆく構え」についての報告???や，「家族なりの生活の工
夫」や「家族の協力」によって乗り越えているとの報告
があり???，海外では見られない，一歩踏み込んだ知見が示
されていた．
このように，国内外の文献を整理することでパーキン
ソン病患者の介護者の負担を明らかにし，看護への示唆
を得ることができた．
２)介護者の支援を考える上での今後の課題
文献検討で得られた知見を踏まえ，以下の課題が見出
された．課題の一つ目は，症状が表れた時期から診断が
確定し症状の進行と向き合いながら生活をしてゆく時期
に至る一連の過程における，それぞれの時期に応じた介
護者支援のあり方の検討が必要である．
課題の二つ目として，患者の介護者が誰であるかに
よって支援のあり方の特徴を明らかにしてゆくことであ
る．今回，整理した文献では，患者を支える介助者の範
囲が配偶者に限定しているものもあれば，配偶者以外の
家族員や他者まで含めて捉えるものまであり様々であっ
た．介護者の特性に応じた個別支援の検討が必要である．
課題の三つ目として，「できるだけ長く個々人の最適な
QOLの改善と維持をする」??という看護目標の達成に向
けて，患者の病状の進行を抑えるような生活を介護者が
つくりだせるような支援のあり方を検討することであ
る．というのも，今回検討した文献は全て患者の病状の
進行に伴う患者の症状をはじめとする出来事に対して
の，そのときどきの介護者の心理に関連した文献であっ
たからである．現在，パーキンソン病の原因として明ら
かになってきたことは，黒質神経細胞内でのミトコンド
リア障害と酸化的ストレスが起きていることである???．
では，なぜこれらの障害が起きるかについての原因は医
学的には不明であるという．この病気は多分に認識のあ
りようが関係し結果として脳神経の変性をもたらした病
態であり，その予防と治療法は科学的な認識論を踏まえ
ないと解けないことが示唆されている???．看護学的には
全身の細胞の代謝が整い，活性酸素を生じさせすぎない
ようにするような生活を作り出すことができればよいと
いうことになり，そのような患者の生活を作り出すこと
を介護者が行えるような，看護師による支援のあり方を
検討することが求められる．
本研究の限界として，パーキンソン病患者を支える介
護者に対する支援の必要性が謳われているにもかかわら
ず???，この領域に焦点を当てた研究は少ないように思わ
れた．この原因の１つとして，用いたデータベースが，
看護系のデータベースではなく，より学際的な面を強調
したデータベースを用いたことが影響した可能性が考え
られた．
５．結論
本研究では，国内外のパーキンソン病患者の介護者の
負担に焦点を当てた文献を整理し今後の課題を明らかに
してゆくことを目的として研究を行った．国内外の文献
からパーキンソン病患者の病気の進行度に応じて介護者
が様々な負担を経験しており，それが介護者の精神状態
と関連していることや，介護者の特性が精神的健康と関
連していることが明らかとされていた．今後の課題とし
ては，患者の病気の進行に応じた介護者支援のあり方，
介護者の特性に応じた介護者支援のあり方，病気の進行
を抑える患者の生活を作り出すための介護者支援のあり
方について検討を進めてゆくことが必要である．
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パーキンソン病患者の介護者の負担に関する文献的考察
大卒看護職の初期キャリアにおける就業満足感と離職願望
山 田 典 子 横 川 亜希子 村 松 真 澄
三 上 智 子 内 田 雅 子?
札幌市立大学看護学部
抄録：本研究は看護職のキャリア発達と職業満足感と離職願望について明らかにすることを目的とした．
Ｘ大学看護学部卒業生への質問紙調査を行った．調査期間は平成23年３月～平成25年３月で，450部配布
し，回答者は126名(回収率28.0％)であった．
回答者の属性は，117名(92.9％)が正規雇用でうち101名(80.1％)が交替勤務をしており，所属は病院が
約９割と最も多かった．卒後３年未満の初期キャリアにある看護職で，離職について「考える」者は75名
(59.5％)と，約６割の卒業生に離職願望があることが明らかになった．超過勤務と離職願望に就業１年目
で正の相関があり(r＝0.371，p＝0.011)，就業満足度と離職願望との関係に負の相関があった(１年目
r＝－0.518，２年目 r＝－0.659)．
離職を考える理由では，平成23年度調査時は「自分の適性・能力への不安」をあげていたが，平成24年
度調査は「仕事内容への不満」をあげるものが多かった．また，卒後１年目では，【自分の適性・能力への
不安】が，卒後２年目では，【仕事内容への不満】が最も多く，卒後３年目では，前述に加え【労働時間へ
の不満】【結婚】が離職を希望する理由に挙げられていた．
これらのことより，今回の中間報告をもとに，初期キャリアにおける離職を考える背景が明らかになっ
た．
キーワード：初期キャリア，離職願望，大卒看護職
Job Satisfaction ofBSc Nurses in EarlyStage ofCareer and
Their Causes ofAttention Potential
Noriko Yamada,Akiko Yokokawa,MasumiMuramatsu,Tomoko Mikami,Masako Uchida
SchoolofNursing,Sapporo CityUniversity
Abstract:Purpose:Thepurposeofthisstudywastorevealtherelationshipofcareerdevelopmentand
recent jobwho graduated from aUniversitySchoolofNursing.
Method:The subjects of this studywere 4th year students at X UniversitySchool ofNursing and
students who have graduated from advanced courses. We distributed the questionnaire survey to
students after graduating school. This studywas conducted between March 2011and March 2013.
Wedistributedthequestionnaireforgraduatesfromtheschool,450questionnaireweremailedand126
(28.0% recovery)responded.
Result:For theattributes oftherespondents,117peoples (92.9%)worked at full timeemployee.
The graduated from X UniversitySchool ofNursing less than 3years ago 75 (59.5%)nurses were
thinking about quitting their recent job.
Discussion:In regards to the relationship between turnover and career development of nurses, this
interim report showed theneed to accumulate thedata offuturegraduates.
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１．緒言
新人看護職の離職率は日本看護協会の報告によると，
病院勤務の常勤新卒では前年比0.6ポイント減の7.5％
と，減少傾向にある??．また，看護職員の離職率は，常勤・
新卒ともに2008年度から４年連続で減少している．離職
率低下の要因としては，労働条件の改善や，2010年４月
に新人看護職員研修が努力義務化され，教育研修体制の
整備に取り組む病院が増えていることが考えられる．し
かし，大規模な病院では教育研修体制が比較的整備され
ている一方で，中小病院では体制整備が困難なところも
あり，離職率は高い傾向にある??．
このような状況の中，キャリア発達において，初期キャ
リアにおける離職はリアリティショックや夜勤の負担感
との関係が看護職員実態調査で報告された??．とりわけ
離職に関連する悩みで最も多いのは医療事故に対する不
安であった??．こうした状況に対して，文部科学省は2008
年以降，看護実践能力の育成および大学教育における看
護系人材育成のあり方の答申を示してきた．
また，文部科学省は2010年に「学生が卒業後自らの素
質を向上させ，社会的・職業的自立を図るために必要な
能力」を就業力と定義し，大学設置基準にキャリア教育
の実施を義務づけた??．
先行研究の大卒看護職の初期キャリアにおいては，看
護基礎教育の教育内容と臨床現場の求める能力の乖離が
指摘されており???，職業特有の要因の影響が考えられる
ものの，新人看護師の離職願望に影響するストレスと初
期キャリアの特性についてはほとんど検討されていな
い．しかし，実際は新人看護師は経験したことのない業
務や職場の人間関係に戸惑い，ストレスフルな状況に陥
りやすい．このようにストレスの高い状況が持続すると
精神的健康を阻害し，結果的には職場適応ができなくな
り，早期離職に影響する????といえる．
そこで本研究は，大卒看護職の職業満足感と離職願望
および初期キャリアにおける職業継続と離職願望の揺ら
ぎについて明らかにすることを目的とする．本研究結果
は，大卒新人看護師の職場適応への支援を検討するため
に，新人看護師の離職願望に影響するストレスと初期
キャリアの特性に関する基礎資料を提供するものであ
る．
２．用語の定義
本研究において「離職願望」とは，何らかのストレス
がきっかけで，職場環境の満足感が低い時に認知される
願望であると定義する．職場環境の満足感については，
「超過勤務」，「仕事量」，「休暇の満足」，「配置の場所」，
「給料」等との因果関係が認められている?????．
３．研究方法
１)調査期間
平成23年３月～平成25年３月
２)研究対象者
Ｘ大学を卒業した，看護学部修了生を対象とした．平
成23年度はＸ大学卒業１期生85名と２期生93名を，平
成24年度は卒業１期生85名，死亡や移転先不明を除い
た２期生88名，３期生99名の合計450名を対象とした．
３)調査方法
Ｘ大学看護学部は，平成23年度より卒業生を対象に
シャトル研修を札幌市と東京都内で開催している．その
来場者にキャリア発達動向調査班が口頭と書面にて調査
依頼をし，手渡しによる配布を行った．
一方，シャトル研修後，来場しなかった卒業生に対し
ては，個別に卒業時に登録された住所にアンケートを発
送し郵送法による自記式質問紙調査を行った．
４)倫理的配慮
対象者に研究の趣旨と目的，方法及び以下の倫理的配
慮については文書にて説明した．シャトル研修参加者に
は，文書に加え口頭で説明し，調査に関する質問に対応
した．
研究への協力は個人意志に基づくものであり，研究へ
の協力に強制力は働かないこと，研究に協力しない場合
でもなんら不利益は被らないこと，また答えたくない質
問には答えなくても良いこと，プライバシー保護の方法，
アンケートはポストへの投函をもって研究に同意したも
のとみなすこと等について説明した．返送された全ての
データは，漏えいや紛失を防ぐため鍵のかかる保管庫で
保管し研究以外には持ち出さないこと，学会・論文発表
の際には，個人や組織が特定されないよう匿名性を確保
することを約束した．
本研究は，札幌市立大学倫理委員会の承認を得て実施
した(No.1227-1，No1034-1，No1040-1，No.1125-1，
No.1125-2，No.1230-1)．
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５)調査項目
⑴基本属性は卒業年，就業経験，現在の就労，現在の進
学状況，居住地域，道外就職者の内訳，雇用形態，勤務
形態，夜勤開始月，所属先，部署変更の有無等である．
⑵測定用具として，離職願望については，「就職してから
現在までに，仕事を辞めたいと考えたことはありますか」
について，「１；全然考えたことがない」「２；めったに
考えない」「３；しばしば考える」「４；いつも考えてい
る」の４件法で回答を求めた．さらに，「選択肢２～４を
選択した方は，その理由および現在はどのように考えて
いるのか，差し支えない範囲で教えてください」と，自
由記載を求めた．
⑶時間外労働・残業については，「過去３か月間の時間外
労働」について週何時間であったか，「１；なし」「２；
週に１～10時間」「３；週に10～20時間」「４；週に20
時間以上」の項目で回答を求めた．
⑷職場への貢献度について「０；全く貢献していない」
から「10；とても貢献している」の尺度とした．「５；ど
ちらともいえない」とし，「０～４；貢献していない群」，
「６～10；貢献している群」として集計した．
⑸就業満足度は，「０；全く満足していない」から「10；
とても満足している」の尺度とした．「５；どちらともい
えない」とし，「０～４；不満足群」，「６～10；満足群」
として集計した．
⑹相談相手については，同期の看護師，先輩看護師(プリ
セプターを含む)，所属部署の管理者，友人，家族，大学
教員，その他，いない，とした．
６)分析方法
⑴回答者の属性については基本統計量を算出した．
離職願望と超過勤務，就業満足度，職場貢献度，勤続
予定年数について Spearman相関関係を用い有意水準
を p＜0.05とした．
超過勤務と相談相手の有無の就業満足度との関連は，
分布が偏っていたためメディアン検定を実施し有意水準
を p＜0.05とした．
⑵質的データである卒業後アンケートの平成23年度お
よび平成24年度の「仕事を辞めたいと考える理由」，平
成24年度の「現在の職場に満足している理由および不満
足の理由」に関する自由記載の分析は，Berelsonの内容
分析???の方法を参考に実施した．自由回答式質問に対す
る記述はデータクリーニングをし，個々の記述を意味内
容の類似性に基づき分類した．カテゴリ名は，Ｘ大学卒
業生の特徴的項目が見出せるよう，日本看護協会調査研
究報告(1991)の職場を退職した理由を参考とした???．日
本看護協会調査研究報告のカテゴリ名に当てはまらない
記述内容は，その記述を反映したカテゴリ名をつけた．
さらに，各カテゴリに包含された記録単位の出現頻度を
数量化し，卒業年度および就業経験年数ごとに集計した．
４．結果
１)対象者の基本属性
アンケートの回答者は，平成23年度41名(回収率
22.5％)，平成24年度85名(回収率30.9％)で，有効回答
126名(有効回答率100％)であった．
回答者の属性は，119名(94.4％)が初めて社会に出て
働き，６割近くが札幌市内に勤務していた．また，117名
(92.9％)が正規雇用で，うち101名(80.1％)が交替勤務
をしており，所属先は病院が110名(87.3％)と最も多
かった．
就業３年未満で進学した者は４名(3.2％)，部署変更を
したものは15名(11.9％)であった(表１)．
２)職場環境と就業満足度や職場への貢献度
夜勤の開始月はばらつきがあり１～３月と４～５月に
分布の山が見られた(表２)．
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表1 回答者の属性
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組織の新人育成体制は，プリセプターシップが107名
(84.9％)と最も多く，次いでチーム支援型，メンターシッ
プ，チューターシップ，その他と多様な組織体制で卒後
支援されていることが見受けられた．
相談相手について複数回答で問うたところ，「同期の看
護職」103名(81.7％)，「先輩看護師(プリセプターを含
む)」が91名(72.2％)，「友人」が59名(46.8％)，「家族」
が50名(39.7％)であった．
超過勤務の状況は，「週１～10時間未満」55名
(43.7％)，「週10～20時間未満」34名(27.0％)で，「週20
時間以上」の残業をしているものは14名(11.1％)であっ
た．
就業満足度は，「不満足群」42名(33.3％)，「どちらと
もいえない」14名(11.1％)，「満足群」63名(51.6％)で
あった．
職場への貢献度は「０；全く貢献していない」「10；と
ても貢献している」がそれぞれ１名(0.8％)で，「貢献し
ていない群」は45名(35.8％)で，「５；どちらともいえ
ない」が36名(28.6％)，「貢献している群」は40名
(31.8％)であった．
離職について問うたところ，「しばしば考える」45名
(35.7％)，「いつも考えている」30名(23.8％)と，約６割
の卒業生が離職を考えていることが明らかになった．
さらに，現在の職場には「あと何年勤務する予定か」
を尋ねたところ，「１～３年未満」で58名(46.1％)，「４
～５年」は41名(32.6％)と，概ね20代のうちに職場を
変えようと思っているものが８割を超えていた．
３)離職願望に影響を及ぼす諸要因
相談相手の有無と就業満足度には関連がなく(表３)，
離職願望と超過勤務・就業満足度・職場への貢献度・勤
務予定年数との関係では，離職については，就業１年目
で超過勤務との関係において正の相関(r＝0.371，p＝
0.011)があった(表４)．就業満足度と離職願望は，就業
１年目 r＝－0.518，２年目 r＝－0.659とで負の相関が
表2 就業満足度・職場への貢献度の自己評価
表3 就業満足度と相談相手の相関
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みられた．職場への貢献度と離職願望は，どの就業年目
でも負の相関を示していた．
４)離職を希望する理由
⑴ 内容分析
離職に関する平成23年度調査の回答は１期生９名，２
期生16名の計25名と，平成24年度調査の１期生13名，
２期生19名，３期生23名の計55名の自由記述が得られ
た．また，職場に満足・不満足な理由に関する自由記述
は，１期生14名，２期生18名，３期生31名の計63名
分であった．これらのデータは回答時の就労年数により，
１年目，２年目，３年目に分けて分析した．カテゴリを
【 】，サブカテゴリを［ ］，コードを「 」で示す．
就業１年目は(表５)，［看護師の責任の重さへの怖さ］
や「失敗が続くと休みたいと思うことがある」といった
［仕事でミスをしたとき］［自分の能力への不安がある］
時に【自分の適性・能力への不安】を抱いていた．また，
「残業が多い」ため【労働時間への不満】を抱いていた．
さらに「職場の人間関係があまりよくない」「環境になじ
めない」など【人間関係への不満】を持っていた．加え
て，［仕事が忙しく疲労がある］［業務範囲への不満があ
る］時に【仕事内容への不満】が高まり離職を考えてい
る．「忙しいわりに給料が低く待遇も悪い」などの【賃金
への不満】を持つ者もいた．［理由は何であれ，とにかく
辛い］といった【辛い思いへの囚われ】がある者も存在
した．
就業２年目は(表６)，【仕事内容への不満】に関する項
目が増え，［看護の楽しさがわからない］，［仕事が忙し
い］，［仕事内容が思っていたものと違っていた］，「他の
病棟に異動したい」，［職場環境への不満がある］などの
訴えが見られた．また，［看護師の責任の重さへの不安］，
［仕事が覚えられない］，［仕事でミスをした］ことが【自
分の適性・能力への不安】となっていた．さらに，［残業
が多い］［定時で終わることができない］，「超勤がなかな
かつけられない」，［休みが少ない］ため疲労し，【賃金へ
の不満】【労働時間への不満】が蓄積していた．また，［人
間関係がつらい］，［人間関係が良くない］ため【人間関
係への不満】を募らせていた．
初期キャリアの形成を考えている［病棟内の指導方法
に一貫性がない］ことが【教育への不満】となり，「看護
師としても半人前で迷いがあるが保健師に興味がある」
と葛藤しながら保健師や［異なる分野への興味］がわき
【他分野への興味】を抱いていた．
就業３年目は(表７)，離職を希望する理由に【仕事内
容への不満】として［仕事が忙しい］ことや［職場の環
境への不満がある］をあげていた．また，［インシデント
を起こした時］，［自分の能力と看護師があっていない］，
［他のスタッフに迷惑をかけている］という後ろめたさが
表4 就業年別離職と超過勤務・就業満足度・職場への貢献度・勤続予定年数との関係
4-1．就業１年目
4-2．就業２年目
4-3．就業３年目
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【自分の適性・能力への不安】の元となっていた．さらに，
【労働時間への不満】では，「業務が多忙で時間外に記録
を書き辛く思うことがある．日勤での帰宅時刻が22時す
ぎることも多く，家事が出来ず，ライフイベントのこと
を考えると他施設へ転職した方がいいと思うことがあ
る」という切実な訴えがあった．加えて「休みがなくて
身体がつらい」，「休めないから仕事から離れたくなる」，
［結婚を考えている］ため，離職願望を抱いている者もい
た．
⑵ カテゴリ化における推移の特徴
平成23年度および平成24年度の調査結果より，離職
を希望する理由，計10カテゴリを明らかにした(表８)．
平成23年度調査時は自分の適性・能力への不安をあげ
ていたが，平成24年度調査は仕事内容への不満を上げる
ものが多かった．平成23年度調査の１期生と２期生を比
較すると，１期生は２期生よりも「仕事内容への不満」
を上げる者が多く，経験年数が上がるにつれて，自分の
適性や能力への不安が解消され，仕事内容への不満が現
れてくる．また，２期生は他分野に興味を持つものが多
いのが特徴的であった．
さらに，就業年限別に比較すると，就業１年目は，「自
分の適性・能力への不安」を離職希望理由とする者が多
かった．
就業２年目は，「仕事内容への不満」を離職希望理由と
する者が多かった．そして，「自分の適性・能力への不安」
を離職希望理由とする者が多かった．次に「人間関係へ
の不満」や「労働時間への不満」を離職希望理由とする
ものが多かった．
加えて，本調査では「仕事内容への不満」等はあるが
現在は離職を考えていないものが存在することが明らか
となった(表９)．
現在は離職を考えていないという記述は，特に質問紙
記入時に就業１年目であった３期生に多かった．３期生
は，仕事内容への不満や，自分の適性・能力への不安を
感じているが，１年目にやめても実践経験が積めないた
め，就業を継続することを希望していた．一方，１期生，
２期生は就業の継続を希望することを記載するものが３
期生と比較すると少数であった．
５)現在の職場に満足・不満足な理由
現在の職場に満足な理由５カテゴリ，不満足の理由７
表5 就業１年目に離職を希望する理由
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カテゴリを明らかにした(表10)．
経験年数が短いほど現在の就業に満足な理由に，教育
体制が整っていることをあげているが，経験年数があが
るにつれ教育体制が整っていることについての満足感を
あげる者は減少していた．「人間関係」についても同様に
経験年数があがるにつれて減少している．
１期生は現在の職場に満足な理由として，休暇が取得
可能なことや，労働環境へ満足感をあげるものが多かっ
た．
また，職場に不満足な理由として，「仕事内容」をあげ
表6 就業２年目離職を希望する理由
表7 就業３年目離職を希望する理由
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るものは，就業１年目が最も多いが，就業２年目は減少
し，３年目は２年目と横ばいであった．さらに，「賃金」
を不満足の理由とするものは，経験年数があがるにつれ
て減少がみられた．
今回，看護協会調査報告書のカテゴリ名を用い離職願
望の原因となる項目にＸ大学の特性が現れるか比較し
た．その結果，概ね離職を考えるきっかけとなる理由は
一致していた．前述の調査では，子育てといったライフ
イベントの項目が離職を考えるきっかけとなっていた点
が相違点であった．
５．考察
１)看護職としての初期キャリアと仕事のやりがい
看護師のキャリア開発や行動の実態を述べた先行研究
によると，看護師は仕事にやりがいを感じていても，日々
の勤務の多忙さと私生活の両立の困難を感じており，
キャリア目標を持つ看護職の意識の有無が，キャリア開
発行動に影響すること，さらに，役割モデルとなる職場
の先輩といったメンターの存在が，キャリア目標に影響
を及ぼすことが述べられている??????．
今回の調査より，超過勤務と就業満足度の間に相関が
見られた．超過勤務そのものだけが就業満足度に影響を
与えているわけではないが，超過勤務をすることで就業
表8 離職を希望する理由(平成23年度および平成24年度調査)
表9 離職を希望しない理由(平成23年度および平成24年度調査)
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満足度がマイナスに傾く???傾向がうかがわれた．
日本看護協会で実施した「2011年病院看護実態調
査」???との相違点は，経験に乏しい看護師の良き相談相
手となるのは職場の管理者，先輩，同僚といったメンター
が重要な人材であるが，本調査では職場の管理者を相談
相手にあげたものは22名(17.5％)と少なかった．相談者
の割合でみると，同期の看護職81.7％，先輩看護師
72.2％，友人が46.8％，家族が39.7％であり，同期や先
輩など身近にいる看護職に相談できていることが明らか
になった．大学の教員に至っては5.6％であり，管理者や
教員等の看護職としてキャリアを積んでいる者にではな
く，友人や家族など話しやすい相手へ相談している．そ
の背景には，大学入学前から親の強い介入があったり，
家族に看護職がおりキャリアのモデルやメンターとして
機能していること等，良き相談相手となり看護キャリア
目標の要因となっていることが推測された．今後，看護
系大学に入学した動機や，親族や友人に看護職や医療職
がいることとあわせて調査していきたい．
２)退職を考える理由
本調査の結果は，卒業生が退職を考える理由として10
カテゴリを明らかにした．
看護職の離職率は，経験年数３年，５年が高くなる傾
向がある???．本調査においても，就業１年目の３期生は仕
事内容への不満や自身の適性や能力への不満をあげなが
らも，経験年数が少ないことを理由に就業の継続を希望
するものが多かった．しかし，その一方，１期生は不満
をあげながらも就業の継続を希望するものが少ないこと
より，１期生は看護師経験年数が３年目となり，１年目
ほど職業の継続を希望していない可能性が示唆された．
看護職員実態調査???は20代から40代の看護師の離
職理由で【仕事内容への不満】が最も多いことを明らか
にした．これは，本学の卒業生から得られた結果と一致
している．特に１期生は看護師経験年数が３年目となり，
業務を行えるようになったことで，役割が拡大し業務が
多忙になり離職を希望している可能性がある．また，ベ
ナーが３年目で一人前であると述べ???，「石の上にも３
年」という諺にならい，１年以内に離職することには抵
抗があるが，３年間看護師を継続したことで，とりあえ
ず次のステップを考えようという暗黙の了解があるのか
もしれない．
さらに，回答者の全体に共通して，インシデントや失
敗を起こした時に離職を考えていることが明らかとなっ
た．日本医療機能評価機構へ報告された医療事故情報で
は，看護師は経験年数１年目から５年目まで医療事故の
当事者となりやすいことを示している???．看護師経験年
数が５年目までは医療事故を起こす可能性が高くなるこ
とや，インシデントの当事者となったことや失敗するこ
とで離職を考えるのではなく，その失敗体験を次にどの
ように生かすかを考えることが重要であることを，在学
中から伝える必要性がある．加えて，シャトル研修にお
いても，出身校の教員だからこそ踏み込んで助言できる
ことがあるだろう．
現在の職場に満足な理由のカテゴリより，経験年数が
短い看護師ほど，看護実践能力を身につけるために教育
体制への関心が高いことがうかがえた．また，１期生は
経験年数３年目になり，病棟内で一通りの業務を行うこ
とができるようになり，自身が新人を教育する立場と
なっていく時期であるため，看護実践力や職場内の研修
体制に関する項目をあげる者が少なくなっている可能性
表10 現在の職場に満足・不満足な理由(平成24年度調査)
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が高い．
本調査の比較に用いた看護協会の調査では離職理由の
みを報告していたが???，本調査結果の離職を希望する理
由(表８)，離職を希望しない理由(表９)から，「仕事内容
への不満」等はあるが「現在は離職を考えていない」も
のが存在した．これらのことより，離職願望が退職に直
結するわけではなく，自分の適性や能力への不安を抱き
つつも，人間関係や労働時間への不満と折り合いをつけ，
離職を踏みとどまる初期キャリア期の実態が明らかに
なった．
６．結論
看護職キャリアと離職の関連要因は，超過勤務，過重
な仕事量，給料への不満，人間関係の悩み，配置の場所，
就業満足感であると推測された．
また，初期キャリアの動機づけとなる存在が上司や教
員よりも同期の看護職といった友人や先輩看護師，家族
等インフォーマルな関係にシフトしている傾向が見られ
た．
離職を考える理由は，卒後１年目では【自分の適性・
能力への不安】が，卒後２年目では【仕事内容への不満】
が，卒後３年目では，前述に加え【労働時間への不満】
【結婚】であった．卒後年数の経過に伴い離職願望は，職
業適正への不安から，経験を積むほどに職務内容への不
満や超過勤務や休みの取りづらさという項目へ変化する
ことが示された．
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大卒看護職の初期キャリアにおける就業満足感と離職願望
妊娠末期にある夫婦の「情緒的関係」に影響を与える要因
渡 邉 由加利
札幌市立大学看護学部
抄録：本研究の目的は，妊娠末期にある夫婦の情緒的関係に関連する要因を検討することである．対象は，
初妊婦とその夫で妻202名，夫155名であった．重回帰分析を行った結果，妻と夫に共通の要因は，結婚
満足度(妻β＝0.533，夫β＝0.442)，出産育児の会話(妻β＝0.215，夫β＝0.221)，結婚前の妊娠(妻β＝
0.132，夫β＝0.209)であった．妻にのみ影響があった要因は，自尊感情(β＝0.139)，会話時間(β＝0.147)
であり，夫にのみ影響があった要因はソーシャル・サポート(β＝0.147)であった．この違いは妻と夫の情
緒的関係の受けとめ方に影響すると考える．妻と夫ともに出産育児の会話は，情緒的関係にポジティブに
影響していることから，コミュニケーションを維持・促進するための支援の重要性が示唆された．また，
結婚前の妊娠は，夫婦の情緒的関係にネガティブに影響しており，情緒的関係を築くうえでリスク要因と
して捉え，援助することが重要である．
キーワード：妊娠期，夫婦関係，情緒的関係
Factors Influencing the Marital“EmotionalRelationship”
in the Third Trimester ofPregnancy
YukariWatanabe
SchoolofNursing ,Sapporo CityUniversity
Abstract:The objective of this studywas to investigate factors that affect the marital emotional
relationship in late pregnancy. Study subjects included 202 wives and 155 husbands. Multiple
regression analysis showed that factors affecting the marital emotional relationship that were
important to both thewife and husband were:satisfaction with marriage (wife,β＝0.533;husband,
β＝0.442), conversation about childbearing and rearing (wife, β＝0.215; husband, β＝0.221), and
pregnancybefore/aftermarriage(wife,β＝0.132;husband,β＝0.209). Factors affecting themarital
relationship that were important to wiveswere self-esteem (β＝0.139)and conversation time (β＝0.
147),and to husbandswere social・support (β＝0.147). Differences between wives and husbands in
their attitude towards theemotional aspect of themartial relationship exist. Conversation during
pregnancyhad a positiveeffect on theemotional relationship and it was thought that conversation
between partners is important in maintaining communication. Pregnancy before marriage had a
negativeeffectontheemotionalaspectofthemaritalrelationshipandwasthereforeconsideredarisk
factor for developing negative emotional relationships; these relationships require support and
counseling.
Keywords:Pregnancy,Marital relationship,Emotional relationship
１．緒言
妊娠・出産・育児は，妻と夫各々にとって，身体的，
心理・社会的に様々な影響を及ぼすことから，幸福であ
ると同時にストレスの生じやすい出来事といわれてい
る．母親の育児不安や虐待が社会問題となり，女性が心
理的に安定した状態で，養育性を獲得するためには，夫
との関係が重要であることが明らかにされている???．そ
SCU Journal ofDesign & Nursing Vol.8,No.1,2014 31
SCU Journal ofDesign & Nursing Vol.8,No.1,pp.31-38,2014
の中で，妻の心理状態や育児不安には，夫からの支援(家
事・育児・情緒的支援)が関連しており，特に情緒的支援
の重要性が示唆されている???．
妊娠は，妻の身体的な変化と同時に夫婦の生活に影響
を及ぼし，夫婦間の役割の調整が必要になることから，
二人の間に意見の不一致や葛藤が生じやすくなるといわ
れており??，妊娠期は妻だけではなく，夫にとってもスト
レスになりやすい時期である．近年，妊娠・産褥期のう
つ病が増加してきており，これらの健康問題には夫との
関係性が影響していることが明らかにされている??．一
方，夫においても親になる年代である20歳代から40歳
代のうつ病患者が他の年代に比べ最も多いことが報告さ
れている??．これら妻や夫の健康問題は，生まれてくる子
どもの健康状態や育児に影響を及ぼすことは容易に想像
できる．さらに，妊娠中の夫婦関係は，親役割の取得や
その後の夫婦関係にも影響を及ぼすことが報告されてい
る?????．
以上より，家族の形成期である妊娠期において安定し
た夫婦関係を中心とした家族支援の方向性を検討するこ
とは，夫と妻の精神的健康，親役割の取得，子どもの健
康の維持・促進において重要な課題である．
既に諸外国においては1990年代から夫婦を対象とし
た妊娠期から親への教育的な支援が行われている．妊娠
期の予防的な支援は，夫婦が出産を控えて教育や援助，
セラピーを受けることに抵抗感がないこと???，更に予防
的な介入は問題が生じてから必要となるサービスの費用
を考えるとはるかに安い???ことから，国によって支援が
提供されている．一方，日本では，平成25年11月に「健
やか親子21」の最終報告書において，親になるための準
備段階を含めた教育や支援の必要性が今後の課題として
挙がっている段階であり???，妊娠期の夫婦への支援が十
分に行われていない現状がある．
筆者は，夫婦を対象とした妊娠期からの支援を検討す
るため，妊娠中の夫婦関係を結婚満足度，情緒的関係，
意見の一致度，意見の不一致時の対処，共同行動，会話
時間，出産育児の会話，家事の８要因から検討した．調
査の結果，妊娠中の妻と夫の結婚満足度は高く，情緒的
関係との関連が示された．さらに情緒的関係は，他の夫
婦関係の要因とも関連があり，妊娠期の夫婦関係や心理
的な安定において中核となる要因であり，情緒的関係に
視点をおいた支援の重要性が示唆された???．
そこで本研究は，妊娠中の夫婦間の情緒的関係への具
体的な支援を検討するため，情緒的関係に影響する要因
を明らかにすることを目的とした．
２．研究方法
１)用語の定義
夫婦：現在結婚しているもの(事実婚を含む)
情緒的関係：妻と夫の間の配慮や思いやりなど，主に心
理的側面への働きかけとその受けとめであり，「配偶者か
らの情緒的支援」，「配偶者への情緒的支援」から検討す
る．
２)研究枠組み(図１)
筆者の先行研究および関連文献を参考に妻と夫の情緒
的関係の受けとめに影響する要因を年齢，夫の年収，妻
の仕事，体調の変化や心配，結婚満足度，出産育児の会
話，会話時間，結婚前の妊娠，妊娠の希望，自尊感情，
ソーシャル・サポートから検討した．
３)研究デザイン
本研究は，自記式質問紙法を用いた横断的調査である．
４)対象者
札幌市内および近郊の病院の産科外来に通院している
妊娠28週以降の初妊婦とその夫，および母親学級，両親
学級に参加している初妊婦とその夫であり，455組に調
査を依頼した．
５)調査期間
2004年７月～９月
６)調査方法
調査者は，実施施設の責任者に研究目的を説明し，調
査を依頼した．対象者の来院日時に出向き，対象となる
夫婦に研究目的を説明した．夫婦で来院している場合は
妻と夫に依頼し，妻だけの場合は妻に了解を得て，夫に
質問紙を渡してもらった．質問紙は，自宅で記入し，夫
図1 研究枠組み
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婦別々に郵送によって回収した．
７)調査項目とその内容
⑴ 基本的属性
夫，妻各々の年齢，家族構成，妻の仕事の有無，夫の
収入
⑵ 情緒的関係
情緒的関係を測定する尺度は，稲葉???の情緒的サポー
ト尺度を用いた．質問内容は，「配偶者からの情緒的支援」
は４項目(配偶者は私の心配事や悩み事を聞いてくれる，
配偶者は私の能力や努力を高く評価してくれる，配偶者
は私に助言やアドバイスをしてくれる，配偶者は私の気
持ちや考えを理解してくれる)，「配偶者への情緒的支援」
４項目(私は配偶者の心配事や悩みを聞いている，私は配
偶者の能力や努力を高く評価している，私は配偶者に助
言やアドバイスをしている，私は配偶者の気持ちや考え
を理解している)である．支援の程度を，１点(あてはま
らない)から４点(あてはまる)までの４段階尺度で表し，
得点が高いほど情緒的関係が良い状態であることを意味
する．本研究の信頼度係数 Cronbach’sα係数は，「配偶
者からの情緒的支援」妻0.83，夫0.82，「配偶者への情
緒的支援」妻0.76，夫0.77であった．
⑶ 結婚と妊娠の状態
結婚前の妊娠か，結婚後の妊娠かを「はい」「いいえ」
で，子どもの希望「あなたは子どもがほしいと考えてい
ましたか」を「はい」「いいえ」「どちらでもよかった」
で回答をえた．
⑷ 身体的，心理・社会的状態
① 体調の変化や心配
「妊娠中に戸惑いやつらいと思う体調の変化や心配は
ありますか」を「はい」「いいえ」で回答をえた．
② 自尊感情
山本ら???が邦訳したローゼンバーグの自尊感情尺度
10項目を用いた．自尊感情とは，他者との比較により生
じる優越感や劣等感ではなく，自身で自己への尊重や価
値を評価する程度のことである．採点方法は，各項目に
ついて１点(あてはまらない)から５点(あてはまる)まで
の５段階尺度で表し，合計得点が高いほど自尊感情が高
いことを意味する．本研究の信頼度係数 Cronbach’s α
係数は，妻0.86，夫0.77であった．
③ ソーシャル・サポート
ソーシャル・サポートは，稲葉???の尺度を参考に「あ
なたの心配事や悩み事を聴いてくれる人」，「あなたの気
持ちや考えを理解してくれる人」，「あなたの能力や努力
を評価してくれる人」，「あなたに助言やアドバイスをし
てくれる人」，「一緒にいてとても楽しく過ごせる人」，「病
気で寝込んだときなどに看病や家事を頼める人」６項目
から評価した．サポートが利用可能か否かの２件法とし，
合計点をサポート得点とした．
⑸ 夫婦関係の状態
① 結婚満足度
結婚満足度は，Kansas Marital Satisfaction Scale
(KMS)?????を用いた．この尺度は「結婚の満足」，「配偶
者への満足」，「配偶者との関係の満足」の３領域からな
り，その満足度について，１点(非常に不満足)から５点
(非常に満足)までの５段階尺度で表し，点数が高いほど
結婚の満足度が高いことを意味し，本研究の信頼度係数
Cronbach’sα係数は，妻0.91，夫0.87であった．
② 会話時間
会話時間は，１時間未満，１時間以上かで回答を得た．
③ 出産育児の会話
出産育児の会話は，夫婦間で「子どものことや育児の
ことを話す」，「妻のおなかを触る」，「出産のことを話す」
頻度を測定した．１点(めったにしない)から４点(よくす
る)の４段階尺度で表し，得点が高いほど頻度が高いこと
を意味する．本研究の信頼度係数 Cronbach’sα係数は，
妻0.91，夫0.87であった．
８)分析方法
単純集計を行い，妻と夫の情緒的関係の実態を明らか
にした．妻と夫の比較にはMann-whitney検定を用い
た．情緒的関係に影響する要因をを検討するため，重回
帰分析を統計ソフト「SPSS11.5.forWindows」を用い
て行なった．
９)倫理的配慮
対象者の権利を保護するために，次のことを対象者に
説明し同意を得た．
① 実施施設には，文書にて研究の主旨を説明し，文書
にて同意を確認する．
② 研究対象者には，文書にて研究の主旨と倫理的配慮
について説明し，了承が得られた対象者に質問紙を
渡した．研究の同意は，質問紙の返信をもって同意
とした．
③ 妻のみ来院している場合は，妻に研究の主旨と倫理
的配慮について記載した説明文と質問紙を渡し，妻
を通して夫に依頼をした．
④ 協力者は無記名とし，データはコンピュータで統計
的に処理し，夫婦であること以外，個人が特定でき
ないことを保証する．
⑤ 研究の参加は自由意志であることを保証する．
⑥ 研究参加の有無や研究途中での辞退による不利益は
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生じないことを保証する．
⑦ 質問紙は夫と妻，別個の封筒に入れ，封印後に回収
する．
⑧ 質問紙は施錠できる部屋で保管，終了後は破棄する
ことを保証する．
⑨ 研究で得られたデータは匿名で記述し，研究以外に
は使用しないことを保証する．
? 使用した尺度について，作成者の許諾を得る．
なお，本研究は札幌医科大学大学院保健医療学研究科
倫理審査において承認された研究計画に基づいて行っ
た．
３．結果
質問紙を455組の夫婦に配布し，妻236名(回収率
53％)，夫190名(回収率43％)より回収した．夫13名(無
回答２名，妊娠週数が28週未満11名)，妻12名(妊娠週
数が28週未満)を除いた妻224名，夫177名のうち，本
調査項目で回答が得られた妻202名，夫155名を有効回
答とした．
１)対象者の背景
⑴ 基本的属性(表１)
対象者の平均年齢は，妻30.1歳，夫32.1歳であった．
家族構成は，妻は配偶者と二人暮し186名(92.1％)，配
偶者と(義)両親13名(6.4％)，夫と別居３名(1.5％)で
あった．夫は配偶者と二人暮し140名(90.4％)，配偶者
と(義)両親12名(7.7％)，妻と別居３名(1.9％)であっ
た．妻の仕事は，妻は仕事あり58名(28.7％)，夫に聞い
た妻の仕事あり47名(30.3％)であった．
妻を対象とした夫の年収は，「収入がなかった」２名
(1.0％)，「400万円未満」105名(52.0％)，「400-600万円
未満」71名(35.1％)，「600万円以上」24名(11.9％)，夫
を対象とした夫の年収は，「収入がなかった」２名
(1.3％)，「400万円未満」81名(52.2％)，「400-600万円
未満」55名(35.5％)，「600万円以上」17名(11.0％)で
あった．
⑵ 結婚と妊娠の状態(表２)
妊娠の時期では，「結婚前の妊娠」は，妻38名(18.8％)，
夫24名(15.5％)であった．「妊娠の希望」は，妻「希望
していた」166名(82.2％)，「どちらでもよかった」29名
(14.3％)，「希望していなかった」７名(3.5％)であった．
夫は「希望していた」132名(85.2％)，「どちらでもよかっ
た」18名(11.6％)，「希望していなかった」夫５名(3.2％)
であった．
２)身体的，心理・社会的状態(表３)
本調査では，夫婦関係に影響すると考えられる身体的，
心理・社会的特性を「体調の変化や心配」，「ソーシャル・
サポート」，「自尊感情」から検討した．「体調の変化や心
配」は，妻「あり」167名(82.7％)，「なし」35名(17.3％)，
夫「あり」41名(26.5％)，「なし」114名(73.5％)であっ
た．ソーシャル・サポートは妻5.7，夫5.2であり，妻と
夫の比較では，妻は夫より有意に高く(p＝0.000)，妻は
夫よりサポートを受けていた．自尊感情は，妻35.6，夫
35.6であり，妻と夫に差はなかった．
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表1 基本的属性
妻(n＝202) 夫(n＝155)
平均値±SD 平均値±SD
年齢
年齢(歳) 30.1±4.1 32.1±5.4
人数(％) 人数(％)
同居者
配偶者と二人暮らし 186(92.1) 140(90.4)
複合家族 13(6.4) 12(7.7)
配偶者と別居 3(1.5) 3(1.9)
妻の仕事
あり 58(28.7) 47(30.3)
なし 144(71.3) 108(69.7)
夫の年収(万円/年)
収入なし 2(1.0) 2(1.3)
400未満 105(52.0) 81(52.2)
400-600未満 71(35.1) 55(35.5)
600以上 24(11.9) 17(11.0)
表2 結婚と妊娠の状態
妻(n＝202) 夫(n＝155)
人数(％) 人数(％)
妊娠の時期
結婚前の妊娠 38(18.8) 24(15.5)
結婚後の妊娠 164(82.1) 131(84.5)
子どもの希望
していた 166(82.2) 132(85.2)
どちらでもよかった 29(14.3) 18(11.6)
していなかった 7(3.5) 5(3.2)
表3 身体的，心理・社会的状態
妻(n＝202) 夫(n＝155)
人数(％) 人数(％)
体調の変化や心配
あり 167(82.7) 41(26.5)
なし 35(17.3) 114(73.5)
平均値±SD 平均値±SD p
ソーシャル・サポート 5.7±0.8 5.2±1.3 0.000
自尊感情 35.6±6.6 35.6±6.2 ns
妻と夫の差(Mann-Whitney検定)
３)情緒的関係(表４)
妻の「配偶者からの情緒的支援」3.4，「配偶者への情
緒的支援」3.3であり，夫は「配偶者からの情緒的支援」
3.5，「配偶者への情緒的支援」3.5であった．妻と夫の比
較では，「配偶者への情緒的支援」において，妻が夫より
低かった(p＝0.001)．
４)夫婦関係
⑴ 結婚満足度(表４)
妻の結婚満足度は4.5であり，夫は4.8であった．妻
と夫の比較では，妻は夫より低かった(p＝0.000)．
⑵ 出産育児の会話 会話時間(表４)
出産育児の会話は，１点「めったにしない」２点，「た
まにする」，３点「ときどきする」，４点「よくする」の
４段階で回答を得た．妻の平均値は3.4であり，「よくす
る」から「ときどきする」という回答だった．項目別で
は，「育児の話をする」，「出産の話をする」が各々3.3，
「夫がお腹を触る」3.4であった．夫の平均値3.5であり，
「よくする」から「ときどきする」という回答だった．項
目別では，「育児の話をする」，「出産の話をする」が各々
3.4，「妻のお腹を触る」3.5であった．
会話時間は，配偶者との１日あたりの平均会話時間で
あり，妻は「１時間未満」27名(13.4％)，「１時間以上」
175名(86.6％)，夫は「１時間未満」23名(14.8％)，「１
時間以上」132名(85.2％)であった．
５)夫婦間の情緒的関係に影響を与える要因に関する多
変量解析(表５)
⑴ 妻の夫婦間の情緒的関係に影響を与える要因
情緒的関係に独立して影響する要因を検討するため，
年齢，夫の年収，妻の仕事の有無，ソーシャル・サポー
ト，体調の変化や心配の有無を調整して重回帰分析を
行った．分析の結果，「情緒的関係」には，「結婚満足度」，
「出産育児の会話」，「自尊感情」，「会話時間」，「妊娠前の
結婚」が独立して影響していた．
⑵ 夫の夫婦間の情緒的関係に影響を与える要因
妻と同様に，夫の「情緒的関係」に影響する要因を検
討した結果，「結婚満足度」，「出産育児の会話」，「妊娠前
の結婚の有無」，「ソーシャル・サポート」が独立して影
響していた．
４．考察
本調査は妊娠期の夫婦の情緒的関係への支援を検討す
るために，情緒的関係に影響する要因を明らかにするこ
とを目的に調査を行った．その結果，妊娠末期の妻と夫
が受け止めている情緒的関係の特徴は，「配偶者から受け
ている情緒的支援」は，妻と夫に有意差はなく，「配偶者
への情緒的支援」は，妻が夫より低いことであった．さ
らに，妻と夫の情緒的関係に影響する要因を検討した結
果，妻の情緒的関係には，「結婚満足度」，「出産育児の会
話」，「結婚前の妊娠」，「自尊感情」，「会話時間」が影響
しており，一方，夫には「結婚満足度」，「出産育児の会
話」，「妊娠前の結婚」，「ソーシャル・サポート」が影響
していた．妻と夫では，情緒的関係に影響する要因が異
なっており，この違いは，ライフステージが進むにつれ
て妻と夫の情緒的関係のズレに影響することが推察さ
れ，夫婦の情緒的関係にギャップがない妊娠期から夫婦
の情緒的関係を維持・促進するための支援が重要である
と考える．
本調査において妻と夫に共通している要因は，「結婚満
足度」，「妊娠前の結婚」，「出産育児の会話」であった．
「結婚満足度」は，妻と夫ともに情緒的関係に最も強い影
響があった．しかし，妻と夫では結婚満足度に有意差が
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表4 情緒的関係 結婚満足度 出産育児の会話 会話時間
妻(n＝202) 夫(n＝155)
平均値±SD 平均値±SD p?
情緒的関係 3.4±0.5 3.5±0.5 0.034
配偶者からの
情緒的支援
3.4±0.6 3.5±0.6 ns
配偶者への
情緒的支援
3.3±0.5 3.5±0.5 0.001
結婚満足度 4.5±0.7 4.8±0.5 0.000
出産育児の会話 3.4±07 3.5±0.6 ns
人数(％) 人数(％)
会話時間
１時間未満 27(13.4) 23(14.8)
１時間以上 175(86.6) 132(85.2)
ａ：妻と夫の差(Mann-Whitney検定)
表5 妻と夫の情緒的関係の得点に影響を与える要因に関す
る重回帰分析
標準化偏回帰係数
妻 夫
結婚満足度 0.533??? 0.442???
出産育児の会話 0.215??? 0.221??
結婚前の妊娠(有無) －0.132?? －0.209??
自尊感情 0.139?? 0.006
会話時間１時間以上(有無) 0.147?? 0.064
子どもの希望(有無) －0.072 －0.124
ソーシャル・サポート 0.127 0.147?
調整済みＲ? 0.551 0.436
n 202 155
重回帰分析 ＊ p＜0.05 ＊＊ p＜0.01 ＊＊＊ p＜0.001
以上は，年齢，夫の年収，妻の仕事の有無，体調の変化や心配を考
慮した結果である．
あり，妻が夫に比べて低いという結果であった．これは
ライフステージのどの時期においても同様の結果があ
り，妻のが夫よりも結婚満足度が低い???．先行研究では，
情緒的関係が結婚満足度に影響する要因であると報告さ
れている???．このことから，情緒的関係と結婚満足度は循
環的な関係にあるといえ，妊娠期においても妻の結婚満
足度が低いことは，今後の情緒的関係を低下させる要因
にもなると考える．つまり，妊娠期において夫婦の情緒
的関係に援助の視点をもつことは，結婚生活全体におい
ても効果的な影響を及ぼすことが推察される．
結婚前の妊娠は，妻と夫ともに情緒的関係にネガティ
ブな影響があった．結婚前の妊娠は，妊娠と結婚という
ライフイベントが同時に起こることから心理社会的なス
トレス要因になり，母性不安を引き起こしそれが胎児感
情と関連する???ことが報告されている．特に25歳未満
の母親では子どもへの接近感情が低いこと，結婚後の妊
娠に比べて妊娠中から夫への愛情が低い傾向がある???．
しかし，夫婦間でサポート関係が築かれ，家族からのサ
ポートもある場合には，家族になる意識が高まり，それ
に伴って家族づくりがはじまり生活を軌道に乗せていく
ことにつながる???ことから，結婚前に妊娠した夫婦に
とって家族を形成するうえで，妊娠期に夫婦の関係性を
築くことが重要であることが示唆された．
前述したように，情緒的関係に関する先行研究では，
夫婦間には支援のギャップがあり，それが妻の結婚満足
度やストレスに影響することが指摘されている??．その
ギャップは，ライフステージを通して，一貫して妻が夫
から受けている情緒的支援が，夫が妻から受けている情
緒的支援より高いということである．しかし，本調査の
結果は，妻と夫各々の「配偶者からの情緒的支援」の得
点は高く，妻と夫の差はなかった．その理由として，夫
婦間で出産育児の会話が交わされていることが影響して
いると考える．本調査の結果，出産育児の会話は，妻と
夫に共通して情緒的関係に影響する要因であった．妊娠
によって夫婦は親になるという共通の目標を持ち，それ
によって夫婦間のコミュニケーションが促進されること
で夫婦間の情緒的関係にギャップが生じていないものと
考える．つまり，妊娠は夫婦に共通の目標をもたらし，
夫婦の情緒的関係を築く重要な機会であると言える．
一方，育児期では妻は夫からの情緒的支援に対する不
満があり???，妻への精神的な支援において，夫は妻に十分
な援助を行なっていると自己評価しているが，妻の期待
する程度と不一致があることが報告されている???．妊娠
期と育児期の情緒的関係に対する受け止めの違いは，妻
と夫でコミュニケーションのもつ意味が異なることが要
因として考えられる．今回の調査では会話時間が妻のみ
情緒的関係に影響があった．筆者の先行研究では，夫の
会話の特徴は，妻に比べて自分の気持ちや妻への気持ち
を伝えることが少なく，意見の不一致時の対処では「衝
突を避けようとする」，「相手の要求に従う」という行動
を妻よりも多くとっていた???．ライフステージの他の時
期の研究においても同様の結果があり，会話時間の少な
さや夫のコミュニケーションのとりかたが，妻の情緒的
関係に対する受けとめや結婚満足度に影響してい
た?????．本調査では会話時間は，ライフステージの他の時
期に比べて長いことや夫婦が共通の目標を持ち会話が交
わされることで，妻の情緒的関係に対する受け止めは良
好であったと推察する．一方，育児期は，会話時間が妊
娠期に比べて少ないこと?????，育児という役割が増える
ことで夫婦間の役割分担の再調整が必要となり，夫婦間
の意見の不一致が起こりやすく，それが夫婦の満足感に
影響する??といわれている．しかし，夫婦で調整がうまく
いく場合は，満足感は影響されず，夫婦間のコンセンサ
スは高まることが報告されている???．つまり妊娠期から
の夫婦のコミュニケーションに視点をおいた支援を行う
ことで夫婦間のコミュニケーションのギャップをうめる
ことが可能になり，育児期の情緒的関係の満足につなが
ることが示唆される．
会話時間の他に妻と夫で異なっていた要因は，自尊感
情とソーシャル・サポートであった．自尊感情の得点は
夫と妻で有意差はない．しかし，妻にのみ情緒的関係に
影響を及ぼしていた．先行研究より，夫の自尊感情には
仕事が影響すると報告されており???，夫の自尊感情は夫
婦関係に直接関連しないことが推察された．一方，妻は
他者とつながりのうえに自己を作り上げていくといわれ
ていることから，最も身近な夫との関係が自尊感情に影
響を及ぼすと考える．また，自尊感情は，自己や他者に
対する受容的な態度の基盤であり???，一方の自己評価が
高くなることによって，パートナーの自己評価も高まり，
循環的にコミュニケーションが高まるといわれているこ
とから???，妻だけではなく，夫の自尊感情は夫婦間の情緒
的関係を深めるうえで重要であると考える．
また，ソーシャル・サポートは，妻より夫が有意に低
かった．一般に男性は女性に比べてソーシャル・サポー
トが少なく，サポートを妻に依存していることが報告さ
れている???．本調査からも妊娠期において同様の状態が
あることがわかる．さらに，先行研究では，妻と夫共に
会話時間が疎外感を低減すること，情緒的支援は夫にの
み疎外感を低減すること???が報告されている．つまり，
妻からの情緒的支援は夫の精神的健康を保持するうえで
重要であり，妊娠期において既にソーシャル・サポート
が少ないことを考えると夫にとってもこの時期に妻との
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情緒的関係を築くことの意義が確認された．
以上より，夫婦間の情緒的関係に影響がある要因は，
妻と夫で違いがみられた．この違いはその後の育児期を
はじめとしたライフステージの夫婦関係に影響していく
ことが推察された．家族形成の初期の段階である妊娠期
の夫婦の情緒的関係を促進するためには，出産や育児に
向けて夫婦でコミュニケーションをとることが重要であ
り，これが夫婦の情緒的関係を促進し，その後の夫婦の
情緒的関係のギャップを埋めることにもつながることが
示唆された．特に結婚前に妊娠した夫婦は，情緒的関係
を築く上でリスク要因として捉え，支援することが重要
である．
今後は，夫婦間のコミュニケーションを維持・促進す
るための支援プログラムを開発することを課題とする．
５．結論
本調査では，妊娠末期にある妻202名，夫155名に対
し，無記名自記式質問紙調査を行い，妻と夫の情緒的関
係に影響する要因を検討した．その結果，以下のことが
確認された．
① 妻の情緒的関係には，結婚満足度(β＝0.553)，出産
育児の会話(β＝0.215)，自尊感情(β＝0.139)，会話
時間(β＝0.147)，結婚前の妊娠(β＝0.132)が影響し
ていた．
② 夫には結婚満足度(β＝0.422)，出産育児の会話(β＝
0.221)結婚前の妊娠(β＝0.209)，ソーシャル・サ
ポート(β＝0.147)が影響していた．
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体験前後の連想語から見る子どもの学び
―動物園の飼育体験で伝わること―
町 田 佳世子?? 河 村 奈美子??
??札幌市立大学大学院デザイン研究科，??大分大学医学部看護学科
抄録：自然系博物館としての動物園は，来園者に生きた動物との出会いを提供し，動物に対する理解を深
めることに加え，種の保存や環境教育という現代の重要な課題を担っている．そしてその目的実現のため
に，様々な来園者参加型のプログラムを行っている．その取り組みの１つである飼育体験で，参加する子
ども達にどのような学びが生じているかを，連想法を用いて明らかにすることを試みた．飼育体験実施前
と実施後にアンケート調査を実施し，その中で「動物園にいる動物」という言葉から思い浮かぶ言葉を聞
いた．回収された96件の有効回答には，体験前420語，体験後385語が記載されていた．これらの反応語
を５つのカテゴリーに分類して，体験前後の言葉の変化を数と内容面から分析した．その結果，３時間に
およぶ飼育体験をとおして，動物種の多様性や動物の本性的な行動への気づき，飼育という概念の深まり
が生じていることが見いだせた．一方で飼育体験を通しても動物に対するイメージ変化や生息地環境への
意識の広がりなどは見られなかった．これらの学びの特徴から，飼育体験は，動物園の重要な役割である，
動物への理解を深めること，そして野生動物を飼育するとはどのようなことかを伝えることに有効なプロ
グラムであると考えた．
キーワード：飼育体験，子ども，学び，効果検証，連想法
Exploring Children’s Learning from“Keeper for a Day”Experience in Zoo:
Using a Free Association Method
Kayoko Machida??,Namiko Kawamura??
??GraduateSchoolofDesign,Sapporo CityUniversity
??FacultyofMedicineSchoolofNursing,Oita University
Abstract:Zoos have shifted from being a repository of wild animals to a center for dealing with
important globalissuessuchasspeciespreservation,conservationofbiologicaldiversity,habitat and
globalenvironment education. Theyhaveseen themselvesashaving aneducationalroleinorderto
be engaged in these missions and have developed various learn-by-experience type of programs.
Among these is a “Keeper for a Day”program,which provides kids with three-hour-experience of
taking careofzooanimalswithprofessionalkeepers. Thisstudyinvestigateseffectsofthisprogram
on theparticipants using a freeassociationmethod. A questionnairewas given to theparticipants
beforeand after theprogram. Theywereasked towritedownanywords that cametomindwhen
theyheard theword “animals in the zoo.” Altogether 805words (420before the program and 385
aftertheprogram)werecollectedfrom96participantsandclassifiedintofivecategories. Thewords
were analyzed in terms of difference of the number and contents between pre-experience and
post-experience. Theresult shows that participants extended their knowledgeofanimal diversity,
cameto beawareofanimalnatureand deepened theunderstanding ofkeeping animals.
Keywords:Keeper-for-a-Dayprogram,Children,Learning,Effectevaluation,Freeassociationmethod
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１．研究の背景と目的
今，地球上では，野生動物の生息地環境や地球環境の
変化により，多くの生物が絶滅の危機にある．そのよう
な状況において，種の保存，生物学的多様性の維持，環
境教育という重要な課題に取り組む拠点としての動物園
の役割は，益々高まっていると言えよう．公益社団法人
日本動物園水族館協会は，動物園・水族館を「いのちの
博物館」と位置づけ，その役割として，種の保存，教育・
環境教育，調査・研究，レクリエーションの４つを掲げ
ている???．また，ある動物園担当者は，動物園が「野生
動物を飼育してまでやりたい，伝えたいこと」として，
「動物たちを身近に感じてもらい，その動物を取り巻く環
境，そして問題を自分に関係あることと考え，自分にで
きることからその地域の問題解決につながる行動をとっ
てもらいたい」??と述べている．
しかし，ただ動物園に来て動物を見たからといって，
誰もが自然にそのような意識にめざめるわけではない．
そのため動物園は動物展示に様々な工夫をこらすととも
に，来園者参加型のプログラムやイベントを行い，その
中で飼育担当者，獣医師，動物園スタッフが解説を行っ
たり，舞台裏を案内したり，来園者が直に動物とふれあ
う体験を提供する．それにより，動物園が伝えたいメッ
セージがどの程度来園者に伝わったのかの評価も必要で
あり，その試みも徐々に行われている．しかし評価方法
の多くが，体験後に感想を記述するアンケートによって
行われるため，そこに書かれたことがプログラム参加に
よってもたらされた効果なのか，もともと知っていたり
考えていたことなのかを，必ずしも見極めることができ
ないという問題を抱えている．またこれからは，動物園
が伝えたいメッセージが，どのプログラムにより，最も
効果的に参加者に伝わるかの観点からの評価も必要であ
る．そのことにより，限られた人的・時間的・財政的資
源の中で行うべきプログラムが選択され，それに伴う動
物たちの負担を最小限にしていけるからである．
そこで本研究では，動物園においてもっとも動物との
接触密度の高い参加体験型プログラムである飼育体験を
とりあげ，参加者の，体験前と体験後の動物や動物園に
対する認識の変化を調べることを行う．そのことにより，
このプログラムが参加者にどのような学びをもたらすの
か，そして動物園が伝えたいことのうち，何が伝わった
のかを見いだすことを試みる．
２．方法
１)調査対象のプログラム
本研究は，Ｓ市にある動物園の協力を得て，同園で行
われている「１日飼育係り」の参加者を対象に調査を行っ
た．「１日飼育係り」は，飼育担当者とともに半日実際に
飼育の仕事を行う体験プログラムで，子ども(小学校４年
生～６年生)を対象にしたものは年に８回(夏４回と冬４
回)実施されている．夏が各回22名，冬が10～12名を定
員としているが，広報をする前から問い合わせがあり，
多いときは定員の７倍の申し込みがある人気のプログラ
ムである．この飼育体験の目的は大きく２つあり，１つ
は，将来獣医師や飼育担当者になりたいと思っている子
ども達に，それらの職業を知る機会を提供すること??，も
う１つは，これからの環境問題を担う子ども達に，動物
のことを理解し，その生息地環境や地球環境のことを考
えてもらうことである．
「１日飼育係り」を調査対象とした理由は３つある．１
つは，「１日飼育係」が，動物と短時間，間近にふれあう
ことのできる他のプログラムや，動物舎の前で飼育担当
者が動物の解説をする動物ガイドのプログラムと異な
り，３時間という長い時間にわたって，動物園の舞台裏
で飼育担当者の指導のもと，動物飼育の仕事そのものを
体験するという徹底した参加型のプログラムであること
である．３時間の間に，飼育担当者は動物や飼育につい
て様々なことを語り，参加者とやりとりをする．また獣
舎や放飼場の清掃や，包丁を使ってのエサ作りなどの日
常の作業も実際に体験する．言い換えれば，動物との接
触，エサやり，飼育担当者の解説などがすべて盛り込ま
れたプログラムなのである．そこで参加者の中に生じる
学びの特徴がわかれば，他のプログラムでどのような学
びが生じるかを知る手がかりにもなると考えた．２つ目
は，これまでの調査で明らかになった飼育体験の参加者
満足度の高さ??の要因の１つが，体験での学びの質にあ
ると考え，その学びの中身を探求したいと考えたこと，
３つ目は，飼育の素人である参加者に，安全の配慮をし
ながら通常の飼育業務を行わせる，という飼育担当者の
負担の大きさを考えたとき，それに匹敵する効果がどの
ようなものか検証しておく必要があると考えたからであ
る．調査を続けていくことで「１日飼育係り」の学びの
特徴や，学びをもたらす要因を示すことができれば，動
物園における今後の環境教育やいのちの教育，自然科学
教育の内容や方法，効果の評価方法を考える足がかりと
なると考える．
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２)調査方法
本研究では，１日飼育係りの参加者を対象に直接配
付・郵送回収の質問紙調査を行った．動物園を含む博物
館において，来館・来園経験の効果研究については，様々
な調査手法が用いられ，紹介されているが???，本質問紙
調査では，「連想法」??を用いることにした．本調査での連
想法とは，ある刺激語に対して，回答者に自由な記載を
求めるもので，事物のイメージができない状態とイメー
ジできるようになった状態では，連想も変化することを
前提とした方法である．「イメージの変化に対する連想反
応の変化を利用して，概念変化の状態を把握する」こと
ができるとされている??．実際に連想法を用いることで，
学習前後の反応語に量的・質的な違いがあることが報告
されていることから??????，飼育体験においても，体験に
よる認識の変化，概念の広がりや深まりを捉えることが
できるのではないかと考えた．また単語や短いことばで
回答が可能なため，体験前の短い時間と体験後次のプロ
グラムまでの昼食休憩の時間に回答を求めるという時間
的制約や，４年生から６年生までの学年の違いによる文
章作成能力の差異を除外できるという利点がある．
質問紙は，体験前に回答する部分と体験後に回答する
部分からなり，どちらも「動物園にいる動物」を刺激語
として用いた．
３)調査対象者と調査期間
「１日飼育係り」に参加した小学校４年生～６年生の子
どもを対象とした．参加者は，事前に応募した人たちの
中から動物園が決定し通知する．１度参加した人は応募
することができないため，全員が初めての参加となる．
質問紙による調査は，2011年冬期～2013年夏期で合計
12回の「１日飼育係り」で実施した???．
４)実施方法
１日飼育係りの当日，動物園担当者のオリエンテー
ション終了後にアンケート用紙，返信用封筒，保護者あ
ての協力依頼の書面(研究の目的，方法，倫理的配慮と個
人情報保護を記載)，同意書，同意書を入れる封筒をセッ
トにして，参加者全員に配布した．調査の目的と５)で述
べる倫理的配慮の説明を口頭で行ない，アンケートの体
験前に回答するページへの回答を依頼した．その後アン
ケート用紙は各自が保管し，体験を終えて戻ってきたと
きに体験後のページを回答すること，アンケート用紙を
含めた配布物はすべて持ち帰り，保護者に渡すことを依
頼した．
５)倫理的配慮
アンケート用紙，返信用封筒，保護者あての協力依頼
の書面(研究の目的，方法，倫理的配慮と個人情報保護を
記載)，同意書，同意書を入れる封筒を配布後，調査の目
的の説明を口頭で行なった．引き続き，回答は自由であ
り，回答しなくても体験には全く影響のないこと，回答
は無記名であること，回答したくない質問には回答する
必要がないことを口頭で説明した．また同様の内容をア
ンケート用紙表紙にも記載した．アンケート用紙の漢字
にはすべてふりがなをふり，学年にかかわらず読めるよ
うにした．回答後はアンケート用紙，返信用封筒，保護
者あての協力依頼の書面，同意書，同意書を入れる封筒
すべてを持ち帰り，協力の判断は保護者が行うようにし
た．協力してもよいと判断した場合は，アンケート用紙
を同意書とともに返信用封筒で返送するよう，協力依頼
の書面に記載した．以上の説明をした後は退室し，回答
が強要されないようにした．飼育体験を終了して部屋に
戻ってきた際に再度回答を依頼することはしなかった．
本調査は研究者の所属大学の倫理委員会の承認を得て実
施した(通知No.1007-02，No.1201-1)．
６)分析方法
「動物園にいる動物」を刺激語として連想した言葉(以
下，反応語と呼ぶ)について，反応語の数を，体験前と体
験後別にカウントした．次に反応語の種類をカウントし
た．さらに体験前と体験後別に，個々の反応語種につい
て，反応語数全体に対する出現頻度の比率を計算した．
この比率を対総反応語想起率と呼ぶことにした．計算式
は個々の反応語種÷総反応語数(体験前と体験後で総反
応語数は異なる)×100である．同様に個々の反応語種に
ついて，回答者全体に対する出現頻度の比率を計算した．
この比率を対総回答者想起率と呼ぶことにした．計算式
は，体験前，体験後ともに，個々の反応語種を記述した
人数÷総回答者数×100で計算した．
反応語の分類は，「一般帰納アプローチ」???を用いて
行った．一般帰納アプローチは「生のデータを繰り返し
読み解釈することで，概念やテーマを見いだしていく」
方法で，「プログラムの計画された効果だけでなく，実際
に生じた効果を記述しよう」とする際に用いられる方法
と言われている???．本研究の目的が，体験を通して子ども
たちが何を感じ，何を学んだかを，子どもたちの素朴な
言葉から見いだすこと，そしてその学びの中身によって
飼育体験の効果を評価することであるので，適した分析
方法と考えた．
反応語すべてを研究者Ａが読み，暫定カテゴリーを付
与した．この作業を複数回繰り返し，カテゴリーの追加・
体験前後の連想語から見る子どもの学び
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削除・統合を行った．最終的に得られたカテゴリー(サブ
カテゴリーを含む)を用いて，研究者Ｂがすべての反応語
を独自に分類した．研究者間で分類が一致しない場合は，
両者で検討し，カテゴリー・サブカテゴリーの再構成，
反応語の再分類をおこなった．
３．結果
１)アンケートの回収
配布数189枚に対して同意書と共に返送されてきたの
は98件で，回収率は51.9％であった．そのうち１ページ
目が欠落していた回答と体験後の回答のない２件除いた
96件を有効回答とし，分析の対象とした．
２)反応語数
「動物園にいる動物」を刺激語とした反応語は，体験前
と体験後を合わせると811語であった???．そのうち意味
不明の６語を削除し，805語を分析の対象とした．805語
のうち，体験前の反応語が420語，体験後が385語であっ
た．類似した内容を表現していると思われる反応語は同
一の反応語とみなしてまとめた．たとえば，「いっぱいい
る」と「たくさんいる」という反応語は，どちらも「た
くさんいる」という反応語と同一であるとみなした．「種
類が豊富」は，「いろいろな種類がいる」という反応語と
同一とし，「芸をする動物たち」は「芸」という反応語と
同一，「ちょっと凶暴」は「凶暴」と同一の反応語とした．
また，「赤ちゃん」「赤ちゃんワニ」「子ども」「動物の赤
ちゃん」も同じ内容と考え，「動物の赤ちゃん」とするこ
とにした．「大変」「世話が大変」「仕事が大変」は「仕事
が大変」という反応語と同一とみなした．その結果，反
応語の種類は，体験前が121種類，体験後が151種類で
あった．
体験前の１人あたりの反応語数はゼロから21語，反応
語が２語記載されているケースが最も多く，１人あたり
の平均反応語数は4.38語であった．反応語数１語から４
語までのケースが全体の63.5％を占めた．体験後の１人
あたりの反応語数はゼロから24語，反応語２語の回答が
最も多く，１～４語が全体の59.3％を占めた．１人あた
りの平均反応語数は4.01語であった．前後の反応語数に
ついて有意差は認められなかった(Wilcoxsonの符号付
き順位検定)．回答者別に前後の反応語数を比較すると，
体験後の反応語数が体験前の反応語数より少ない回答が
36，体験後の反応語数が体験前の反応語数より多い回答
が34，体験後の反応語数と体験前の反応語数が同数の回
答が26であった．
対総回答者想起率が５％以上の反応語は，体験前が20
語，体験後が22語であった(表１～２)．その他の反応語
のほとんどが対総回答者想起率１％～２％，すなわち96
名の回答者につき１名もしくは２名が想起しているもの
であった．
表1 体験前の対総反応語想起率と対総回答者想起率
体験前の反応語 反応語数
反応語の総
数に対する
想起率
総回答者数
に対する想
起率
ライオン 38 9.0 39.6
ゾウ 27 6.4 28.1
きりん 26 6.2 27.1
サル 24 5.7 25.0
白クマ 20 4.8 20.8
クマ 17 4.0 17.7
かわいい 16 3.8 16.7
トラ 13 3.1 13.5
ペンギン 12 2.9 12.5
おおかみ 10 2.4 10.4
カバ 10 2.4 10.4
レッサーパンダ 9 2.1 9.4
シマウマ 8 1.9 8.3
アザラシ 6 1.4 6.3
カンガルー 6 1.4 6.3
シカ 6 1.4 6.3
チンパンジー 6 1.4 6.3
パンダ 6 1.4 6.3
楽しい 5 1.2 5.2
鳥 5 1.2 5.2
表2 体験後の対総反応語想起率と対総回答者想起率
体験後の反応語 反応語数
反応語の総
数に対する
想起率
総回答者数
に対する想
起率
ライオン 22 5.7 22.9
きりん 21 5.5 21.9
サル 21 5.5 21.9
カバ 11 2.9 11.5
かわいい 11 2.9 11.5
おおかみ 10 2.6 10.4
クマ 10 2.6 10.4
ゾウ 10 2.6 10.4
レッサーパンダ 10 2.6 10.4
カンガルー 9 2.3 9.4
白クマ 9 2.3 9.4
トラ 8 2.1 8.3
仕事が大変 7 1.8 7.3
タカ 6 1.6 6.3
鳥 6 1.6 6.3
ヒョウ 6 1.6 6.3
ふくろう 6 1.6 6.3
ウマ 5 1.3 5.2
ダチョウ 5 1.3 5.2
楽しい 5 1.3 5.2
ヘビ 5 1.3 5.2
ワニ 5 1.3 5.2
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体験前の，対総回答者想起率が５％以上の反応語は，
「かわいい」と「楽しい」以外は，すべて動物の名前であっ
た．体験後には，動物名と「かわいい」「楽しい」以外に
「仕事が大変」が新たに５％以上想起されていた．
体験前は反応語「ライオン」の想起率が一番高く，約
40％の子どもがライオンを思い浮かべている．また28％
の子どもがゾウ，27％の子どもがキリン，25％の子ども
がサル，20.8％の子どもが白クマを想起している．これ
らはいずれも動物園の代表格といってよい動物である．
体験前後の変化を見ると，多くの動物の対総回答者想
起率は体験後には減少し，特にゾウは体験前が28.1％な
のに対し体験後は10.4％に，トラは13.5％が8.3％に，
クマが17.7％から10.4％に減少していた．さらに白クマ
は20.8％から9.4％，ペンギンは12.5％から2.1％に激
減した．最も想起率の高かったライオンは体験後もトッ
プではあるが，割合は22.9％に降下していた(図１)．
３)反応語の分類
一般帰納アプローチを用いて分析した結果，最終的に
【動物を見る視点】，【動物園を見る視点】，【飼育という仕
事を見る視点】，【来園者として視点】，【動物名】の５つ
のカテゴリーを抽出した．【来園者としての視点】とは，
動物と自分との関わりを表現しながらも，あくまで動物
園に来て動物を見る自分と，その対象としての動物とい
う視点を表している．
【動物を見る視点】のカテゴリーはさらに〔動物に対す
る肯定的イメージ〕，〔動物に対する否定的イメージ〕，〔動
物行動の具体的記述〕，〔動物に対する理解〕，〔動物に関
する一般的知識〕の５つのサブカテゴリー，【動物園を見
る視点】のカテゴリーには〔動物園の役割〕と〔飼育環
境・動物園環境〕の２つのサブカテゴリーを設定した(表
３)．以下カテゴリー名は【 】，サブカテゴリー名は〔 〕
を用いて表記する．
各カテゴリーとサブカテゴリーに分類した反応語の数
と，反応語総数に対する想起率は表４～表５のとおりで
ある．また体験前後でのサブカテゴリー別対総反応語想
起率を比較したものが図２である．
以下，カテゴリー毎に体験前後の反応語の変化を見て
いく．【動物名】のカテゴリーでは，総反応語数に対する
反応語の想起率は体験前が74％， 体験後が71.7％で大
きな変化はなかった．しかし，反応語の種類数は，体験
前が57種類だったが，体験後は78種類と増加した．体
験後には，体験前には出現しなかった「アヒル」，「ガチョ
ウ」，「ニワトリ」などの家禽や，「コオロギ」，「ザリガニ」，
「トカゲ」，「モルモット」など身の回りにいる動物，そし
43SCU Journal ofDesign & Nursing Vol.8,No.1,2014
体験前後の連想語から見る子どもの学び
図1 体験前と体験後の対総回答者想起率の比較(単位％)
表3 カテゴリーと反応語
カテゴリー サブカテゴリー 反応語
動物に対する肯定的イメージ かわいい，元気，自然そのまま，かっこいい，のんびり，迫力がある
動物に対する否定的イメージ 凶暴，こわい，くさい
動物を見る
視点 動物行動の具体的な記述 寝ている，えさをたくさん食べる，水をかけてくる
動物に対する理解 見た目はかわいいけれど怖い動物もいる，動物園の中でも動物同士つながっている
動物に関する一般的知識 生き物，いろいろな種類がいる，世話をされている，骨格標本，爬虫類
動物園の役割 はんしょく(記載のまま)，動物病院動物園を見る
視点 飼育環境・動物園環境 おりの中
飼育という
仕事を見る視点 飼育という仕事 仕事がたいへん，エサ作り，大切にされている
来園者としての
視点 来園者としての視点
いやしてくれる，ふれあえる
動物園に行かないと会えない
動物名 動物名 ライオン，ゾウ，キリン
て「サーバルキャット」，「サファリキャット」，「マンド
リル」など珍しく一般にはあまり知られていない動物名
が想起されていた．「トラ」と「クマ」については，この
言葉での想起率は体験後に減少しているが，それに代
わって「アムールトラ」「ベンガルトラ」「ヒマラヤグマ」
「マレーグマ」「エゾヒグマ」という個別種の動物名が出
現している．
【動物名】以外に体験前と体験後の反応語数や内容に違
いが見られたカテゴリーは，【飼育という仕事を見る視
点】である．体験前の反応語数の合計は９語，対総反応
語想起率は2.1％だったのに対し，体験後は28語，対総
反応語想起率は7.3％となった．反応語数が増えること
は，今回の体験が飼育体験であったことを鑑みれば当然
のことかもしれないが，反応語の内容にも違いがあった．
体験前の反応語で飼育に関するものは，「エサ」「エサや
り」「飼育」「飼育係」「育てる」の５種類だけである．体
験後もこれらの反応語は出現するが，数的な増加をもた
らしたのは「エサ作り」「キャベツ」「パン」「リンゴ」な
どの具体的な言葉の出現である．「飼育」や「飼育員」に
関する言葉も，体験後は「掃除」「エサをカットする」「体
調管理」と具体的な仕事内容や，それらの仕事を「仕事
が大変」「苦労してがんばる」「大切に育てられている」
と形容する語が出現し，飼育員の仕事に対する気構えや
動物に対する態度も記載される．
【来園者としての視点】のカテゴリーは，体験前は「い
やしてくれる」「心がなごむ」「動物園に行かないと会え
ない」「世話をしたい」「ふれあえる」の５種類６語が出
現していたが，体験後は，このカテゴリーでの反応語は
ゼロとなる．
【動物を見る視点】では，体験前はサブカテゴリ 〔ー動
物に関する一般的知識〕に，「生き物」「骨格標本」「いろ
いろな種類がいる」「世話をされている」など21語が出
現するが，体験後は11語に減り，その代わりに，体験前
は反応語数ゼロであったサブカテゴリー〔動物に対する
理解〕に「見た目はかわいいけれど怖い動物もいる」「動
物の命をかりてフクロウやタカは生きている」「動物園の
中でも動物同士つながっている」などが出現する．
体験前と体験後の反応語に数的変化はなくても，質的
変化が見られる場合もある．【動物を見る視点】のサブカ
テゴリー〔動物行動の具体的記述〕では，体験前は「寝
ている」「水のなかに入っているカバ」「けんかをしたり
エサを食べている」「えさをたくさん食べる」が想起され
るが，体験後になるとこれらの反応語は消え，「襲いか
かってきた鳥」「水をかけてくる」「すごく犬くさい」な
どが想起されている．
【動物園を見る視点】のカテゴリーでは，体験前・体験
後ともに「はんしょく」という反応語があるが，体験前
は，繁殖に関連した他の反応語は「子どもを生む」「動物
表4 カテゴリー別反応語の数と想起率
動物を見る
視点
動物園を
見る視点
飼育という
仕事を見る視点
来園者としての
視点 動物名 その他 合計
反応語数 73 20 9 6 311 1 420
体験前
想起率 17.4 4.8 2.1 1.4 74.0 0.2 100.0
反応語数 65 15 28 0 276 1 385
体験後
想起率 16.9 3.9 7.3 0.0 71.7 0.3 100.0
表5 サブカテゴリー別 反応語の数と想起率
カテゴリー 動物を見る視点 動物園を見る視点 飼育という仕事を見る視点
来園者としての
視点 動物名
サブカテゴリー 動物の肯定的イメージ
動物の否定
的イメージ
動物行動の
具体的記述
動物に
対する理解
動物に関する
一般的知識 動物園の役割
飼育環境・
動物園環境
飼育という
仕事
来園者としての
視点 動物名 その他 合計
反応語数 35 8 9 0 21 10 10 9 6 311 1 420
体験前
想起率 8.3 1.9 2.1 0.0 5.0 2.4 2.4 2.1 1.4 74.0 0.2
反応語数 31 7 11 5 11 12 3 28 0 276 1 385
体験後
想起率 8.1 1.8 2.9 1.3 2.9 3.1 0.8 7.3 0 71.7 0.3
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図2 体験前と体験後のサブカテゴリー別対総反応語想起率
の比較(単位％)
の赤ちゃん」にとどまっている．体験後は「動物の赤ちゃ
ん」という反応語はなくなり，その代わりに「外国から
動物を連れてくる」「他の動物園に移動する」が記述され
ている．また体験後は「動物病院」や「うらにも動物が
いて死ぬまで飼っている」が出現している．
４．考察
【動物名】のカテゴリーは，対総反応語数想起率が体験
前と体験後でほとんど変化がないにも関わらず，反応語
の種類は体験後に増加し，内容的にも違いが見られた．
体験前は，反応語の対総回答者想起率がライオンやゾウ
など典型的な動物園の動物に集中していたが，それらは
体験後には大幅に減り，日常生活でも接する動物から，
珍しく一般にはあまり知られていない動物名まで幅広い
種類が出現していた．また単に「クマ」や「トラ」では
なく，個別の種の名前が挙がっていた．これらのことは，
飼育体験を通して，多様な生物の存在，言い換えればニ
ワトリもコオロギもライオンもキリンもすべてがこの世
界に生きる動物であることの気づきを反映しているので
はないかと考える．
カテゴリー【飼育という仕事を見る視点】の反応語の
変化からは，飼育という概念の深まりが見いだせると考
える．子どもたちは，体験前は「エサ」「エサやり」「飼
育」「飼育係」「育てる」の５種類しか想起していない．
この段階では，これらの言葉を，まだ「生活の中で自然
と身につけていく概念」???として持っているだけで，「飼
育」や「エサやり」で表されるものが何かは知ってはい
ても，それを別の言葉で説明する，つまり定義すること
はできない段階と考える???．しかし，体験後に「飼育」と
体系をなす特殊的な概念，たとえば「エサをカットする」
「掃除」「体調管理」「大変」などが出現したということは，
「飼育」という概念を「他の概念によって媒介されたも
の」???として捉え，説明できるようになり始めたと言え
るのではないだろうか．
動物に関しては，動物の行動面において，体験前は「寝
ている」など来園者がよく見かける動物の状態が想起さ
れていたのに対して，体験後はそのような反応語は姿を
消し，そのかわりに「水をかけてくる」のように動物本
来の行動や生態を表す表現が現れている．このような反
応語の変化は，動物の表面的な姿から本来的な姿への気
づきを反映していると考える．また動物の知識という点
でも，体験前は，「生き物」など，これまでの経験や学習
により得た知識の範囲を超えない内容にとどまっていた
が，体験後には，「動物の命をかりてフクロウやタカは生
きている」「動物園の中でも動物同士つながっている」の
ように，動物同士の相互依存の関係にも言及するように
なっている．これらも体験を通しての学びの一側面と考
えた．
動物園についても，体験前にはなく，体験後に生起し
た「うらにも動物がいて死ぬまで飼っている」「動物病院」
などの反応語から，命の大切さやつながり，動物園が動
物を育てるだけでなく，その命を看取る役割も担うとこ
ろという認識が生まれていることが推測できる．
一方で，反応語数もその内容もほとんど変化が見られ
ないのは，動物に対する肯定的・否定的イメージである．
このことは，飼育体験は参加者のこのようなイメージ形
成に影響しない，いいかえれば飼育体験が動物イメージ
の再構築を実現する体験ではないことを示唆している．
また繁殖に関する具体的方法は体験後いくつか生起して
いるが，それらはあくまで方法の知識の拡大であり，繁
殖や種の保存の根本に関わる概念の深まりとはいえな
い．動物園が担う役割の一つである環境教育や動物の生
息地環境問題については，体験前にも体験後にも関連す
る反応語は出現しなかった．それぞれの動物のイメージ
構築，種の保存，そして生息地環境問題の認知と理解を
プログラムの目的とするならば，飼育体験とは別の方法
が必要になるのかもしれない．
５．まとめ
飼育体験前と体験後に，「動物園にいる動物」という刺
激語に対して連想する言葉の数と内容の比較を行い，体
験前後での参加者の認識の変化をとらえることを試み
た．体験前後での動物名の数的，質的変化から，動物の
種の多様性という学びが生じたのではないかと考えた．
また体験前は，言葉として知っているが自覚してはいな
いと思われる「飼育」や「飼育員」について，体験後に
は，それらと関連し体系をなす別の言葉が想起されてい
たことから，これらの概念がより豊かになったのではな
いかと考えた．それ以外にも動物園の役割である命を守
り，看取ることや，動物の生態についても学びが生じて
いることも見いだせた．これらのことから，飼育体験は，
動物園が果たすべき重要な役割である，動物への理解を
深めること，そして動物を飼育するとはどういうことか
を伝えるという点で，有効なプログラムであると考えた．
一方で種の保存にとって重要な繁殖や，動物の生息地
環境問題についての理解の深まりは見いだせなかった．
しかし動物の多様性や動物の本性，動物同士の相互関係
を知ることは，生息地環境や地球環境を考える第一歩と
も言える．この点で，飼育体験の学びが動物環境への理
解や関心に発展していく可能性があると考えた．
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６．今後の課題
本研究では，体験前後の反応語の数と内容の比較とい
う方法で，子どもたちの認識変容の中身を把握しようと
試みた．しかしその変容が，飼育体験中のどのような作
業や会話，飼育担当者の説明によって生じたかについて
は，参加者へのアンケートとは別の方法が必要と考え，
質問項目に含めなかった．学びの要因については，飼育
担当者が飼育体験の中で語った内容の分析を行い，参加
者の体験後の反応語との関連をみることにより，探求が
可能になると考えている．それらの課題に取り組むこと
で，飼育という経験により生じる学びの内容や深さ，そ
してそれを引き起こす要因をさらに明らかにし，そこで
の成果を，動物園が担う教育活動の提案につなげていき
たい．
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注
注１)2011年冬期は新施設のオープンがあったため２回のみ
の実施であった．
注２)反応語は単語１語で書かれる場合(かわいい，ライオン
など)と単語２語以上の組み合わせ(種類が豊富，動物園
に行かないと会えないなど)があるが，どちらの場合も
単位を「語」で表記した．)
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環境教育教材としての芸術の森地区の自然に関する研究
―過去50年間の植生景観の変遷と再森林化に関わる課題―
桑 原 禎 知?? 矢 部 和 夫?? 酒 井 正 幸?? 吉 田 和 夫??
??札幌市立大学デザイン学部非常勤講師，??札幌市立大学デザイン学部
抄録：芸術の森地区の自然を環境教育の教材として活用するための基礎研究として，芸術の森地区の近代
の植生景観の変遷を新旧の空中写真を用いて分析した．1980年代の札幌芸術の森と札幌市立高専(札幌市
立大学の前身)の設置のための用地取得により開発が抑えられ，跡地が在来植生の二次林へと自然遷移して
増加していることが明らかになった．これにより森林性の動物が今後増えることが期待されるとともに大
型哺乳類などとの軋轢が発生することが予想された．また，学生や一般市民の利用が多い施設用地や水辺
空間では，生態系への影響が懸念される外来種が確認され，地域の生物多様性の保全と快適な園地空間の
デザインの両面から今後の芸術の森地区の管理と環境教育への活用を考える必要があると思われる．
キーワード：植生景観，二次林，再森林化，生物多様性，環境教育
Recent Change ofLand Use in Geijutu-no-moriDistrict,Sapporo,
and Some Problems Occurred in Reforestation
and BiodiversityManagement to ApplyEnvironmentalEducation
TomoakiKuwahara??,Kazuo Yabe??,Masayuki Sakai??,Kazuo Yoshida??
??Part-timelecturer,SchoolofDesign,Sapporo CityUniversity,??SchoolofDesign,Sapporo CityUniversity
Abstract:Inordertoutilizewildlifeasmaterialsforenvironmentaleducation,weexaminedtherecent
changeofvegetationlandscapeinGeijutu-no-mori(Geimori)district byanalyzing aerialphotographs.
Until 2006,Geimori district was composed ofmuseums and a tertiarycollege, the precursor of the
SapporoCityUniversity. Bythesiteacquisitionatearly1980s,restrictionsondevelopedopenspaces
distributed in Geimori distinct results in the increase of forest areas. This is because manybare
areas as abandoned crop field and grassland changed to forest by the progress of secondary
vegetationalsuccession. Theincreaseofforestareaisexpectedtomigratemanyforestanimals,but
isconcernalsoabout troubleswithlargemammalbycoming close. Someexoticspeciesareinvaded
around thebuildings ofmuseum and schooland constructedwaterway,and interferenceofthem to
nativeecosystemsarealsoconcerned. Accordingly,whenwetrytoutilizewildlifeforenvironmental
education, we must ensure the compatible design between conservation of local biodiversity and
construction ofcomfortableurban green spaces.
Keywords:Vegetation landscape,Secondary succession,Reforestation,Biodiversity, Environmental
education
１．緒言
近年の社会的な環境意識の高まりとともに，生活空間
や製品・設備デザインにおいて自然環境・資源の利用を
考える際，生物多様性や生態系への配慮が強く意識され
るようになってきている．札幌市は2008年に環境首都・
札幌を宣言し，四季折々の美しい自然と豊かな文化を次
世代へ伝え，地球と札幌のより良い環境を創造すること
を目指している．札幌市立大学芸術の森キャンパス(以下
「本キャンパス」と略記)はその前身である札幌市立高等
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専門学校のキャンパスを継承している．同高専を設計し
た初代校長の清家清氏は「環境との共生」を本キャンパ
スのデザインコンセプトの一つとし，「キャンパスを生き
た教材」と位置づけている．また，本キャンパスに隣接
する札幌芸術の森(以下「芸術の森」)は1991年の同高専
の開学に先立つ1986年に開園した．彫刻などの芸術作品
が林の中に佇むように設置されている野外美術館を特長
として，芸術と自然を同時に楽しみ，学べる空間となっ
ている．本キャンパスと隣接する札幌市芸術の森を含む
地域(以下「芸術の森地区」)は，札幌市の南部に位置し，
四季折々に美しい表情を見せる北国の森に囲まれ，多く
の動植物が生息している．デザインやアートは，身の回
りに美を発見し，それを定着させたり，模倣してみると
ころから発達したという歴史があり，芸術の森地区の自
然環境はデザインを学ぶ学生達にとって貴重な教材にな
ると考えられる．
本研究は芸術の森地区の自然を環境教育の教材として
有効活用するための基礎研究として始められた．芸術の
森地区の自然の成り立ちを過去50年間の植生景観の変
化から整理し，また地区内で観察される動植物の面から
園地と森林の自然要素の違いを考察する．そして，環境
教育の教材という観点から，芸術の森地区の自然環境と
動植物の現状と今後の課題について整理する．
２．研究方法
１)調査地
芸術の森地区は真駒内川の中流域にあり，東縁は真駒
内川の左岸に接している(図１，２)．地形的に河川勾配
が緩くなる場所にあるため，対岸の常盤地区も含めて川
沿いの両岸は古い氾濫原に由来するなだらかな段丘と
なっている．真駒内川両岸の段丘面は恵庭山塊から延び
る尾根に挟まれている．本研究では，芸術の森地区を含
む真駒内川左岸から西側の尾根にかけての南北約700
m，東西約200mを対象範囲とした(図１，２)．芸術の
森地区を含む常盤地区の開拓史に関する常盤開基百年記
念事業実行委員会??の記述を参考に，地区内の中央付近
をほぼ南北に走る旧道を境として，真駒内川側を東区，
尾根側を西区とし，さらに両区を現在の道路などでそれ
ぞれ４分割した計８ゾーンに分けた．おおむね東区(Ｅ
１-Ｅ４)が真駒内川の河岸段丘の平坦地と尾根際の斜面
になり，西区(Ｗ１-Ｗ４)が尾根の沿いの傾斜地となる
(図２)．なお，Ｅ１とＷ１の北部およびＷ１とＷ２の西
部の一部は民有地となっている．
２)植生景観の判別
芸術の森地区の自然環境の現状と過去50年間の植生
変化を捉えるため，新旧の空中写真から植生を判読した
(図３)．判読には国土地理院の空中写真1961，1971，
1976，1985，1989，2008年撮影および LismPhoto2005
を用い，ESRI社のArcGIS10を用いて判読と集計作業
を行った．さらに，撮影年の間隔が15年程度となる
1961，1976，1989，2008年の空中写真から植生と植生景
観区分図を作成した(図３)．なお，植生景観は表１に示
した９分類に区分した．この地区の森林は，伐採のよう
な人為的撹乱の後に，植生の時間変化である植生遷移の
進行によって成立した森林である．溶岩流上のような，
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図1 調査範囲と芸術の森地区の周辺環境
図2 調査範囲とゾーン区分
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生物の全くいない裸地から始まる遷移を一次遷移と呼ぶ
のに対して，この森林のようにそれまであった植生が破
壊された後，種子や地下茎など生物がすでにいる状態の
裸地から始まる遷移を二次遷移と呼び，二次遷移の途中
の森林を二次林と呼ぶ．二次林については成立時期を特
定し，４期に区分した．作成した植生景観区分ポリゴン
を古い年代から順に重ね合わせ，1961年から1976年の
変化，1961年から1989年の変化，および1961年から
2008年の変化を抽出した(図４)．
最終的に４期の植生景観区分ポリゴンを重ね合わせた
約7000個の合成ポリゴンを作成し，植生景観区分別に集
計を行った．これにより，2008年現在で森林と判読され
た林分の中に1961年以降も森林が維持されていた林分
と1961年以降に少なくとも１回は伐採があり，その後再
森林化した林分(二次林1976，-1989，-2008)を判別する
ことが出来た．なお，2012年7-10月にかけて対象地の植
生現況を確認するための現地調査を行った．
３)動物の観察記録
上述の植生景観調査とは別に，筆者らは2006年の本学
開学以降に芸術の森地区で観察した動物の記録を収集し
ていた．これに2012年の植生景観調査中に確認した種を
加えて記録した．
本稿で記録対象となる動物群は，水生生物では大型甲
殻類(エビやカニ)と魚類，陸生動物では両生類，爬虫類，
鳥類，哺乳類とした．水生生物は池や水路内にのみ生息
可能であり，両生類は水辺周辺を生息域とする．一方，
爬虫類，鳥類，哺乳類は移動能力の高い陸生動物である．
また，甲殻類以外は 椎動物である．
３．調査結果
１)植生景観と森林の変遷
芸術の森地区の自然環境の変遷を植生景観区分別に整
理する．
裸地は33.6％(1961)→34.3％(1976)→17.3％(1989)
→3.2％(2008)と減少していた(図５)．裸地は1976年ま
では芸術の森地区全体に分布していたが，1989年まで
に，主に西区(Ｗ)で二次林や草地に変化し，減少した．
1976年までの裸地は農地と放棄農地が主体であり，1989
環境教育教材としての芸術の森地区の自然に関する研究
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図3 芸術の森地区の森林と植生景観の変遷
(国土地理院の空中写真を判別して作成)
年以降の減少は，植生遷移の進行によるササ草原化と人
工林の造成(カラマツ植林)によるものである．さらに
2008年までに東区(Ｅ)の裸地は施設用地(芸術の森と市
立大学)，人工林(景観植栽)と草地(芝生)に置き換わっ
た．
草地は1961～1989年の間20－21％で安定していた
が，2008年に16％に減少した．1961～1989年間の草地の
変遷をみると，草地は1961年に西区(Ｗ)で多く見られた
が，1976年には分布の中心が中央部の旧道に沿って南北
に分布していた．その後1989年には，北部の草地が森林
化して消失し，南部の芸術の森(Ｗ３，Ｗ４)でそれまで
の裸地がササ草原化して増加した．このように草地は
1961～1989年の間面積は一定であったが，分布位置は大
きく変化した．その後，草地は2008年までに植生遷移に
よる再森林化あるいは施設用地化や人工林(景観植栽林)
の増加に伴って激減した．
施設用地は1989年には5.9％であったが，2008年には
16.8％に増加していた．1989年には芸術の森の造成が進
んで施設も作られ始め，2008年までに芸術の森と本キャ
ンパス内の施設と道路の舗装がほぼ完成した．
池を含む水辺は1961～1989年までは0.5％程度で
あったが，2008年に１％に倍増した．1961～1976年頃に
あった水田は，1989年までに消失し，芸術の森の整備に
伴って新たに人工池として造成された．
一方，森林要素では，人工林が1961年に主にＷ１，Ｗ
２とＥ２に計2.2％あったが，1976年までにＥ２とＷ２
で減少し，1.4％となった．その後2008年までに4.8％に
再び増加した．
二次林は1961年に42.8％であったが，その後43.3％
(1976)，54.4％(1989)と増加し続け，2008年には58.0％
に達した．このように，この地域の６割を占め本キャン
パスの重要な景観を構成する森林は二次林であり，近年
になってから形成されたものである．森林の成立時期と
その変遷をみると，最も古い二次林1961は当初30.7ha
あったが，その後は減少を続け2008年には18.7haに
なった(図５)．二次林1976は成立後わずかに減少し，9.5
図5 芸術の森地区の植生景観の変化
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図4 成立年別に分けた芸術の森地区の森林景観とその他の植生区分
2008年に森林と判別された林分が最後に伐採を受けた年を基準に二次林の成立年を評価した．
例えば1961年に裸地だった場所が，1976年以降は伐採されずに森林化した場合は二次林1976．
1976年に森林化し始めた場所が，再度1989年にも伐採されていた場合は二次林2008．
ha(1976)から7.0ha(2008)となった．二次林1989は
11.5ha発生し，2008年に9.2haに減少した．新たに二
次林2008が6.6ha発生した．このように森林の面積は
市立高専が開学した1989年前後から急速に増えている．
植生景観の変化をゾーン別に見てみる．現在は芸術の
森地区の中でも森林の割合の多い本キャンパス北西側の
Ｗ１や野外美術館として利用されているＷ３では，二次
林の面積は1976年頃まで減ったが，その後は2008年に
至るまで一定に維持されていた(図６下)．このＷ１とＷ
３では，1961年以降に新たに成立した森林(二次林1976，
二次林1989，二次林2008)の面積が顕著に増えていた(図
６上)．同様の森林面積の増加は本キャンパスを含むＷ２
やＥ２ゾーンでも見られている．一方，Ｅ１やＥ３では
1961年の時点で森林は畑地や水田として開発されてお
り，開拓農家の家屋も存在し，森林面積は他のゾーンよ
りも小さかった(図６)．1989年前後の芸術の森の開園や
市立高専の開学に伴い，それまで開発が進んでいた畑地
や水田は施設用地や緑化植栽を施した園地あるいは人工
の水辺に変わった．このためＥ１とＥ３ゾーンでは，森
林面積は狭いまま増加していない(図６)．
２)芸術の森地区の動物
2006年以降に芸術の森地区で観察された動物の記録
を一覧にまとめた(付表１)．
陸生動物では，両生類４種，爬虫類４種，鳥類32種，
哺乳類６種が記録された．絶滅が危惧される動物は，両
生類ではエゾサンショウウオ，鳥類ではクマゲラ，ヤマ
セミ，ヨタカ，哺乳類ではエゾクロテンが確認された．
また，両生類と哺乳類では本州から持ち込まれた国内移
入種が各１種，爬虫類では北米産外来種が１種確認され
た．
水生生物では，本キャンパス内の２つの人工池と芸術
の森美術館周りの人工池および野外美術館内の人工池と
水路で採集あるいは観察を行った．甲殻類１種，魚類５
種を確認し，その内魚類の２種は国内移入種であった．
絶滅が危惧される水生動物は確認されなかった．
４．考察
１)芸術の森地区の開拓と植生景観の変遷
本キャンパスを含む芸術の森地区は札幌市南区を流れ
る真駒内川の中流域に位置する．芸術の森地区は芸術の
森の開園と市立高専の開学に伴って市街化区域からはず
れたことから，1992年に近接する常盤地区から分離し
た．常盤地区は，1901年(明治34年)の入植開始以降「土
場」や「御料地」と呼ばれていた??．その後，豊平町字常
盤を経て札幌市へ合併され，1972年の政令指定都市化に
より南区常盤となった．ちなみに，常盤とは常緑樹が多
いということに由来している．
常盤地区(芸術の森地区含む)の先住民族の遺跡調査は
1970年代に行われ，現在の本キャンパスのエントランス
棟(体育館)周辺の発掘では狩猟用に加工された黒曜石が
見つかっており，上流域の常盤小学校付近や常盤神社(及
び旧真駒内スキー場)周辺では石器や土器も発見されて
いる??．このように，真駒内川沿いの常盤地区は古くから
人間によって利用されていたが，定住生活用の住居跡や
集落形成の遺跡は見つかっていない??．これは，芸術の森
地区を含む常盤地区の開発は開拓期以降の近代になって
から進んだことを示唆する．
常盤地区の開発は，明治初期に真駒内川源流域からト
ドマツとエゾマツを札幌に搬出するための土場が川沿い
に設置されたことに始まる??．1900年代には造材が下火
となり，今の芸術の森地区の対岸にあたる常盤１区は農
地として開墾され，大正期には稲作も行われていた．1960
年代に常盤地区における造材は終焉を迎えて農地が広
がった(図3a)．1970年に常盤１区の一部が市街化区域
となり，農地は次第に宅地に転換されていった．一方，
後に芸森地区となる真駒内川左岸の開拓は右岸よりも遅
れたが，1960年代までに現在の芸術の森美術館から本学
グラウンドにかけての河岸段丘上で稲作と畑作が始まっ
ていた(図3a)．
以上のような常盤地区の変遷から次のような植生変化
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図6 ゾーン別の森林面積の変化
が推察される．造材のための森林伐採が終了した1961年
の時点で42.8％まで減少していた古い森林(二次林
1961)の割合は，1970年代の酪農のための開墾により
1976年には30.1％まで減った．その一方で，開拓跡地の
再森林化(二次林1976：13.2％)が始まったため，二次林
の合計面積は43.3％へと微増した(図５)．1980年代には
農業も衰退し，跡地が芸術の森と市立大学(設置時は市立
高専)へと再整備され，森林は1989年の54.4％から2008
年には58.0％に増えて，今に至っている．1989年以降の
森林の増加は，特に西区での開拓放棄地の自然植生によ
る二次林化が進んだことが大きい．このような二次林の
増加は，自然のプロセスである植生遷移の進行により，
もともとの農地が耕作放棄によって草原化し，さらに二
次林化したことによる．さらに，本キャンパスと芸術の
森の造成によって，東ゾーンの園地内に景観植栽が行わ
れたことも人工林を含めた全森林面積の増加(2008年に
は62.8％)に寄与している．本研究を行った2012年の現
地調査で，2008年に草地と評価された場所の一部で二次
林化が進んでいることも確認されており，芸術の森地区
の森林の割合は今後も増えることが予想される．なお，
ゾーンＥ１，Ｗ１，Ｗ２の一部は私有地のため，再び森
林が伐採される可能性が残っている．特に大学院棟裏の
Ｗ２南西部はかつて現状有姿分譲(いわゆる原野商法)で
分譲された土地となっており，今後の動静には注意が必
要である．
２)動物の生息地としての芸術の森地区
動物の分布は，地域の地史的な変遷，気象変動や突発
的な撹乱(洪水，崖崩れ，火山の噴火などの自然現象)，
人間による土地改変の歴史，および外来生物(有用品種を
含む)の人為的な持ち込みの影響を受ける．動物の移動能
力や生活史特性には分類群間や種間で違いがあり，地域
の生態系の中で多くの種が相互に作用を及ぼしあいなが
ら生息数を増減させている．密集して生活する種と単独
生活する種があり，また，急激な環境変化に即応出来る
種と脆弱な種とがある．
本研究では，2006年以降に芸術の森地区で観察した動
物の記録を集めて記載したが，定量的な動物相調査は実
施していない．また，観察の多くは見通しの良い道路上
か施設用地からのものが多く，森林景観と観察数の関係
性を議論できる情報は得られなかった．
両生類では，札幌に在来の３種(エゾサンショウウオ，
エゾアカガエル，ニホンアマガエル)が確認されたことか
ら，３種の繁殖する水辺と成体の生育環境である森林の
２つの生息環境が開拓期以降もかろうじて存続してきた
ことを示している．この３種は特に野外美術館周辺の水
辺で多く観察された．
鳥類は多数の種が確認され，特にキツツキ科のクマゲ
ラ(環-絶滅危惧?類，国の天然記念物)によって大きな穴
が掘られた枯れ木が何箇所も確認されたことは特記すべ
きである．直接的な個体の観察はなかったものの，クマ
ゲラの鳴き声や特徴的な掘り痕が確認された．同じキツ
ツキ科のヤマゲラも観察され，真駒内川上流域の森林と
芸術の森地区の森林が一体であることを窺わせる．また，
真駒内川沿いでは魚食性のカワセミ科のヤマセミ(道-希
少種Ｒ)とカワセミも確認されている．また，夏鳥のヨタ
カも重要な希少種(環-準絶滅危惧種(NT)，道－希少種
(Ｒ))である．芸森地区の鳥類相の特徴としては，森林性
と渓畔林性の鳥類が主要な構成種となっている．
哺乳類では，在来のキタキツネ，エゾタヌキ，エゾク
ロテン，エゾリスといった森林性の種が確認された．芸
術の森園地内では，2005年前後に主著者がエゾモモンガ
を観察していたが，本調査中には痕跡を再確認できな
かった．また，2012年10月に芸術の森内において，ヒグ
マあるいはエゾシカと思われる大型獣の目撃通報があ
り，野外美術館エリアが閉鎖される事件が起こっている．
これを受けて，2013年には大型獣の侵入防止のための電
気牧柵が芸術の森を囲む形で設置されている(図７)．エ
ゾシカは近年札幌周辺で増えて生息地が広がっている，
ヒグマも近年は芸術の森地区よりも真駒内川の下流域に
ある藻南公園や真駒内公園周辺での目撃が稀に発生して
いる．大型獣が実際にどのような経路で下流側の都市部
まで移動しているかは明らかではないが，恵庭岳-漁岳山
塊から真駒内川沿いに伸びる森林の途中にある芸術の森
地区の森林内を通過していてもおかしくない(図１)．開
拓跡地の再森林化が今後も進むと予想されることから，
大型哺乳類を含めた地上歩行性あるいは飛翔性の動物が
往来する緑の回廊(コリドー)としての機能もより高まる
と推察される．
図7 芸術の森の外縁に設置された電気牧柵
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一方，水生動物の在来種は甲殻類のスジエビと魚類の
マドジョウ，トミヨ淡水型およびイトヨ太平洋型だけで
あった．真駒内川本流に多い流水性の魚種??は確認され
なかった．空中写真の判読により，芸術の森地区内の池
や水路は芸術の森および市立高専の設置に伴って人工的
に造成された水域であり，真駒内川から自然遡上するこ
とも構造的に不可能である．また，札幌市内では市街地
に近接する雑木林内の沢筋にニホンザリガニが生息して
いるが，本調査では芸術の森地区内でニホンザリガニを
確認する事が出来なかった．芸術の森地区の森林が1970
年代を底に近年増えているのに対して，水辺では両生類
のような水辺と森林を行き来する動物はかろうじて生き
残ったものの，甲殻類や魚類といった水生動物は壊滅的
な打撃を受けた可能性がある．本研究で観察された在来
の甲殻類や魚類は，水田が作られた1960年代以降に離れ
た水域から持ち込まれた個体に由来する可能性がある．
さらに，魚類で２種，両生類で１種，爬虫類で１種そ
して哺乳類で１種の国内移入種あるいは外来種が確認さ
れた．これら５種はいずれも北海道ブルーリストにおけ
る生態系への影響が懸念される外来種カテゴリーＡに掲
載されている??．両生類のツチガエルは本州産の代表的
な蛙で，芸術の森地区内の水辺には非常に多く，札幌市
南区が生息域拡大の中心地と考えられている??．魚類の
コイやモツゴも道内各地で見られるが，もともと北海道
に生息していなかった国内外来種であるが，このことは
一般に認識されていない．コイは芸術の森が造成される
以前から現在の美術館裏の池で養殖されていたことが明
らかになっている??．爬虫類のミシシッピーアカミミガ
メ(2009年９月に環境省が特定外来生物に指定する方針
を発表した)や哺乳類のニホンイタチも飼育されていた
ものが放逐あるいは逸出したものに由来すると考えられ
る??．
３)自然環境の保全と利用の課題
芸術の森地区は，自然環境との調和や自然を教材とし
た生活空間や製品などのデザインへの寄与を意識して整
備された．このため，芸術の森の開園および市立大学の
前身である市立高専の開学以降は地区内の開発が抑えら
れ，二次林の面積は徐々に増えている．芸術の森内では
施設用地や園路沿いに植栽された樹種の多くは在来種で
あるが，本キャンパス内ではメタセコイヤ，コンコロー
ルモミ，プンゲンストウヒ，モンタナマツといった外来
種で緑化されており，周辺の二次林とは異質な植栽景観
となっている．それら植栽樹を除けば芸術の森内の植生
は在来樹木が自然遷移して成立した二次林の占める割合
が高い事も特徴である．本研究では林分の成立年代と動
植物の分布を関連付けるための現地調査は不十分であっ
たが，古い二次林内では希少な在来草本類の残存を確認
している．隣接する常盤地区では現在も開発が進められ
ている状況を考えると，芸術の森地区が周辺の開発で失
われるであろう動植物の保存地(レフュージ)として機能
している可能性は高い．このため，今後の芸術の森地区
の利用には，動植物の保全への配慮も必要となるだろう．
本研究で判別した植生景観区分は，新たな施設や工作物
の設置場所を判断するための一つの材料になるだろう．
一方，水辺空間は，自然石などを用いた景観上の近自
然化が図られているものの，施設管理上の理由からか池
や水路は底床材がコンクリートで固められた完全に人工
的な空間になっている．また，芸術の森地区と境界であ
る真駒内川との間には水生動物の行き来が不可能な落差
が生じており，水辺環境は生物多様性の保全にとっての
マイナス要素が存在する状態と判断される．実際，外来
生物を見かける機会は森林内よりも水辺周辺の方が多
い．ただし，人の往来の多い場所は，外来生物の放逐・
遺棄の頻度が高いため，結果的に外来生物の定着率が高
くなるという解釈も成り立つ．
芸術の森地区は，緑豊かな都市公園として市民に親し
まれているが，多くの人が訪れる場所は美術館などの施
設や人工的な園地周辺である．本研究で明らかにしたよ
うに芸術の森地区内では近年，二次林が増加している．
しかしながら，野外美術館の散策路を除けば，芸術の森
地区内で森林に関心を引くような仕掛けは用意されてな
い．本報告に先立ち，芸術の森地区の自然を紹介するた
めの資料「札幌市立大学芸術の森キャンパス いきもの
マップ」??を作成して，一般向けに配布している．この冊
子を叩き台として，生物多様性の保全と適切な空間利用
の両面から芸術の森地区の管理を検討することは重要で
ある．また，環境教育への活用事例を増やしていくべき
だろう．
５．結論
本研究は，過去50年間の芸術の森地区の森林の変遷と
その成立年代について調べたものである．開拓に伴う森
林の減少は1970年代に止まり，以後は開拓跡地の二次林
化による森林の増加が進んでいる．特に1990年前後の芸
術の森開園と旧市立高専(現市立大学)の開学は，自然を
教材としてデザインを学ぶという方針の下，開発を抑え
られて再森林化が進んでいる．現在ではクマゲラやエゾ
サンショウウオといった森林性の希少生物も確認できる
自然環境となっている．真駒内川を挟んで隣接する常盤
地区は農地としての開拓を経て，現在は宅地としての開
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発が進んでいる．このため，芸術の森地区は周辺が失い
つつある在来生態系と動植物の保存空間としての機能を
担いつつある．しかしながら，自然が豊かになることは，
一方で私達の生活に影響を与える害虫や有害動物との遭
遇機会をも増やすと予想される．大型獣の出没に伴う野
外美術館の閉鎖は，緑の回廊化が進むことによる人間と
野生生物の軋轢が生じた具体例と言える．また，快適な
キャンパス空間や園地の整備は，外来生物の定着要因と
なり，地域の生物多様性の保全にとってマイナスに作用
することも考慮しなければならない．隣接する常盤地区
の宅地などから，園芸種やペットを由来とする外来生物
が伝播する可能性もある．いずれにせよ，地域生態系の
保全に重要な動植物が芸術の森地区のどこにどれくらい
残存するのかを把握しておくことは，利用を控えるべき
エリアと利用可能なエリアの明確化に役立つ．自然を教
材とした環境教育の充実には，生物多様性の保全と適切
な空間利用の両面からの考慮が必須であり，それを踏ま
えた芸術の森地区活用のためのゾーニング案を本学でも
作成し，提案していくことは重要と考えられる．
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付表1 芸術の森地区で確認された動物
(2006年-2012年の観察記録のまとめ)
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「円山動物園の森」ビオトープにおける生物多様性向上のための研究
―水辺の造成と両生類の動向に関する記録および環境教育への活用に向けて―
桑 原 禎 知?? 矢 部 和 夫?? 酒 井 正 幸??
??札幌市立大学デザイン学部非常勤講師，??札幌市立大学デザイン学部
抄録：札幌市円山動物園内に整備した「円山動物園の森」ビオトープにおいて，2009年春の竣工後５年間
の両生類の動向を調査した．在来の３種の両生類(エゾサンショウウオ，エゾアカガエル，ニホンアマガエ
ル)がビオトープ内に造成した水辺で産卵を始め，上陸後に森内で生活する個体の観察も増えている．エゾ
サンショウウオとエゾアカガエルは水辺を造成した直後の2009年春から卵嚢あるいは幼生が確認された．
両種の産卵期はおおむね４月下旬から５月中旬であり，変態後の上陸時期は６月下旬から８月中旬であっ
た．また，卵嚢は確認されていないもののニホンアマガエルのオタマジャクシや上陸直後の幼体は７月か
ら８月に確認されており，造成した水辺が両生類３種の新しい産卵場所として機能していることが確かめ
られた．本調査では両生類の観察情報の一部を動物園の森内で自然解説活動を行っている動物園の森ボラ
ンティアの協力を得て収集した．動物園の森におけるビオトープ作りは，生物多様性の向上だけを目標と
した活動ではなく，その取り組みの過程と成果を自然解説や環境教育の教材として役立てることが求めら
れている．このため，森内で行われる生物調査への森ボランティアの参加を促し，また，解説に有用な調
査結果を適切に還元する手法が模索されている．本研究では，両生類３種の観察情報を成長段階別に時系
列化したグラフを逐次更新して提示する仕掛けを作りを行った．
キーワード：ビオトープ，両生類，繁殖地，生物相の復元，自然解説
Monitoring the Breeding Season and Growth Habit ofThree Native Amphibians
for BiodiversityConservation and for EnvironmentalEducation Programs
in the Biotope Constructed in Sapporo Maruyama Zoo,Northern Japan
TomoakiKuwahara??,Kazuo Yabe??,Masayuki Sakai??
??Part-timelecturer,SchoolofDesign,Sapporo CityUniversity,??SchoolofDesign,Sapporo CityUniversity
Abstract:Westudiedthebreeding andlanding seasonofamphibiansinhabitedinbiotopeareainZoo.
Three native amphibians were spawned on the pond and the waterways constructed in biotope.
Spawning ofEzo SalamanderHynobius retardatus and Ezo Brown Frog Rana pirica wereobserved
from spring in 2009,whichwas thefirst growing season after constructing thepond,and continued
almost between late-April to middle-Mayeveryyear. And metamorphosis landing were occurred
between late-June and middle-August. In order to accumulate ecological data, growth stage and
location ofeveryobserved amphibianwererecordedbyvolunteer interpreters ofZoo Forest. The
quick analysis ofupdated dataweresequentiallyreported to interpreters for feedback their nature
interpretation and habitat restoration activities.
Keywords:Biotope,Amphibian,Breeding,Habitat restoration,Nature interpretation
１．緒言
近年の環境に対する関心の高まりにより，地域の自然
の利用は開発と保全の両面から捉え直すことが必要に
なってきた．また，既存の施設や公園などの再整備では，
周辺の自然環境に配慮する事が求められるようになって
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いる．
札幌市円山動物園は2007年策定の「札幌市円山動物園
基本構想」で定められた同園の３つの行動指針のうち，
１)生物多様性の確保に向けた行動および２)自然豊かな
円山エリアの中核施設としての行動の２項目の具体策の
一つとして，園内に「円山動物園の森(以下，動物園の森)」
と命名されたビオトープの整備を進めている．園内には
1951年の開園以来大きな開発を免れてきた円山原生林
に隣接したエリアがあり，このエリアを生物多様性向上
の実践場所として活用することを意図して動物園の森は
計画された(図１)．この計画では，かつての円山地区で
見られた生物相について，具体的な資料として残る札幌
市教育委員会(1958)??に記載された情報を目安とし，約
50年前の札幌の原風景を再現することを目標としてい
る．
ビオトープ整備計画の検討のため，2007年に円山動物
園の森協議会(以下，協議会)を立ち上げ，円山地区の自
然環境の現状に関する事前調査が行われた(矢部ら??)．
そして，2009年３月に「円山動物園の森運営計画―これ
から始まる森づくり活動」を策定した．動物園の森が目
指すものとして，空間づくりのテーマ，活動のテーマお
よび管理・運営のテーマの大きく３つテーマが掲げられ
ている．本研究は管理・運営のテーマである「円山動物
園の森ビオトープの生物多様性向上」のための研究の一
環として行われた．さらに，活動のテーマである「身近
な環境について学ぶ‘キッカケ’を提供する環境教育の場
作り」を踏まえ，森内で実施される動植物に関する調査
活動を自然解説や環境教育へ活用することも求められて
いる．現在，動物園の森における自然解説は，動物園の
森ボランティア(以下，森ボラ)を中心に行われている．
その解説の素材として森内で得られた調査成果を還元す
る事は重要であり，調査と解説を連携させることの意義
は大きい．それは，調査を森ボラに実体験してもらうこ
とで解説の幅を広げるだけでなく，逆に森ボラから解説
に必要な情報の要望を受けることで，環境教育に有効な
調査内容や手法の検討に還元されることが期待される．
上述のように，動物園の森ビオトープの整備に先立ち，
2007年と2008年に動物園の森予定地を含む円山川流域
で両生類の生息確認調査が行われた．動物園内では両生
類のエゾアカガエルとニホンアマガエルが確認されてい
る．また，円山西町地区ではエゾサンショウウオも確認
された．これらの結果から，札幌市教育委員会??に記載さ
れた円山地区に在来の上記の両生類３種全てが整備後の
ビオトープに自然到来することが見込まれるため，ビオ
トープ内に水辺として人工池と人工水路を造成した．両
生類は良好な水辺と森林がセットになった生息空間を必
要とすることから，ビオトープへの両生類の定着過程を
記録することは，今後の森づくりや生物相の復元に有用
な情報をもたらすと予想される．このため，本研究では
ビオトープ空間の造成後，両生類３種がどのタイミング
で到来し，繁殖して，定着するのかをモニタリングする
事を第一の目的とする．そして，両生類の観察プログラ
ムの提案や解説に有用な旬の情報を共有するため仕組み
の整備を第二の目的とする．
２．研究方法
１)調査地
動物園の森は，東側を円山の山裾に隣接し，北を円山
公園，西を円山動物園，南を円山西町の住宅地に囲まれ
た南北方向に長い帯状の森林である(図１)．円山川は
1981年に発生したＳ56台風によって大増水し，今の円
山公園駅一帯は浸水被害を受けたため，現在は住宅地の
上端から河岸がコンクリートで三面護岸されている．こ
の護岸化された円山川が動物園の森の中央を南北に貫い
ているため，森は東側の右岸区と西側の左岸区に分断さ
れている(図２)．このため，動物園の森は円山原始林(天
然記念物に指定され生物の採取禁止)と一体化した景観
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図1 動物園の森の位置と周辺環境
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でありながら，右岸区は円山の山裾と連続した森林と
なっているが，左岸区と右岸区の間は歩行性小動物や水
生生物の行き来は制限され，左岸区は細長く分断されて
いる．この左岸区内に人工池と人工水路が造成され，2009
年４月に竣工した(図２)．なお，森内は調査やガイドツ
アー以外での立ち入りが制限されている．
２)産卵状況調査
2007-2008年の事前調査で動物園の森への自然定着が
予想された在来３種の両生類の産卵には次のような特性
が知られている．エゾサンショウウオのメスは，年１回
の産卵期に一度，１対の細長いコイル状の卵嚢を産
む????．卵嚢は水中の枕木や水生植物の茎などに産み付け
られるが，しばしば接着部が外れて分離するため，発見
される卵塊数は産卵したメス成体数の２倍よりいくらか
少なくなる．一方，エゾアカガエルのメスは，年１回の
産卵期に一度に一つ卵嚢を塊状に産む????．このため，卵
塊数を調べることでその場所に産卵したメス成体の数を
容易に把握できる．これに対し，ニホンアマガエルは卵
嚢を一回では産まずに，小さな卵塊として小出にしてば
ら撒くため，卵塊数からメスの成体数を推定することは
難しい???．このため，本研究では特にエゾサンショウウ
オとエゾアカガエルに注目し，動物園の森における産卵
期間の確認と産卵数の増減の記録に努めた．
産卵状況の調査は，調査者によって卵塊の判別基準が
異なる可能性を考慮して，計数については主著者が一元
的に行った．４月中旬から５月下旬を重点観察期間とし，
おおよそ１週間から10日おきに動物園の森内にある水
辺を一巡して，産卵に訪れている成体の有無と前調査以
降に新たに産まれた卵塊数を記録した．エゾアカガエル
については卵塊数を記録したが，エゾサンショウウオに
ついては，確実に１対となっているものと千切れて２本
の卵嚢に分かれるものがあることから，卵嚢数を記録し
た．
３)成長段階と観察時期
在来３種の両生類はいずれも卵嚢は水中に産まれ，ふ
化した幼生(カエル類ではオタマジャクシと呼ばれる)は
水中で成長する．そして2-3ヶ月後には変態して幼体と
なり上陸する．数年間の陸上生活を経て成体となり，産
卵期に水辺を訪れて産卵する．両生類の一生において水
辺を利用するのは産卵と初期成長の数ヶ月間であること
から，多くの時間を過ごす上陸後の森林内での生育状況
を把握することは重要になる．このため，産卵状況調査
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図2 動物園の森内の水辺の配置
上：エゾサンショウウオと卵嚢
中：エゾアカガエルと卵塊
下：鳴くニホンアマガエル
写真1 円山動物園の森で観察された両生類
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とは別に動物園の森内で観察された両生類について，動
物園の森の竣工した2009年春から森内における両生類
の発見場所と成長段階(卵，幼生，幼体，成体)を記録し
た．2009-2010年は他の動物を含めた汎用記録用紙を使
用した(図３)．
さらに，動物園の森では５月から11月の無雪期に森ボ
ラが自然解説活動を行っていることから，活動時に発見
された両生類の情報を別様式の日報から抽出することを
試みた(図４)．ただし，この日報では両生類以外の動植
物も合わせて混記載されており，両生類に関する記述に
は不足が多く見られた．このため，記録項目の絞込みと
記入の容易さを図った両生類専用の記録用紙を作り直し
(図５)，2011年春以降はこの様式を使用するように周知
を図った．なお，動物汎用と両生類専用の記録用紙はと
もに裏面が動物園の森の地図となっており，発見場所な
ど情報は地図上に併記した．
３．結果
１)産卵状況
エゾサンショウウオは，動物園の森造成直後の2009春
には卵嚢を確認出来なかったが(表１，図６)，７月に人
工池内で成長した幼生が４個体確認された．人工池では
2010年に卵嚢18本(卵塊９対分)，2011年に12本(６対
分)，2012年に７本(４対分)確認され，2013年には24本
(12対分)が確認されている．人工池での産卵は，雪解け
が早かった2010年は４月12日に初確認されたが，各年
の盛期は４月下旬から５月上旬だった(図７)．人工池で
は卵嚢の胚発生が順調に進み，毎年５月中旬以降にふ化
した幼生が確認されている．エゾサンショウウオの産卵
は，人工水路や右岸側溝でも確認されたが，受精不良の
胚が多く，発生途中で全て死亡して幼生は見つからな
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図3 2009-2010年の動物汎用記録用紙
図4 2009年からの森ボラ日報(ガイド版)
図5 2011年以後の両生類専用記録用紙
かった．
エゾアカガエルは，2009年４月の人工池の造成直後か
ら産卵(卵塊数５)が確認され，その後2010年に21卵塊，
2011年に139卵塊，2012年に142卵塊確認され，2013年
には242卵塊と造成後３年目から激増している(表１，図
６)．人工池での産卵は，2012年は４月14日に初確認さ
れたが，池の解氷が遅れた2013年は４月24日に始まっ
た．エゾアカガエルの産卵は人工池では融雪状況に左右
されて前後するが，おおむね毎年４月下旬から５月上旬
に集中していた(図７)．具体的には産卵は池の氷が完全
に解けた直後に一斉に開始していた．一方，人工水路で
はわずか４例の産卵ではあるが，その時期は2011年は人
工池の産卵終了よりも一週間遅く，2013年は一週間早
かった．また，右岸の側溝や南奥の枝沢での産卵は確認
できなかった．
ニホンアマガエルは，産卵調査期間中に卵塊を確認す
る事は出来なかった．
２)成長段階と活動時期
エゾサンショウウオは，人工池では５月中旬からふ化
した幼生が観察された(図７)．ふ化した幼生は水中で成
長し，７月中旬頃から変態を始める個体が出現し，８月
中旬にはほぼ全ての個体が上陸して池を離れた．なお，
記録上幼生が最も遅く観察されたのは2013年８月25日
であった．上陸後の若い幼体の観察例は，2010年７月10
日と８月８日のわずかに２例のみであった．成体の観察
例も2009年４月から2013年10月の間で計14例にとど
まり，そのうち産卵場所から離れた林内での観察は2013
年10月５日の１例のみであった．
エゾアカガエルのふ化幼生(オタマジャクシ)は，2012
年には４月29日に確認されたが，それ以外の年は５月５
日前後からであった．なお，人工水路ではこれまでのと
ころオタマジャクシは確認されていない．オタマジャク
シの変態上陸は６月下旬から７月上旬に始まり，最も遅
くまでオタマジャクシが観察されたのは2012年は８月
12日，2013年は８月11日であった．上陸後に幼体は人
工池から出発して森内を移動した．９月には人工水路を
越えて南下する個体も発見された．成体は春の産卵期直
後に一度姿を消したが，その後６月上旬以降は10月下旬
まで林内で散発的に観察された．
ニホンアマガエルの卵塊は2013年までに確認されて
いないが，2011年以降オタマジャクシが７月下旬から８
月上旬に人工池内で観察された．また，陸上生活に入っ
表1 動物園の森内での両生類の産卵状況の内訳
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図6 動物園の森内での両生類の産卵数の推移
図7 2009年から2013年に動物園の森内で観察された両生
類３種の成長段階
図中の赤丸は卵嚢，青丸は幼生，緑丸は幼体，黒丸は成体を表す．
縦線は各年の赤-5/1と緑-7/1を示す．
た仔ガエル(幼体)も2012年以降は８月から９月に観察
された．成体は６月から９月に散発的に目撃されていた
が，目撃数は2013年に増加した．また，2013年７月19
日に人工池で行った夜間観察で♂成体５個体が鳴いてい
るのを確認している．なお，ニホンアマガエルについて
は，動物園の森に隣接する円山動物園内の熱帯動物館の
野外プール付近でも夏季の夜間に複数個体の泣き声が確
認された．
この他に2013年９月に国内外来種であるツチガエル
が森内で初確認されている．
３)観察情報の記録
2009-2010年は両生類の観察情報を他の動物の観察と
合わせて汎用の用紙を作成して記録を集めたが(図３)，
記録の回収数は2009年が12件，2010年は34件であっ
た．別様式であるガイド日報では(図４)，2009年は67報
中４件に両生類の記述が残っていたが，動物汎用記録用
紙と重複しないものは２件で，さらに発見場所と成長段
階も記録されていたのはわずかに１件であった．2010年
は172報中35件に観察記録が記述されていたが，有効な
情報が抽出できたのは10件にとどまり，また，内５件は
池内での卵嚢と幼生の記録で，陸上生活期の幼体あるい
は成体の記録はわずかに５件であった．このため，日報
からの両生類の観察情報の抽出作業は非効率と判断し，
最小限必要な記録項目をエラー少なく記入出来るように
調整した両生類専用の記録様式を作り直し(図５)，2011
年春から使用した．森ボラとの意見交換で，動物汎用記
録用紙と森ボラ日報は共に自由記述形式に近いため，一
つの観察を２つの用紙に記述するのが煩雑で時間が掛か
るという点と記入した情報が共有情報として提示される
までの時間が長い点が問題視された．これについては，
両生類専用記録用紙と体裁を近づけた情報記入フォーム
を PC上に作成し，自動集計によって図７に近い形のグ
ラフを即更新して提示する仕組みを整備した．なお，両
生類専用様式による記録の回収数は2011年に27件，
2012年が27件，2013年は41件であった．ただし，一枚
の用紙に複数箇所での観察記録が記述可能で，上陸期の
エゾアカガエル幼体のように近くでほぼ同時に多数の個
体を観察した記録も散見されたため，観察個体数の集計
は本稿では見送った．
４．考察
１)両生類の繁殖と定着
動物園の森が2009年４月に竣工してから現在までに，
在来の両生類３種はいずれも造成した水辺(主に人工池)
を産卵場所として利用したことが確認された．特にエゾ
アカガエルは，造成後２年目の2011年春から産卵数が顕
著に増加した．エゾサンショウウオは林内で陸上生活す
る成体や幼体をほとんど観察出来ていないが，卵嚢は
2010年春から毎年確認している．ニホンアマガエルも卵
塊は確認されていないものの，オタマジャクシや上陸直
後の幼体(仔ガエル)が2012年夏以降に観察されるよう
になった．このことは，両生類３種が水辺を造成する前
の動物園の森エリア内を往来していたことを示唆し，ま
た，一部の個体が造成された水辺を認知して産卵場所と
して利用を始めたことを意味する．
エゾアカガエルの産卵数が2011年春から急増してい
たことは，１)良好な生育場所と繁殖地を探して動物園の
森外から森内へ侵入した個体が人工の水辺を認知して定
着した，あるいは２)動物園の森内(特に人工池)で2009
年以降に生まれた個体が森内にとどまり繁殖集団に加入
し始めたことを推察させる．もし繁殖個体の多くが産卵
のために森外から動物園の森内に移動して来ると想定し
た場合，産卵数が2011年以降の急増したことを十分に説
明出来ない．したがって，2009年以降に森内で生まれた
個体が性成熟して繁殖集団に加入したと考えるのが妥当
であろう．ただし，野外の自然環境下におけるエゾアカ
ガエルの初成熟年齢などの生活史は十分に解明されてお
らず???，今後の研究で明らかにすべき課題である．
エゾサンショウウオは，造成後２年目の2010年春から
毎年♀10個体前後に相当する卵塊数を記録したが，エゾ
アカガエルのような明瞭な増加は見られなかった．これ
は，１)動物園の森周辺に生息するエゾサンショウウオの
個体数が少ないために森外から森内の水辺にたどり着く
個体がそもそも少ない場合，２)森内に造成した水辺で生
まれた個体の生残率が低いため成熟個体が増えていない
場合あるいは３)森内で生まれた個体が未だ初成熟齢に
達していない場合の三通りが考えられる．エゾサンショ
ウウオもエゾアカガエルと同様に成熟齢など野外の自然
条件下での生活史は十分には明らかにされておら
ず????，今後の精査が必要である．また，森内の水辺で生
まれた個体の上陸後の成育・成熟に好適な環境がどの程
度森内に存在するのかについての調査を進める必要があ
る．さらに，人工池以外の森内の水辺(人工水路と右岸側
溝)でも，エゾサンショウウオの産卵が確認されているも
のの，受精不良や胚発生の途中で死亡する卵がほとんど
で，個体群の再生産には現在は寄与出来ていないと考え
られる．今後はこの問題の原因と対策も考えていかねば
ならない．
ニホンアマガエルも成体が人工池の近くで確認された
時期は６月以降とエゾサンショウウオやエゾアカガエル
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よりも遅く，また幼生(オタマジャクシ)も８月前後に観
察されていた事から，森内におけるニホンアマガエルの
産卵時期はエゾサンショウウオやエゾアカガエルとは違
い，6-7月と推察される．2013年はニホンアマガエルの
成体や上陸後の幼体(仔ガエル)の目撃報告が増えたこと
から，今後も産卵時期や生育環境の調査を継続する必要
がある．
さらに，動物園の森を含めて円山地区ではこれまで外
来性の両生類は確認されていなかったが，2013年９月に
森内で本州産のツチガエルが初確認された．本種は札幌
市南部の常盤，滝野，西岡などの地区で近年増加してお
り??，円山地区への侵入が懸念されていた．今後は本種の
動物園の森内への定着を防ぐための対策の検討が急務と
なる．
２)環境教育への活用へ向けて
動物園の森内での産卵が確認された３種の両生類(エ
ゾサンショウウオ，エゾアカガエル，ニホンアマガエル)
はいずれも円山地区の在来種であり??，水辺の造成に
よって新たな産卵場が創出されたことはビオトープ環境
の整備の成果として分かりやすい．さらに，これまでの
両生類の観察成果を自然解説や環境教育の素材という視
点から整理すると，１)人工池における卵塊や幼生(オタ
マジャクシ)の観察は５月から６月に容易に実施でき，か
つ産卵環境の造成の効果として自然解説の話題として取
り上げやすい．また，２)森内での幼体や成体の観察は現
在のところ散発的であるが，今後観察例を増やすことで
季節や場所などである程度予測可能な観察対象とするこ
とが目標となる．たとえば，落葉が進む10月上旬を過ぎ
ると森内で両生類の観察はほとんどなくなる．一方，３)
初春のエゾサンショウウオとエゾアカガエルの産卵は雪
融け直後の４月下旬から５月上旬に集中していた．特に
エゾアカガエルは産卵場に集まった個体が日中も動き回
り，水面に浮かぶ卵塊を産むため，産卵行動を観察する
機会も得やすい．しかし，森ボラによる来園者向けの解
説活動は GW 明けの５月中旬から始まるため(2013年
のガイド期間は5/12-11/27)，産卵行動の観察の機会は
提供出来ていない．今後は，どのような観察会が企画可
能かを含めて，協議会や森ボラによる観察研修を行いつ
つプログラム化の検討を進めるべきだろう．また，４)ニ
ホンアマガエルの産卵期は6-7月と推定されている．他
所の個体数の多い繁殖地では，日中も産卵場に滞在する
オスの鳴き声を頻繁に聞くことが出来るが，個体数が少
ないであろう動物園の森内では，閉園後の夕方以降が鳴
き声や産卵行動の観察に適した時間帯であり，現状では
プログラム化は難しい．いずれにせよ，本研究で得られ
た動物園の森内における両生類３種の生態情報はまだ不
足しており，今後も調査を続けながら，実施可能な観察
プログラムを試行していくことが望ましいだろう．
環境教育は，既存のプログラムを解説者が実施するだ
けにとどまらず，解説者によるプログラムの改善や新し
い情報を盛り込んだ更新が重要とされる．また，プログ
ラム作りそのものが解説者自身の解説スキルを向上させ
る効果も期待される．同じ現場を活動対象とする調査者
と解説者が連携することは，調査結果の解説への還元だ
けでなく，解説や環境教育のニーズを反映した調査手法
の改良を図れる．本研究では，解説者である森ボラの調
査への参加と観察記録様式の改訂のための意見交換とい
う形での連携を試み，調査結果の迅速な更新提示を実現
するための記録様式の改善につながった．今後は本研究
の成果を活用した具体的な観察プログラムの提案と試行
を進める段階になる．
５．結論
円山動物園の森に2008年度に造成した水辺において，
造成直後の2009年春から円山地区に在来の両生類３種
の産卵が確認され，その後５年が経過して森内での観察
例は増えている．これは保全対象となる種の個体が周辺
地に残存する状況下では，利用可能な環境を整備する事
によって野生生物自身の移動能力と繁殖特性により，自
律的な個体群の復元が可能なことを示す事例と言える．
各地の自然公園やビオトープの整備では，施工効果を早
める目的で他所から生物が導入されることがある．遺伝
子の解析技術が普及し，かつて他所からの移植歴がある
個体群の中に在来個体群には見られない遺伝子が見つか
るなど，遺伝的な撹乱による生物多様性保全の面での導
入のマイナス効果が指摘され，再導入のための指針も作
られている???．円山動物園の森ビオトープ計画では，長
い時間をかけて円山地区に在来の生物相を復元する事を
目標としており，他所個体群からの導入はこれまで見
送っている．今後は造成された水辺の周囲で植生遷移が
徐々に進み，それに応じて両生類などの動物の動向も変
化すると予想される．両生類の産卵場として創出した水
辺が現時点で機能していることから，今後は上陸後の生
育環境となる森林内での両生類の生態の把握が重要にな
る．
本研究では，両生類の産卵状況と観察情報を自然解説
などに活用しやすい形で記録し，還元する仕組み作りを
模索した．解説活動時の観察は，生態調査での観察と異
なり記録される生物対象も多くなり，個々の種に対する
情報は少なくなりがちである．このため，調査者が必要
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「円山動物園の森」ビオトープにおける生物多様性向上のための研究
とし，かつ解説者が簡便に確実に記録を残せるような様
式の整備は重要になる．
本報告では動物園の森全体での両生類の産卵状況の年
推移と成長段階別の観察可能時期についてまとめた．今
後は，動物園の森内での両生類３種の生息適地を明らか
にするための環境分析を行うとともに，それぞれの種の
観察に適した時期と場所を加味した観察プログラム作り
を進めることが重要となる．
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札幌市円山動物園チンパンジータワー利用の概況
―三次元行動に使用されるタワー構成要素―
堀 田 里 佳?? 羽 深 久 夫??
??札幌市立大学大学院デザイン研究科修士課程，??札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録：本研究の目的は空間デザインの観点から動物園のチンパンジータワーを材料や形態により構成要素
に分解し，観客の目に留まりやすい三次元行動が発現する際にタワーのどの要素が使用されているかに着
目した行動調査を通して環境エンリッチメントに有効な構成要素を見つけ出すことにある．今回の調査は，
筆者らが設計した札幌市円山動物園のチンパンジー施設のタワー利用の概況を把握するために，チンパン
ジーのタワー上での位置を使用要素・高さと共にスキャンサンプリングで記録すると共に，三次元行動に
ついて使用されたタワー要素と共に全生起記録する方法で行った．その結果得られた個体の平均高さは
8.14mとタワー中心よりやや上であり，樹上率は78.9％であった．この樹上率は京都大学霊長類研究所の
飼育施設及び野生下ボッソウでの調査結果に近く円山動物園のタワーは良く利用されていると言え，三次
元行動の平均発現間隔は16.9秒と動物園観客の目に留まると期待できる値であった．また，使用頻度の高
いタワー構成要素には，幅が広く安定した部材が多いことがわかった．
キーワード：動物園，環境エンリッチメント，チンパンジー，タワー，三次元行動，飼育動物
AnOutline ofChimpanzee TowerUsage at Sapporo Maruyama Zoo
―TowerComponents Used in Three-DimensionalBehavior―
Rika Horita??,Hisao Habuka??
??Master coursestudent,GraduateSchoolofDesign,Sapporo CityUniversity,
??GraduateSchoolofDesign,Sapporo CityUniversity
Abstract:Theobject ofresearch is to identifythecomponentsofchimpanzeetowerinazoothatare
effectivein environmentalenrichment from theperspectiveofspatialdesign. To seek that,at first
we divided the tower into components on the basis of their material and shape, then conducted a
behavioral investigation focused on which component was used when chimpanzee exhibited three-
dimensionalbehavior that attract visitors’attention. Through this investigation,wesought to gain
a general understanding of tower usage at the chimpanzee facility in the Sapporo Maruyama Zoo,
whichwasdesignedbyauthors. Werecorded thepositionsofchimpanzeeson thetower,along with
thecomponentsusedandtheirheightsbyscansampling. Concurrently,wekeptarecordofthetotal
number ofoccurrences together with thecomponents used for three-dimensional behavior. On the
basis of the recorded data,we found an average individual positioning height of 8.14 m,which is
slightlyhigher than the tower’smedian height. Wefound also a treetop positioning rate of78.9%,
whichisclosetothevaluesobtainedinsimilarinvestigationsbyKyotoUniversity’sPrimateResearch
InstituteoncaptivechimpanzeesaswellasonwildchimpanzeesinBossou;thisconcurrenceindicates
that the Maruyama Zoo’s tower is being used effectively. The interval of exhibited three-
dimensionalbehavior,at a rateof16.9 seconds,is likelytoattract theattentionofzoovisitors. We
also gained an understanding that wideand stableelementswerefrequentlyused.
Keywords:Zoo, Environmental enrichment, Chimpanzee, Tower, Three-dimensional behavior, Ani-
mals in captivity
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１．緒言
１)研究の背景と目的
近年動物園の重要な役割として希少動物の繁殖による
生物多様性の保全への貢献が期待されており，動物福祉
(環境エンリッチメント)に配慮し繁殖可能な施設整備を
行わなければ新しい動物の受け入れもできず園の存続自
体が危ぶまれる．またエンリッチメントにより動物が生
き生きと振る舞うことで，観客の満足度も向上し観客動
員数増加につながることが期待される．
日本における動物園の近年の施設整備動向で目立つの
が，樹上性類人猿(チンパンジー・オランウータン)の立
体構造物＝高所遊具(以下タワーと表記する)の導入によ
るエンリッチメントである．図１・図２は筆者らが京都
大学霊長類研究所の協力と指導により設計を行い建築さ
れた，札幌市円山動物園チンパンジー館???である．設計
を開始した1998年当時はまだ日本国内に環境エンリッ
チメントの概念が導入されて日の浅い頃であり，京都大
学霊長類研究所に15mのタワーがあったが，一般公開
を行う動物園としては日本モンキーセンターの高さ４m
のタワーがあるのみであった．
同施設の設計においては，従前から動物舎に求められ
ていた観客から見た「展示の面白さ」と管理側の「維持
札幌市立大学研究論文集 第８巻 第１号(2014)66
図1 円山動物園チンパンジー館平面図
図2 円山動物園チンパンジー館断面図
図3 国内類人猿施設のタワー一覧2009
管理の容易さ」という機能に加え，居住者チンパンジー
の「生活の質の確保＝環境エンリッチメント」という概
念が加わり，三者のバランスに苦慮しながらの作業と
なった???．最終的には，屋外に京都大学霊長類研究所に
匹敵する高さ15mのタワーと，室内に高さ８mと6.5
mの２本のタワーが設置され，2000年に竣工した．図
3???によれば，2009年時点で国内ではチンパンジー12ヶ
所，オランウータン３ヶ所の計15施設でタワーが建設さ
れているが，竣工後10余年を経過した現在でも，円山の
タワーは動物園の施設としては国内最大級のボリューム
となっている．
動物園観客が目を惹かれる，類人猿のタワーを活用し
た身体運動を伴う大きな動き(以下三次元行動と記述す
る)の頻度や激しさ・継続時間は，個体群の年齢構成や調
査時の温度・天候・時間帯などに左右される部分も大き
く，単純に施設間のタワーの優劣を比較する事は難しい．
そこで空間デザイン的側面からアプローチする手法とし
て，タワーを構成材料や形態から「構成要素」に分解し，
チンパンジーが三次元行動を起こす際にタワーのどの
「要素」の部分を使用する頻度が高いかに着目して行動調
査を行う．その結果を彼らの野生における生活形態・認
知能力・行動特性と照らし合わせ，タワーの構造や形状
が三次元行動に及ぼす影響について考察する事で，今後
の動物園におけるエンリッチメントに実践的に役立つ情
報を提供することを研究の最終目標とする．
上記の目標へ向けた研究全体の第一段階として，筆者
らは札幌市円山動物園のチンパンジー施設において予備
観察を行い，研究目的に即した行動調査に最適な観察
法・調査法・記録法・要素分解法・行動カテゴリー分類
法について考察を行った??．本稿は予備観察に続く第二
段階として，タワー利用の概況と使用頻度の高い構成要
素を把握する事を目的に行った行動調査の報告である．
さらにこの後，本研究で明らかになった使用頻度の高い
要素に対象を絞り，使われ方と要素の形状・材質との関
係や他要素との位置関係等について詳しく分析し，他園
タワーで行った調査結果とも比較し考察する段階へと進
んでいく．
２)既往研究
前述のタワー群に対し，ベテラン飼育員や動物園に関
わる熱心な類人猿研究者の方達から「ロープはピンと
張ったほうが良く使う」，「ロープ同志を少し離してクロ
スさせると良く使う」，「ハンモックやブランコはあまり
使わない」，「タワーは高けりゃ良いってものでも無い？」
等の感想や批評は聞かれるが，個々の施設に対するコメ
ントの域を出ていない．
研究としては，チンパンジーについては京都大学霊長
類研究所??，日本モンキーセンター??，京都市動物園???，
名古屋市東山動物園における継続調査???，京都大学野生
動物研究センター熊本サンクチュアリ???，オランウータ
ンについては多摩動物公園における一連の調査???等が
行われているが，いずれも霊長類研究者の手による類人
猿の認知行動学的側面からの観察であり，同施設内での
同じ個体群によるタワー導入によるエンリッチメント効
果のアセスメントに主眼が置かれている．調査対象とす
る個体の行動は，タワー上での三次元行動ではなく，採
食・休息・移動・社会的行動の種類と時間配分に重点が
置かれる事が多い．それらの動作の発生点に着目した調
査もあるが，地上・タワー上の別?????と高さごとの分析??
までであり，タワーの空間的特性へ踏み込んだ言及は少
ない．
従ってタワーの構造や形状が動物の三次元行動に及ぼ
す影響について調査し，空間デザインの観点から考察す
る意義は大きいと考えられる．
２．研究方法
１)研究方法の概要
札幌市円山動物園チンパンジー館屋外放飼場におい
て，2012年９月７日から20日にかけての２週間，現地調
査を行った．予備観察により得られた知見から，現地調
査はビデオカメラによる動画の収録を基本とし，並行し
て行動全体の流れについてメモを取る方法とした．その
後収録画像を PC上で再生し，基礎情報としてタワー上
での位置・行動を使用要素と共に１分間隔のスキャンサ
ンプリングにより記録するのと並行して，三次元行動に
ついて使用要素と共に全生起サンプリングにより記録し
た．なおスキャンサンプリングとは個体群の行動や位置
を一定時間間隔ですばやく見回して記録する方法を指
し，全生起サンプリングとはすべての個体が行った特定
の行動をすべて記録する方法を指す??．
２)調査期間
調査に先立ち何度か施設の下見を行った際に，主観で
はあるが夏季晴天日の日中は動物たちの動きが少ないと
感じられた．また名古屋市東山動物園における継続調
査???によれば，季節によりタワー利用率は変動し，夏季
には有意な差で利用率が減少することが報告されてい
る．チンパンジーは赤道周辺の地域に生息する本来暑さ
には強い動物であるが，野生で彼らが暮らしている熱帯
林は高さ20m以上の豊かな樹冠により緑陰が形成され
ているのに対し，動物園等の飼育施設では日陰が少なく
札幌市円山動物園チンパンジータワー利用の概況
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表2 円山動物園チンパンジー群概要
表1 動画撮影日時一覧
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図4 円山動物園放飼場平面図 図5 タワー写真(動画撮影方向より)
夏季は放飼場の温度上昇が顕著となることが一因と考え
られる．
以上のことから札幌の日最高気温の月別平年値(1981-
2010)が22.4℃??と若干涼しくなる９月を調査時期に選
定したが，2012年９月は例年にない残暑となり高温下で
の調査となった．チンパンジー達は概ね朝10時前後に室
内から屋外放飼場へ出され，午後３時頃に室内へ収容さ
れており，観察可能な時間は毎日約５時間程度であった．
調査日時と当日の札幌管区気象台による気象 DATA
の抜粋???を表１に示す．対象日の平均最高気温は
28.2℃と８月の平年値(1981-2010)26.4℃??をも上回る
気温下での調査となった．まず１日の動きの概況を把握
するため，調査初日(予備観察の対象日でもある)の９月
７日の任意の30分×４セッションの２時間を選定した．
さらに予備観察により全般に動きが活発であるとわかっ
た放飼場出場直後の30分×６日間を加え，延べ５時間を
分析対象として選定した．対象日を選定するに当たって
は，様々な天候下での調査となるよう配慮した．
３)調査対象の概要
⑴ 施設構造
円山動物園チンパンジー館屋外放飼場平面を図４，タ
ワー外観を図５に示す．屋外放飼場は面積が約386m?
(モートを除く)，モートを除いた地面には草が生えてお
り平面的にはやや角のとれた台形となっている．放飼場
のほぼ中央に高さ15mの鉄骨タワーが設置されてお
り，その他にフィーダー(エンリッチメントのため採食行
動に時間をかけさせる道具)として食べ物を入れる小さ
な穴を多数穿った切り株が２基，擬岩で出来たアリ塚が
１基設置されている．観客は南面からのモート越し観覧
の他，東西面からはガラス窓，北面建物屋上からは網越
しに，と四方から観覧できるようになっている．また現
地周辺の緩い傾斜と建物屋上を利用することにより，観
客の目線高さも四方それぞれ異なるように設定されてい
る．
タワーは京都大学霊長類研究所に倣い，野生でチンパ
ンジーが暮らす森の樹木を模して造られている??．樹幹
となる３本の高さ違いのトラス(細いパイプを斜めに組
み合わせて構成する部材を指す)状の柱を１辺５mの正
三角形に配置し，柱上部にはチンパンジー達が眠る際に
樹冠に作るベッドに見立てた上下２枚×４組の高さの違
うデッキを設置，それらを水平につなぐトラス ・斜め
にかかる 子状の桟橋は太い枝，デッキ間や地上との間
に張られたロープ類は小枝の類を模している．その他に
ネットやタイヤブランコといった遊具も設置されてい
る．
⑵ 対象群と年齢カテゴリー
調査時における円山動物園チンパンジーの群れ構成を
表２に示す．調査は，個体数が多く大人メスと子供達で
構成されるＡ群７名を対象に行った．本研究では動物園
間の比較分析を視野に据えているため，個体識別を行わ
ず年齢カテゴリー別の解析としている．
野生チンパンジーの一生は，母親に授乳されお腹や背
中につかまって移動するアカンボウ期(０－４歳)，離乳
し自力で食物採集するが長い距離の遊動は母親について
歩くコドモ期(５－８歳)，性的に成熟するワカモノ期(メ
ス９－12歳，オス９－15歳)，オトナ期(メス13歳以上，
オス16歳以上)に分けられる??．表中の年齢カテゴリー
分類記号は，上記４分類の内アカンボウ期について，行
動量の違いからアカンボウ前期(０－１歳)＝Ｂとアカン
ボウ後期(２－４歳)＝Ｃに分け，コドモ＝Ｙ，ワカモノ＝
Ｗ，オトナ＝Ａと合わせて５分類としているが，調査対
象群にはワカモノ期の個体は存在しないため４カテゴ
リーとなる．アカンボウの前後期分けの時期については，
母親よりコドモ仲間と過ごす時間が多くなる満２歳??を
その境界に設定しているが，今後の調査を通じ実際の動
きの量的質的水準を見極めて修正することも考えられ
る．
４)調査・分析の準備
⑴ タワー詳細の作図と要素分解
対象タワーの図面化と要素分解を行った．図６に平面
詳細図・図７に立面詳細図を，巻末付表１に分解した構
成要素の一覧を示す．面材(デッキ：DK)，水平材( ：
HG，片持ち ：CG，水平パイプ：HP)，水直材(柱：
VC，垂直パイプ：VP)，斜め材(桟橋：ST，筋交い：XP，
デッキ下斜めパイプ：DP)，ロープ(地面～タワー：LG，
タワー～タワー：LT)，付属材(デッキ手摺：TE)，遊具
(ブランコ：BR，ネット：Ｎ，ロープ房：LF)の７項目
75要素に分解した上で，地表面からの高さ・角度など後
に分析を行う際に必要と思われる数値を計算した．予備
観察で得られた知見により近接する要素間の関係を分析
しやすくするため，柱・ロープなど垂直方向に長く延び
る部材は上下の要素に分割した．
⑵ 入力用ツールの開発
予備観察で行った連続記録の試行により，使用要素の
記録と入力を効率的に行う工夫が必要であると判明し，
既存の行動観察ツール???の入力画面を参考に PC上で
稼働する行動観察入力ツールの作成を依頼した????．入力
画面を図８に示す．
画面に写真・図面等の DATAを呼び込み，最大100箇
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図6 円山タワー平面詳細図
図7 円山タワー立面詳細図
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所の要素形状を画面上でドラッグし編集できる．入力す
る要素上にカーソルを動かすと要素の形状がピンクに浮
かび上がり，クリックすると固定される．使用要素(複数
選択可)の他に年齢カテゴリ ・ー行動カテゴリーなど４項
目×各20選択肢，CODE名・時刻・メモ(自由記述)を入
力できる．結果は TEXTファイルとして１と０の数字
の羅列で出力され，表計算ソフトを用いて集計する．
⑶ 行動カテゴリー分類
表３に今回用いた行動カテゴリー分類を示す．本研究
では三次元行動に焦点を絞るため，社会的行動・採食行
動など「動きの目的」に類する行動カテゴリーは調査・
分析の対象としない．Ｍ：移動する，Ａ：移動の無い目
立つ動き，Ｎ：動かない，Ｏ：その他・不明の４区分と
し，「Ｍ：移動する」を，MVU：場所・高さを変えて上
る，MVD：場所・高さを変えて下りる，MH：比較的水
平に移動する，MJ：大きく飛んで移動する，MAR：
色々な要素間を移動してまわる，の５カテゴリー，「Ａ：
移動の無い目立つ動き」については，APL：大きな動き，
AHG：ぶら下がって，の２カテゴリー，「Ｎ：動かない」
をNSU：立って，NSD：座って，NL：寝て，NHG：ぶ
ら下がって，NGL：つかまって，NDK：デッキ上で動
く，の６カテゴリーに分けている．
５)記録・分析の方法
⑴ タワー上での位置
まず基礎データとするため，既往研究と比較可能な内
容の記録として，１分間隔のスキャンサンプリングによ
り個体の位置と行動・年齢カテゴリーを記録した．位置
はタワー上・地上・他の構造物上の別に加え，タワー上
にいた場合はその高さを1.5mピッチの区分で記録し，
その瞬間に使用している要素を全て記録した．前述の通
図8 行動観察ツール入力画面イメージ
表3 行動カテゴリー
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り行動は４区分14カテゴリー，年齢は４カテゴリーで記
録した．アカンボウ前期の個体については単独で行動し
ていている場合は「Ｂ」，オトナ等に抱きついている事が
確認できた場合は「＋Ｂ」で表記した．
⑵ 三次元行動
予備観察での連続記録30分の結果から三次元行動に
ついて集計したところ，行動持続時間の平均は17.8秒，
行動発現間隔の平均は14.6秒であった．これは常にタ
ワー上のどこかで何らかの三次元行動が生じていること
を示すため，動きの非常に多い時間帯においては１－０
サンプリングも機能せず全生起記録が必要であることが
わかる．対して動きの少ない時間帯では数分間発現しな
い場合もあるため，三次元行動が起こったか起こらない
かのみを１分間隔の１－０サンプリングで記録し発生し
た時刻を把握した上で，再度その時間帯についてビデオ
再生し全生起記録を行うこととした．
３．結果と考察
１)タワー利用と行動の概況
行動の時間的推移の傾向をまとめると，屋外へ出た直
後の約30分間はタワーと地面を行き来しタワー上で動
き回るなど三次元行動の頻度は概ね高く，フィーダーに
食べ物が無くなり全員タワーに上ったあとはゆっくりと
した動きの時間帯が訪れる．正午から午後にかけての暑
い時間帯はタワー上の日陰になる位置で昼寝などして過
ごす個体が多くなるが，子供たちの動きの激しい遊びが
不意に始まることもある．また調査時点での特徴的な行
動として，メスのコドモ２名による生後10か月のアカン
ボウに対する子守行動(腹側にアカンボウを抱えて動き
回る：図９)が頻繁に観察された．
調査で計測された主な数値をまとめたものを表４に示
す．表中の樹上率とはタワーの１m以上の高さで個体が
観測された割合を示す．また行動発現間隔については，
三次元行動が開始された瞬間をもって行動発現ととらえ
ており，持続時間については考慮していない．
樹 上 率 は 78.9％と 京 都 大 学 霊 長 類 研 究 所 の
81.1％???，野生下ボッソウの83.7％の数値???に近い値
であった．また名古屋市東山動物園の継続調査???によれ
ば，秋季でタワー利用率は約30％となっており，それに
比して円山動物園のタワーは良く利用されていると言え
た．また行動発現間隔は16.9秒であり，予備観察で得ら
れた行動持続時間が17.8秒であることと考え合わせる
と，常にタワー上で何らかの三次元行動が繰り広げられ
ているに近いことを示し，動物園観客の目に留まると期
待できる値であることがわかった．
２)タワー上での位置・行動と使用要素
タワー上での行動の割合を図10に，高さを図11に示
す．行動カテゴリーはＮ：「動かない」状態が2/3を占め
ており，姿勢としては SD：「座って」が多かった．高さ
は5.5～8.5m付近を中心に利用しており，平均で8.14
mとタワー中心よりやや上の値となった．
タワー上での位置として使用頻度の高い要素に着色し
た写真を図12に示す．最も使用されたデッキは，①高さ
７mの DK3D(図中黄色)であり，その他の要素では，②
高さ5.5mの水平 HG13(同ピンク)が最も頻度が高
く，続いて(同橙色)③垂直柱上部VC1U，④高さ2.5m
の水平パイプHPD，⑤桟橋 ST13Dの順であった．なお
デッキ８か所及び他要素(上位15)について，年齢カテゴ
リー及び行動カテゴリー別に使用頻度順にまとめたもの
を巻末付表２に添付した．
使用された要素の割合を種別毎に示したのが図13で
ある．外円が使用頻度の割合であるが，内円の要素数の
比に対し，デッキの使用割合が高くなっている．またデッ
キの使用率は表４に示す通り57.2％と高い値であった
ことから，樹冠のベッドに見立てたデッキはその機能を
十分果たしていると思われた．
上下４対の中で一番良く使われていたデッキは図中①
DK3D(手前左の下段)であり，最下層の組を除けば下段
デッキの使用頻度が高かった．上部２対のデッキ(DK1・
図9 子守行動
表4 タワー利用の概況
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２)の上下段の使用比率を天候別に集計すると，図14の
通り晴れの日と曇り及び雨の日で上段・下段の使用比率
は極端に違っていることがわかった．上部デッキは他部
材の日陰となることが無いため，気温の高い晴天の日に
は日陰を求めて下段の使用率が上がるが，日差しの無い
時は上下段とも使用しているためと思われた．また
DK3U(手前左の上段)は右側の背の高いデッキの陰にな
る午前中の時間帯では良く使用されていた．これらのこ
とから，樹上空間に日陰を作ることは居場所の選択肢を
広げる上で役立ち，エンリッチメントに結びつくと思わ
れた．
次に要素使用の具体例を写真で紹介する．デッキ以外
で使用頻度の高い場所では，例えば図15・16「 ・桟橋
など安定感のある幅広部材に座り，補助的に手又は足で
何かを握っている」状態や，図17水平パイプの「交差部
に座り，上部ネット等を握る」状態，などが良く観察さ
れた．デッキにいる場合でも図18「下段の手摺に座り上
段デッキの手摺を握って体を安定させる」や，図19「手
摺等を握って寝る」という体勢も多かった．図20「トラ
ス柱の中にすっぽり納まって昼寝する」という光景も観
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図10 タワー上での行動
図11 タワー上での高さ
図12 使用頻度の高い要素(タワー上での位置)
図14 上下デッキ使用比率
図13 使用要素の割合：タワー上での位置
察された．
また表４によれば同時使用要素数は平均1.31か所と
なっており，３回に１回は複数の要素を使用しているこ
とになる．これらの事から「手足の指でつかまって体を
安定させられる部材が近くにある」ことが「居場所」の
選定に関わっていることが推測された．
３)三次元行動と使用要素
三次元行動の比率を図21に示す．オトナは「Ｍ：移動
する」が三次元行動のほとんどを占めるが，コドモ・ア
カンボウは「Ａ：移動の無い目立つ動き」が1/4以上を
占めており，比率に大きな違いがある．また図22に示す
通り，コドモ・アカンボウの行動数が全体の84％を占め
ており，オトナの行動数自体が少ない．今後オトナの行
動に関する観察数を増やすこと，年齢カテゴリー毎に分
析すること，の必要性が感じられた．
三次元行動において使用頻度の高い要素に着色した写
真を図23に示す．①高さ2.5mの水平パイプHPD(図
中ピンク)が最も頻度が高く，続いて(同橙色)②高さ７m
のデッキ DK3D，③高さ5.5mの水平 HG13，④垂直
柱下部VC2Dの順であった．またロープでは⑤ LG4D
(同黄色)が最も頻度が高かった．なおタワー要素(上位
15)について，年齢カテゴリー及び行動カテゴリー別に使
用頻度順にまとめたものを巻末付表３に添付した．
使用された要素の割合を種別毎に示したのが図24で
ある．外円が使用頻度の割合であるが，内円の要素数の
比に対し，デッキ・柱・ ・桟橋の割合が高くなってい
る．デッキについては「位置」として高頻度で観測され
た要素であり，行動の起点・終点として記録され影響を
受けている可能性がある．
またタワー上での位置として良く観察された高さとの
関連性を探るため，三次元行動に使用された要素の平均
図15 に座る 図16 桟橋に座る
図18 デッキに座る図17 水平パイプに座る
図20 柱内で寝る図19 デッキで寝る
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図21 三次元行動の割合
図22 年齢カテゴリー別行動数
高さを算出した結果，6.53mと「位置」の平均高さ8.14
mよりやや低い数値となった．セッション別・年齢カテ
ゴリー別の集計値でもほぼ同じ傾向を示しており，タ
ワー上での「居場所」と地上とを上り下りする行動が多
く観察された結果と思われた．このことから「位置」の
選択が「三次元行動」に影響を与えている可能性がある
と推測され，両者の関係について今後解明していく必要
がある．
次に三次元行動での要素使用の具体例を写真で紹介す
る．例えば「地面から上る」という行動の場合，図25「柱
のパイプにつかまって垂直に上る」，図26「斜材・水平材
を使って上る」，図27「ロープで上って途中でタワーへ飛
び移る」，などいくつかの要素の組み合わせが観察され
た．
表４によれば，三次元行動に使用される要素数は平均
3.55か所となっており，一連の行動に使われる要素の組
み合わせ・使われる順番・位置関係等について，次の段
階で分析する必要がある．
また頻度は少ないがコドモ達の遊び行動として，図
28「デッキの手摺に逆さにぶら下がりネットへわざと落
ちて遊ぶ」という行為が観察された．これは野生で観察
事例のある「高い樹木の枝から下生えの小樹木の上へわ
ざと逆さに落っこちて遊ぶ」行為????の代替と言え，手摺
とネットという要素の組み合わせが引き出したエンリッ
チメントの１例と考えられた．
４．結論
樹上率の高さ，三次元行動の発現が頻繁なことから，
円山動物園のタワーは良く利用されていることがわかっ
た．またタワー上での位置として使用頻度の高い要素は
図11，三次元行動の際に使用頻度の高い要素は図23の
通りであった．デッキは「居場所」として高頻度で使わ
れており，全行動で共通して使われたのはデッキ・ ・
桟橋・柱など「幅が広く安定した部材」が多かった．
図27 ロープを登る 図28 落っこち遊び
図25 柱を登る 図26 斜材・水平材を使っ
て登る
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図23 使用頻度の高い要素(三次元行動)
図24 使用要素の割合：三次元行動
５．今後へ向けて
本研究で明らかになった要素使用の傾向をふまえ，使
用頻度の高い要素を対象に，握って・ぶら下がって・上
を歩いて・ブラキエーションで飛んで・など，どのよう
に使われているかの詳細と，部材の特性・要素間の位置
関係などについて解析していく．今後野生下における三
次元行動の観察事例について資料を収集し，先に触れた
「落っこち遊び」などタワーにより引き出された代替え行
為と要素特性・組み合わせなどの関連について分析を
行っていく．
また年齢カテゴリー別の行動特性と要素の関係につい
て検討するに当たり，今回の調査で得られた観察数では
オトナの三次元行動について観察数が不足していると思
われたため，円山動物園において追加で画像収録を行っ
た．さらに他園と比較を行うため，図29名古屋市東山動
物園で画像収録を進めており????，コドモ個体の多い飼育
群を有する図30旭川市旭山動物園での調査も視野に入
れている．これらの画像についても要素使用頻度の集計
を行い，追加資料としていく予定である．
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札幌市市街地の２つの分断林における草本種の絶滅と移入の過程
松 田 岳 士?? 矢 部 和 夫??
??札幌市立大学大学院デザイン研究科修士課程，??札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録：冷温帯に位置する札幌市市街地の２つの分断林(大谷地と青葉中央公園)における草本種の絶滅と移
入の過程を解明するために，1987～1991年時と2012～2013年時の草本種相を比較した．この間に大谷地で
は，シダ植物が７科８種絶滅し，被子植物が21科40種絶滅した．多く種が絶滅した科は，アブラナ科，
バラ科とキク科であった．青葉中央公園では，シダ植物が４科４種絶滅し，被子植物が13科22種絶滅し
た．多く種が絶滅した科は，キク科であった．また，大谷地では被子植物が17科28種移入し，青葉中央
公園では被子植物が18科32種移入した．両分断林で，移入した種が多かった科はキク科とイネ科であり，
大部分の種は人里種または外来種であった．林の断片化は大谷地では1958年に生じ，青葉中央公園では
1963年に生じた．以上から，大谷地では断片化後32～55年の間で，青葉中央公園では断片化後28～50年
の間で，それぞれ草本種の絶滅と移入の遅れが生じていることが判明した．本研究は，分断林の草本種の
絶滅と移入の遅れの種数の推定や，絶滅と移入の遅れの要因とその影響の解明のための基礎資料として活
用することができる．またこの成果は札幌市の緑地の生物多様性保全に利用されることが期待される．
キーワード：絶滅の遅れ，分断林，生息地断片化，草本種，移入の遅れ
Process ofExtinction and Immigration ofHerbaceous Plants
in Two Fragmented Forests in Sapporo
TakeshiMatsuda??,Kazuo Yabe??
??Master courseStudent,GraduateSchoolofDesign,Sapporo CityUniversity,
??GraduateSchoolofDesign,Sapporo CityUniversity
Abstract:The purpose of this study is to detect the process of extinction and immigration of
herbaceous plants in two fragmented forests (Ohyachi and Aoba-chuo)in urbanized areas of cool-
temperatecity,Sapporo. Wecompared composition ofherbaceous plant species occurred between
1987-1991and2012-2013. InOhyachi,eightspeciesofpteridophytebelonging tosevenfamiliesand40
speciesofangiospermbelonging to21familiesbecameextinct. Manyoftheextinctspeciesbelonged
to Brassicaceae,RosaceaeandAsteraceae. InAoba-chuo,four species ofpteridophyte(four families)
and22speciesofangiosperm (13families)becameextinct. Manyoftheextinct speciesbelonged to
Asteraceae. InOhyachiandAoba-chuo,28angiospermspecies(17families)and32angiospermspecies
(18 families) immigrated, respectively. Many of the immigrated species in both Ohyachi and
Aoba-chuo belonged to Asteraceae and Poaceae of angiosperm. Most of the immigrated species in
bothforestsbelonged toruderalspeciesorexoticspecies. Forest fragmentationoccurredat 1958in
Ohyachi and at 1963 in Aoba-chuo. This studycould verify that extinction debt and immigration
credit ofherbaceousplantsoccur32-55yearsafterforest fragmentationinOhyachiand28-50afterin
Aoba-chuo. This studywill contributeto estimating datefor accounting extinction debt and immi-
grationcredit ofherbaceousplants in fragmented forestsand to detecting thecausesand theeffects
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ofthem,which arerequired for theprotection ofherbaceous plants in urbanized areas ofSapporo.
Keywords:Extinction debt,Fragmented forest,Habitat fragmentation,Herbaceous plant,Immigra-
tion credit
１．緒言
開発や資源獲得を目的とする人間の活動は，生物の生
息地の断片化を招いている．断片化は，個々の生息地の
面積の縮小と，都市域や農村地域などのランドスケープ
内において，残った生息地の孤立化を招く．
断片化は，以下の３つの主要な要因によって，生息地
の群集構成に影響する．１)生息可能面積の縮小は，各生
息地で保持可能な種の多様性を小さくし，同時に，個々
の種も個体数を多く保てないので局所的に絶滅しやすく
なる??．２)生息地の孤立化は，ポリネーターの不在等に
よって繁殖の成功を妨げると共に小さな個体群の中で繁
殖を繰り返すことによる遺伝的多様性の減少を招くこと
で，生息エリアの縮小と同様に局所的な種の絶滅を招き
やすくする??．３)断片化した生息地では連続した生息地
に比べ，相対的にエッジ(端部)の比率が大きくなり，エッ
ジでは日照量の増大とそれによる乾燥化が進行するな
ど，外部環境の影響を受けやすくなることから，元々生
息していた種の絶滅や，生息地外から外部環境に適応し
た種の移入を招き，これはエッジ効果と呼ばれる??．これ
ら３つの要因のうちで特に孤立化は生息地間での種の分
散を困難にするため，断片化した生息地で一旦絶滅した
種は，外部から新たに移入ができず復活しにくい．
これらのプロセスが生息地の断片化後時間をかけて生
じるため，種の絶滅と移入は，生息地断片化後タイムラ
グを経て徐々に生じることが知られている??．種の絶滅
に関しては，短期間で絶滅する種もあれば，数10～数100
年の期間を経てから絶滅する種もあり，絶滅に至るまで
の期間は種によって様々である．こうした，生息地断片
化からタイムラグを経た種の絶滅は「extinctiondebt(絶
滅の遅れ)」と呼ばれている???．個々の生息地(パッチ)レ
ベルでは，小さなパッチほど断片化した後で絶滅する種
が多いと考えられており，また，個々の種レベルでは，
樹木や多年草などライフサイクルの長い種ほど遅れて絶
滅すると考えられている??．断片化した生息地において，
実際に草本種の絶滅が終了するまでの期間は，草原では
断片化後50年以上と推定され??，森林では100年以上と
推定されている??．
種の移入も生息地断片化からタイムラグを経て生じ，
この現象は「immigrationcredit(移入の遅れ)」と呼ばれ
ている???．このような草本種の絶滅と移入の遅れにどの
ような要因が影響しているかについてや，断片化した群
集の植物相がどの程度の年月を経て安定するかについて
は未解明である．
札幌市市街地の大谷地の林と青葉中央公園の林は，断
片化後約50～55年経過した10ha前後の分断林であり，
周辺を住宅地に囲まれた二次林である点や，内部には湿
地を有し動植物の生息地として保全されている点におい
て類似した分断林である．両分断林は現在草本種の絶滅
や移入が進行している最中であると予想される．
これらの分断林を含む札幌市内の孤立緑地において植
物相の調査が1987～1991年にかけて行われ??，緑地面積
や孤立年数，周辺森林率などが孤立緑地の草本種の種数
に影響していることが判明している??．
本研究は，札幌市市街地の２つの分断林における草本
種の絶滅と移入の過程を解明することを目的とする．こ
のために，両分断林における1987～1991年時と今回再調
査した2012～2013年時の草本種組成を比較した．
現在，世界規模や日本という国単位のみならず，北海
道，札幌市という様々な行政単位で生物多様性の保全が
進められている?????．このような中で札幌市の緑地の今
後の保全策を検討する上で，市街地に残存する林の生物
群集の動向を把握することは重要である．本研究の結果
は，断片化した生息地における草本種の絶滅と移入の要
因を解明するための基礎資料となり，都市緑地の生物多
様性の保全対策のために貢献することが期待される．
２．研究方法
対象分断林の変遷を解明と，現在と過去の草本種リス
トの比較を行った．両分断林はどちらも厚別区に位置し
ている．札幌市の年平均気温は8.9℃であり，年間降水量
は1106.5mmである．両分断林とも尾根部はミズナラ
やコナラの二次林であり，林床ではササが繁茂していた
(図１)．また沢部の樹木は少なく，ミズバショウ，オオ
バナノエンレイソウなどが優占していた．
１)分断林の変遷の解明
分断林と周囲の環境の変遷の解明するために，過去の
国土地理院の航空写真と地形図を使用した．使用した航
空写真の年次は大谷地では1961年，1976年と2008年で
あり，青葉中央公園では1961年，1964年，1976年と2008
年であった．また，大谷地では1954年に測量した1/
25000国土地理院地形図を使用した．得られた情報を地
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理情報分析ソフトウェアArcGIS10.1で解析し，断片化
の年代，分断林の森林面積と分断林の周囲100m以内の
森林面積比率を算出した．同時に周囲の土地利用状態も
明らかにした．航空写真と地形図を判読して連続樹林地
が分断された年代から断片化の年代を推定した．
本研究で扱う分断林の定義は，仮に人為的影響があっ
たにせよ在来の植物にとって好適なひとまとまりの森林
とした．その際，生物の移動し易さから想定し，園路(非
舗装道路)は生物の移動をを大きく分断しないとみなし，
舗装道路は分断するとみなした．園路の幅はおおよそ４
m以下であり，舗装道路の幅は６m以上であった．
分断林とその周囲100m以内の森林面積を求めた．分
断林の周囲100m以内の森林面積は，分断林の外縁から
100mのバッファーゾーンをArcGIS 10.1で作成し，
バッファーゾーンに含まれる森林から算出した．森林面
積は，森林率に変換した．
断片化する前の森林は連続して広がっており，ひとか
たまりの森として区切ることができなかった．このため，
断片化直後の年代の航空写真から求めた分断林とその
バッファゾーンのエリアを区切り，そのエリア内の森林
面積を求め，断片化前の森林面積とした．
２)現在と過去の草本種リストの比較
対象分断林における現在の草本種リストを作成し，
1987～1991年時の過去の草本種リストとの比較を行っ
た．
現在の種リストを作成するため，対象分断林で草本種
の調査を行った．2012年８～10月にそれぞれ３回予備調
査を行い，2013年５～10月にかけて10日に一回程度そ
れぞれ16回調査を行った．調査は研究者及び研究補助者
の２名もしくは研究者１名のみで一回につき３～４時間
かけて分断林を歩行し，発見した種を記録した．調査の
際，調査ごとや調査者ごとに違った区域を網羅的に歩行
することで，対象地の特定の区域の見落としが生じない
ようにした．調査にあたり，種の存在の裏付けを行うた
め，標本を作成し，普通種や保護の必要な個体数の少な
い種の一部については標本を作成せず写真撮影のみとし
た．
種リストの比較の際，現在の種リストに基づき，過去
の種リスト??の中で誤認や見落としが考えられる種につ
いて次のように修正し，過去の種リストの修正版を作成
した．移入種の侵入は，分断林の周辺から内部に分布を
拡大していくことが予想される．このため，修正の際，
過去の種リストに存在せず今回の調査で新規に発見した
種のうち，調査時に林内で発見された種については過去
の見落としとして扱い，林縁で発見された種については，
見落としの可能性よりも新規に侵入した可能性が高いと
考え移入した種として扱った．
本研究での林縁は，分断林の縁から内外数mの部分と
した．具体的には，森林土壌地表面とその周囲の地表面
(芝生，舗装道路などの地表面)の接合部を境界として，
境界から分断林の外側に数m程度の部分と，分断林内部
に３mの部分を林縁とした．
種リスト作成において，種のAPG体系に基づく科名，
和名と学名???のほか，図鑑等の記載に従い植物の属性情
報を加えた．加えた属性は，絶滅危惧種かどうか?????，国
内外由来の外来種かどうか??????，および生育地特性??，生
活型????????，生育形??である．生育地特性については，種
数の比較を行った際，１)森林や沢筋などの自然地に自生
する在来自然地種と，２)外来種および人里と耕地に自生
する外来種・人里種の２つに区分した．生活型の区分は
多年草，１年草と越年草，および２年草とし，生育形の
区分は草本またはつる植物とした．
３．結果
航空写真と地形図の解析から，林の断片化は大谷地で
1954年と1961年の間に生じ，青葉中央公園で1961年と
1964年の間に生じており(図２)本研究では断片化した
年は，中間時点のそれぞれ1958年及び1963年とした．
2013年時点の生息地断片化後の経過時間は大谷地で55
年，青葉中央公園で50年であった．大谷地では断片化す
る以前の森林は東部に連続して広がっており，青葉中央
公園では北部に連続する森林が広がっていた(図２最上
段)．
断片化後の森林面積は両分断林とも1960年代から70
年代にかけてわずかに減少し，その後2008年までにやや
増加したが，大きな面積変化はなかった(表１)．周辺森
林率は断片化後，両分断林で減少し，2008年ではいずれ
も０％となった(表１)．周辺の土地利用について，両分
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図1 林床の様子
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断林で1976年まで周囲に畑が含まれていたが，2008年
には周囲を全て道路や宅地，人工緑地に囲まれた(図２)．
両分断林における草本種リスト(付表)から以下のこと
が判明した．1987～1991年時から2012～2013年時にか
けて，大谷地と青葉中央公園の両分断林で，在来自然地
種が多く絶滅し，外来種・人里種が多く移入した(表２，
３)．その結果，外来種・人里種の比率が大谷地では13％
から25％に増加し，青葉中央公園では11％から22％に
増加した(図３)．
分断林への移入について，大谷地では，被子植物が17
科28種移入し，青葉中央公園では，被子植物が18科32
種移入した(表４)．両分断林で，多く種が移入した科は，
キク科とイネ科であった．
分断林から絶滅した種について，大谷地では，シダ植
物が７科８種絶滅し，被子植物が21科40種絶滅した(表
５)．なかでも，多く種が絶滅した科は，アブラナ科，バ
ラ科，キク科であった．青葉中央公園では，シダ植物が
４科４種絶滅し，被子植物が13科22種絶滅した．なか
でも多く種が絶滅した科は，キク科であった．また，環
境省および北海道レッドリスト種として，ヤマシャクヤ
クは大谷地で現存している．また，サルメンエビネは
1987～1991年時に両分断林に生育していたが，2012～
2013年時では，大谷地から絶滅した．
４．考察
大谷地の林は断片化後55年経過し，青葉中央公園の林
は断片化後50年経過している．それぞれ最近の20年程
度の期間に両分断林で草本種の絶滅と移入が生じてい
た．このように断片化後50～55年が経過しても絶滅と移
入が生じていたことから，絶滅と移入の遅れが生じてい
ることが確認できる．種の絶滅に関して，大谷地と青葉
中央公園ではそれぞれ在来の自然地種が43種及び20種
絶滅した．
分断林で，種の絶滅を生じさせる要因として，個体群
の縮小によりポリネーターの誘引力が低下し繁殖成功率
が低下することや，他個体群と交流できないことによる
遺伝的多様性の縮小という???，世代交代の際のダメージ
の積み重ねが想定される．しかし，絶滅した在来自然地
種の多くは暗い森林や沢筋の林床で生活する陰生草本で
表1 分断林の面積と周辺森林率
表2 分断林の草本種数
図3 総種数に占める種の比率
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図2 分断林の変遷
表3 1987～1991年時から2012～2013年時にかけた草本種
の絶滅と移入数(1987～1991年時修正種数を用いて比
較)
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表4 1987～1991年時から2012～2013年時にかけて移入した草本種(生活型の列における 多：多年生，１：一
年生，２：二年生，２(越)：越年生)
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表5 1987～1991年時から2012～2013年時にかけて絶滅した草本種(和名の列における ＊：絶滅危惧種，生活
型の列における 多：多年生，１：一年生，２(越)：越年生)
あった(表５)．典型的な林床生の陰生草本であるオオバ
ナノエンレイソウは種子の発芽から開花まで10～15年
程度の年数が必要であり???，他の林床生の陰生草本の多
くもオオバナノエンレイソウのように成熟に長い年数を
要する．そのため，世代交代の際のダメージの影響が積
み重なり絶滅に至るにはその数倍の数十年の歳月が必要
と考えられる．本研究で対象とした両分断林では，在来
自然地種の絶滅が最近の20年程度の間に急激に生じて
おり(表３)，その多くが林床生の陰生草本であるため，
このような短期間の絶滅は世代交代の際のダメージでは
説明しきれない．
個体数の少ない種は確率的に絶滅しやすいため，断片
化による個体群の縮小によって絶滅することも考えられ
る．この際死亡要因として，台風などの自然攪乱や草刈
りや採取などの人為攪乱が考えられる．しかし本研究で
は，エゴエンゴサクなど個体数の多い普通種が，サルメ
ンエビネなど希少種と共に絶滅していたため(表５)，個
体群の縮小は絶滅の主な原因とは考えにくい．
両分断林は，大谷地では面積が小さいため(表１)，青
葉中央公園では細長い形状のため(図２)，それぞれエッ
ジ効果が大きいと考えられる．現在両分断林でササが林
内全域に優占しており(図１)，エッジ効果がササの優占
の原因であると考えられる???．20年という短期間に絶滅
種が多数生じた原因は，優占したササによる競争排除???
の可能性が高い．ササは土中に地下茎を長く伸ばし栄養
繁殖をするため，断片化後短い年月で急速に拡大するこ
とが可能である．したがってエッジ効果が分断林の草本
種の絶滅の主要因と考えられる．
両分断林の移入種は外来種・人里種が多く(表３)，こ
れらの外来種と人里種は撹乱後解放された陽地に侵入し
て生育する二次遷移初期の種である先駆種と考えられ
る．先駆種は住宅地や人工緑地など人工環境でも生育可
能であるため，分断林の周辺から移入したと考えられる．
また，移入した在来自然地種は合わせて11種であった
(表４)．11種のうちムラサキケマン，ヤブマメ，クサフ
ジ，ガガイモ，コウゾリナ，ススキ，アオスゲとネジバ
ナの８種は陽地に生育し，オオチドメ，ノミノツヅリと
カタバミの３種は撹乱を受けた人里にも多い種であっ
た．
大谷地と青葉中央公園において，前回の調査で存在せ
ず今回新規に発見された種が林内か林縁かを問わず出現
した．今回新規発見種のうち林内で発見された種を過去
の見落とし種として扱い，林縁で発見された種を移入種
として扱った．移入種に人工環境に生育する種が多かっ
た理由については，この処理の影響も作用している可能
性がある．
都市分断林における二次遷移初期種(外来種・人里種)
の移入と在来自然地種の絶滅は，分断林間で植物相の均
質化をもたらすと考えられている???．このため，現在多様
な植物相を持つ札幌市域の分断林であっても，今後，絶
滅と移入の遅れが時間経過と共に解消されるために，植
物相の均質化が表面化する可能性が考えられる．
分断林の草本種の絶滅と移入の遅れに影響する要因を
解明し，今後予想される植物相均質化の表面化に対する
対策を構築する必要がある．
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付表－1 分断林の草本種リスト(和名の列における ＊：絶滅危惧種，生活型の列における 多：多年生，１：
一年生，２：二年生，２(越)：越年生)
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労働市場の人口動向と働き方
―看護職の中間管理者の育成と課題―
原 俊 彦
札幌市立大学デザイン学部
抄録：本稿は「看護職の中間管理者(看護師長)の育成と課題」というテーマに沿い，人口社会学・家族社
会学的な視点から，その周辺環境的・マクロ的状況を考察し，対応策を検討したものである．直近の国勢
調査結果をもとに女子労働力市場の人口変動と労働力人口の変化を分析し，今後も，かなりの規模で有配
偶非就業者が生じる構造上の問題を示した．また就業継続と結婚・出産・子育ての関係について，日本の
育児休業取得率を検討すると同時に，労働力率曲線がＭ字型から逆Ｕ字型に移行したドイツを例に，わが
国における制度の問題点を指摘した．最後に，これらの状況を踏まえ，看護領域の中間管理者(看護師長)
の育成上の課題と対応策について考察した．
主な知見は以下の通りである．⑴管理職予備軍にあたる30-39歳の女子人口は今後も急速に減少してゆ
く．⑵この年齢層は日本のＭ字型女子労働力曲線の底にあたり，2010年現在でも237.7万人が有配偶非就
業に留まっており，結婚・出産・子育てと就業の両立が課題となっている．⑶日本の育児休業制度の実効
性は依然として低いが，少子化対策としではなく就業継続対策としての潜在的有効性は高い．⑷看護領域
においても家族形成とキャリア形成の両立を可能とする職場環境・労働環境の整備，組織運営の見直しが
必要である．
キーワード：労働力人口，就業人口，育児休業，就業継続，中間管理者の育成
Demographic Changes in the Female LabourMarket andWorking Style:
Problems Concerning the Prospective Shortage ofMiddle Managers (Head Nurses)
Toshihiko Hara
SchoolofDesign,Sapporo CityUniversity
Abstract:Thisstudyfocusesonthemiddlemanagers(headnursesinthiscase)byanalysing expected
problems in Japan from population and familysociologyperspectives. First, using the population
censusofJapan(2010),wedelineatedfemaleagestructureand labourparticipationbymaritalstatus
and projected futuredevelopments in the female labourmarket. Second,applying theage-specific
labour force participation rate,we observed an M-shaped curve for theworking style of Japanese
women. Weanalysedtherelationbetweenemploymentcontinuityandtaking childcareleaveamong
themarriedwomenandcomparedthat tothecaseinGermany,wherewomen’sworking stylealready
reflects a reverseU-shaped curve. Finally,based on these analyses,we proposed solutions to this
situation. Important findings were as follows:(1)The target population aged 30-39,who are the
successors of middle managers aged 40-49, is decreasing rapidly and continuously. (2) Japanese
women aged 30-39 are reflected at thebottom of theM-shaped curve. Furthermore,2.377million
were married women who belong to non-labour force in 2010. (3) The Japanese childcare leave
system is not effective as a pro-natal policy measure, although it can potentially promote the
continued employment of married women. (4)For the prospective shortage of middle managers
(headnurses),weneedtocreateaworkenvironmentandflexibleworking stylestorealisebothfamily
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formation and career development. In addition,thecurrent nursemanagement system needs to be
reformed.
Keywords:Labour force, Working population, Childcare leave, Continued employment, Middle
managers
１．はじめに
すでに1995年をピークに減少を続けているわが国の
生産年齢人口は，団塊の世代が引退年齢を迎えたことに
より2013年３月にはついに8000万人の大台を割り込み
(7895万7764人，住民基本台帳)，今後も急速に減少して
ゆくと予想される．
このような生産年齢人口の減少は，男女の年齢別労働
力率などの構造要因を通じ，労働市場を変化させ，それ
に対応し，人々の働き方も大きく変わるものと思われる．
とりわけ，わが国の女子労働力市場は，現在までのとこ
ろ，先進国の中でも極めて特異なパターンを示しており，
少子化問題における男女のワークライフ・バランス問題
との関係からも，その動向が注目されている．
本稿では，看護経済・政策研究学会の要請に基づき，
「看護職の中間管理者(看護師長)の育成と課題」という
テーマについて，人口社会学・家族社会学的観点から，
将来，看護職の中間管理者となる対象人口をめぐる労働
市場の動向と周辺環境を分析・考察し，育成上の課題や
対応策を検討することを目的とした???．
まず，最初に，直近の国勢調査結果をもとに，女子労
働力市場の人口変動と労働力人口の変化を概観し，加齢
とともに有配偶非就業が増加する構造上の問題を取り上
げる．次に，その背景として，就業継続と結婚・出産・
子育ての関係について，わが国の育児休業取得率を検討
するとともに，労働力率曲線がＭ字型から逆Ｕ字型に移
行したドイツを例に，日本の育児休業制度の問題点を示
す．最後に，これらの周辺環境的，マクロ的な状況を踏
まえ，看護領域の中間管理者(看護師長)の育成上の課題
と対応策について考察する．
ここでの検討・考察は看護領域の中間管理者(看護師
長)を中心とするものであるが，他の職業領域，とりわけ
女子専門職においては一定の共通性を持つと考えてい
る．なお，考察の範囲は，現状の看護職の中間管理者(看
護師長)において，圧倒的多数を占める女子労働力に限定
した．
２．人口減少下の女子労働力市場
日本看護協会が2011年６月３日にとりまとめた「日本
の医療を救え～看護職の健康と安全を守ることが患者の
健康と安全を守る～」??によれば，2009年の看護職員は
89万人であり，年間4.7万人の新卒者が就職するが，総
数では2.2万人の増加に留まっており，年間10万人以上
が離職，大量採用・大量退職の悪循環が続いているとい
う．一方，考察の対象となる看護職の中間管理者(看護師
長，部下に看護師５人以上)は，2013年現在，35,572人，
平均年齢46.6歳??，年齢階級としては40-49歳あたりに
該当するものと思われる．従って，一般看護職から10年
ほどの経験年数を経て昇進してくると仮定すれば，人口
学的には管理職予備軍として女子30-39歳層の動向が問
題となる．
１)女子の労働力人口
直近の国勢調査結果??をもとに，2010年の女子の年齢
別労働力状態をみる(図１)と，最多人口は1947-50年生
まれの第一次ベビーブーム層を含む60-64歳の511万７
千人であり，年金支給開始年齢の後退にともなう65歳定
年制へのシフトを考慮しても，2013年現在，その多くは
すでに現場を離れていると思われる．
この年齢層に次いで多いのが35-39歳の483万６千人
(1971年-1975年生まれの第二次ベビーブーム層を含む)
であり，うち労働力人口は約309万人となっている．こ
の年齢層が次の10年間を経て，次世代の管理職年齢(看
護師長平均年齢46.6歳)に達することになり，2010年の
時点では管理職予備軍としてまだ十分なボリュームが
あったことがわかる．しかし，この年齢グループを最後
に予備軍は減少に転じ，５年後の2015年には，2010年の
30-34歳の412万人，うち労働力人口は約267万人，と入
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図1 労働力状態別人口 女子 2010年
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れ替わることになり，単純計算でも42万人減少すると予
想される．この予備軍の減少傾向は，すでに始まってお
り，少なくとも今後20年は続くと考えられる???．
２)労働力率・就業率
この年齢構造の変化とともにさらに問題となるのが，
Ｍ字型のカーブを描くことで知られる女子労働力率の特
異性である．2010年現在の女子労働力曲線(図２，青線)??
をみると，女子35-39歳(管理職予備軍)の労働力率は
60.4％であり，これは30-34歳の64.7％より低く，いわ
ゆるＭ字型就業の底に当たる．つまり，日本の女子労働
力率は，学卒後，25-29歳の74.2％をピークに，結婚・
出産を契機とする退職により低下し，まさに管理職予備
軍にあたる30-39歳の時期は底となり，子育て後の再就
業とともに，次のピークを迎えるのはようやく45-49歳
となっている．従って，現状のまま，この傾向が続くと
すれば，第二次ベビーブーム世代の通過とともに，管理
職予備軍にあたる年齢階級の労働力人口は掛け算的効果
で，さらに縮小するものと予想される．さらに労働力率
は完全失業者等を含むものであり，これを除いた就業率
はさらに低い値となる(図２，赤線)．これに加え，近年
は女子の非正規雇用が半数以上となる状況にあり，キャ
リア形成という観点からは，労働力の量とともに質の確
保も難しくなると考えられる．
３)配偶関係別の労働力人口
Ｍ字型労働力曲線の背景として，結婚・出産と就業継
続の両立が困難であることが指摘されている．事実，先
に示した労働力人口を配偶関係別に分解する(図３)??
と，2010年の女子30-34歳層では未婚就業109万人に対
し有配偶就業124万人，35-39歳層では，未婚就業82.7
万人に対し有配偶就業が約180万人といずれも有配偶の
方が多いが，前者では未婚非労働10.4万人に対し，105.3
万人もの有配偶非労働が，また後者では未婚非労働10.1
万人に対し，132.1万人もの有配偶非労働があり，有配偶
の非就業は未婚の10倍以上となっていることがわかる．
つまり，この結婚・出産・子育てでキャリアを中断して
いる有配偶非労働層を活性化すれば，コーホートの人口
規模縮小分は十分にカバーされうると考えられる．
４)配偶関係別の労働力率曲線
同様にＭ字型労働曲線を配偶関係別に分解してみる
(図４)??．なお，ここでは，
未婚就業率＝(未婚女子就業者÷未婚女子人口)×100
有配偶就業率＝(有配偶女子就業者÷有配偶女子人
口)×100
全体の就業率＝(女子就業者÷女子人口)×100
という形で算定している．
まず未婚就業率は，大学進学の関係で20-24歳が20％
以下に落ち込むが，15-19歳の60％から25-29歳の70％
を経て，30-34歳で86.3％まで上昇．45-49歳までは80％
をキープしており，未婚者の就業は学卒以降，(転職，失
業などは別として)基本的に継続されていることがわか
る．これに対し，有配偶就業率も15-19歳の26.0％から
25-29歳の51.8％まで上昇，さらにゆるやかに45-49歳
の70.3％まで上昇している．
図2 労働力率・就業率 女子 2010年
労働市場の人口動向と働き方
図3 配偶関係別・労働力状態別人口 女子
図4 配偶関係別・女子労働力率 2010年
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つまり，全体の就業率はＭ字カーブを描いているが，
実際には未婚から有配偶へ，家族形成を始める結婚・出
産・子育て期に，就業との両立が困難であり，そのため
に就業率が低下するだけであり，基本的に有配偶者も加
齢とともに就業することがわかる．なお，近年，全体の
就業率のＭ字カーブの谷が浅くなる傾向がみられるが，
これは結婚・出産・子育てと就業の両立が可能となった
というより，晩婚・晩産化により未婚就業期間が延びた
こと，またリーマンショック以降，経済的事情から共稼
ぎ家庭が急増し，非正規の有配偶就業が増加しているこ
とによると考えられる．
３．結婚・出産・子育て VS. 就業
先に挙げた「日本の医療を救え」(日本看護協会
2011.6)によれば，潜在看護職の離職理由／離職(潜在化)
の理由には２種類あり，①個人の状況に関する理由では，
妊娠・出産(30.0％)，結婚(28.4％)，子育て(21.1％)の
順となっている．また②職場環境に関する理由では，勤
務時間が長い・超過勤務が多い(21.9％)，夜勤の負担が
大きい(17.8％)，休暇がとれない(14.4％)などが挙げら
れている(いずれも重複回答あり)??．前者の個人として
の状況では，やはり結婚・出産・子育てが契機となって
いること，また，後者の職場環境についても，結婚・出
産・子育て中であれば，なお一層の困難が予想される職
場環境が問題となっていることがわかる．
もっとも，このような状況は看護を巡る職場だけでは
なく，日本の女子労働に共通する問題であり，わが国に
おいても主として，少子化対策の観点からではあるが，
結婚・出産・子育てと就業の両立をめざし，育児休業制
度が導入されてきた．事実，その取得率は女性ではすで
に90-80％，男性でも2.63％まで上昇したと伝えられて
いる．しかし，その実効性はどの程度あるのだろうか．
１)結婚・出産後の就業継続率
この点について，「第14回出生動向基本調査(2010年)
―結婚と出産に関する全国調査 夫婦調査の結果概要」
(国立社会保障・人口問題研究所2012)??をもとに，その
詳細を検討してみよう．まず，結婚・出産と女性の就業
継続率の関係をみると(図５)??，結婚年次が1985-89年
の60.3％から2000-2004年の 70.9％(2005-2009年は
70.5％に低下)まで，結婚後の就業継続率は高くなってお
り，基本的に近年のカップルほど，結婚と同時に就業を
断念するケースは減っていることがわかる．
しかし，次の第１子出生前後の就業継続率をみると，
1985-89年の23.5％から2000-2004年の28.2％(2005-
2009年は26.8％に低下)と，同様に近年のカップルほど
高くなっているものの，その割合は，３割以下に大きく
低下する．さらに出生順位が上がるにつれて，第二子前
後では２割前後，第三子では15％程度まで，就業継続率
は低下することがわかる．
２)就業継続率と育児休業取得率の関係
同様のデータで，就業継続者に占める育児休業利用者
の割合をみると(図６)??，こちらも近年の結婚コーホー
トほど上昇しており，第１子出産前後では，1985-89年の
23.8％から2005-2009年の63.7％，第２子出産前後では
同19.9％から55.6％，第３子出産前後でも，同20.9％か
ら34.4％へと上昇している．就業継続率同様，ここでも
子どもが多くなるほど，育児休業の利用率が低下する傾
向(特に第３子)が見られるが，いずれにせよ就業継続が
育児休業の利用により促進されていることは間違いな
い．あるいは逆に捉えれば就業継続には育児休業が必要
とも解釈できる．
３)育児休業取得率を巡る誤解
一般に育児休業取得率を巡っては，厚生労働省「雇用
均等基本調査」に基づく，男女別の育児休業取得率の，
男女格差が問題とされることが多い(図７)??．この調査
によれば，女子の育児休業取得率は1996年の49.1％か
図5 結婚年別にみた妻の就業継続率(結婚前100％とした場
合)
図6 結婚年別にみた育児休業利用率(就業継続者を100％と
した場合)
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ら順調に増加し，2008年の90.6％で頭打ちとなり，2012
年には80.6％とやや低迷しているものの，制度的にはす
でに十分，普及しているという印象を受ける．これに対
し，男子の取得率は0.12％から2011年の2.63％と，女
子の10分の１にも満たない水準に留まっており，ワーク
ライフ・バランスの観点からも，男性の育児休業取得率
をどうしたら伸ばせるかが重要な課題となっていると受
け止められている．
しかし，この育児休業取得率の算式は，分母が，その
年度中に出産した女性(男子の場合は配偶者)，分子は，
そのうち育児休業を取得した者としており，分母，分子
には，結婚や出生(妊娠)とともに退職した者は含まれな
い．従って，先に国立社会保障・人口問題研究所のデー
タで示したように，たとえば2005-2009年に結婚または
出産した女性の場合であれば，結婚前後の就業継続率
70.5％，第１子出産前後の就業継続率26.8％と，この育
児休業取得率(仮に80.6％)を仮定すれば，この年，結婚
または出産した女性のうち(70.5％×26.6％×80.6％＝)
22.4％程度が育児休業を取得したと解釈できる．女子人
口全体では，当然，結婚も出産もしない女性(未婚者)が
いるので，女子の育児休業取得率(分母，女子人口)は，
さらに低く，依然，圧倒的少数派であるといえる．一方，
この育児休業取得率には，少子化の関係で出生促進効果
のみが期待されているようだが，就業継続者に限れば育
児休業取得率が高いということは，政策的にみれば，む
しろ，就業促進効果の方が期待できることを示している
といえる．
４)育児休業制度の就業促進効果
実はドイツも，かつては日本と同じＭ字型就業カーブ
を示す国として知られていた．社会主義政権下で女子労
働力の動員が徹底された旧東ドイツでは，女子の年齢別
労働力率は早くから逆Ｕ字型であったが，旧西ドイツで
は長らく専業主婦モデルが一般的であり，日本のＭ字型
就業に対応する，「３フェーズモデル」(未婚→結婚・出
産→パートタイム就業復帰)という表現があり，確かに，
現在の日本と同じ様なＭ字型を示していた．
しかし，現在では，ほぼ逆Ｕ字型に近づいており，25-29
歳で80％を越えた後も45-49歳の80％-90％ラインまで
上昇している(図８)??．
これには，東西ドイツ再統一後，旧東ドイツ地域の逆
Ｕ字型の就業構造が加わったことや，旧西ドイツ地域で
パートタイム就業が増加したことなども影響している
が，主要な要因としては育児休業制度の定着により，出
産子育て期のキャリア中断が基本的に消滅したことが大
きいと考えられる．
それというのも，ドイツの育児休業制度は，就業継続
を権利として保障し，同一企業の同一職場への復帰を，
企業に義務付けており，違反した雇用者に対する罰則規
定もあり，基本的に権利としての育児休業を取得せず，
退職することはまず考えられないほど普及しているから
である．ただし，育児休業後の職場復帰の多くは，フル
タイムではなくパートタイム(雇用条件は同じ)である点
がまだ問題とされている．
５)育児休業制度の比較(日本とドイツ)
ドイツの育児休業制度(2007年１月施行)を日本のも
の(2010年)と比較する(表１)??と，そこには，いくつか
の重要な相違があることがわかる．
まず，ドイツでは対象者の範囲が「子を自ら自宅で監
護また養育する労働者」となっており，子どもの年齢制
限がないのに対し，日本は「１歳に満たない」という制
約がある．
また請求権の行使要件については両親のいずれか一方
また両方であるのに対し，日本の場合は雇用期間が１年
以上という制約がある．期間も子どもが３歳になるまで
最長３年(最後の１年は８歳になるまで延長可能)と自由
度が高い．これに対し日本の場合は１歳までであり，３
図7 育児休業取得率(就業継続者を100％とした場合)
図8 女子労働力率の比較：日本とドイツ2010年
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歳までは時間短縮勤務を選択できる権利が与えられてい
るだけである．形態も，取得期間中，週15から30時間
まではパート就労も可能であり，キャリア中断を緩和す
る道が与えられているが，日本の場合は全日休暇のみと
なっている．
また取得予告，終了予告についても高い柔軟性が与ら
えられるとともに，解雇・不利益の禁止や同一または同
等の職務への復帰が明確に示されている．さらに重要な
相違点は，それらの実施が労働裁判所や使用者による損
害賠償規定で担保されている点であり，監督官庁の指導，
企業名の公表など行政指導が中心をなす日本とは，実効
性が大きく異なると考えられる．さらに経済的保障も手
厚く，両親手当てとして，生後最長14か月まで従前手取
り賃金の67％を保障する(日本は休業前賃金の40％)．さ
らに，この表には記載されていないが，保育などの費用
を経費として控除する仕組みもあり，制度導入時，賃金
水準の高いキャリア層に手厚いとの批判もあったが，確
かに，この層への効果が大きかったとの報告もなされて
いる．
これら制度の細部は，別としても，基本的スタンスと
して，日本の「色々と制度的制約はありますが，それで
も取得し困難を乗り越えて子どもを産みますか？」とい
う印象に対し，「これだけ至れり尽くせりで，なお取得し
ない方がどうかしている？」という印象は否めない．た
だ，ドイツの研究者???によれば，それでもキャリア志向
の女性は，この制度を利用しないとのことで，なぜなら
同じ職場に復帰してもキャリアの中断は避けられず，結
婚子育てよりキャリア形成を選ぶという．
また制度利用者の職場復帰は同一職種だが，勤務時間
は短縮しパートタイム就業を選ぶ傾向が強いことが知ら
れている．というのもドイツでは，親による保育園・幼
稚園・学校などの送り迎えが不可欠であり，フルタイム
ではこの時間が確保できないといわれている．
いずれにせよ，現在までのところ，出生力を上げる効
果は確認されていないが，就業継続には有効であり，女
性の就業促進政策としては画期的であるといえる．
４．激変する労働市場への対応
このように人口社会学・家族社会学的な視点からみた，
看護領域の中間管理者(看護師長)を巡る周辺環境的・マ
クロ的状況には非常に厳しいものがあり，少子高齢・人
口減少社会の進展とともに，管理職予備軍としての女子
30-39歳層は今後も継続的に減少して行くことは避けら
れない状況となっている．
また，これから，この年齢層に参入してくる労働力は，
大学氷河期以降の世代であり，大学全入状況の中で高学
歴化が進行する一方，リーマンショック以降の雇用環境
の悪化と就業機会の非正規化も加わり，キャリア形成が
極めて困難な状況を迎えおり，管理職予備軍として育成
しうる人材としての歩留まりはさらに低下するものと予
想される．
さらに，これは男子にも共通する傾向であるが，家族
形成に至らない生涯未婚・無子層の増加と，逆に，結婚・
出産・子育てに向う層の増加という形で，ライフスタイ
ルの両極化が進行する傾向がみられる．また前者は，学
卒未就業や非正規就業など家族形成自体が困難なグルー
プと，逆にキャリア重視で家族形成自体を望まないグ
ループに，後者についても経済的自立が困難であるにも
係らず家族形成に至るグループと，就業と結婚・出産・
子育てを両立させ，なお，かつ高度なキャリア形成にも
成功するグループに両極化すると考えられる??．
その結果として，有能な中間管理職向きの人材は，極
めて希少化すると予想され，看護職の中間管理者はもと
より，ほとんどすべての産業・企業組織間で，その種の
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表1 育児休業制度の比較：ドイツと日本???
ドイツ 日本
制定法 両親手当及び両親時間に関する法律
(2007.1施行)
育児・介護休業法(2009.6改正，
2010.6施行)
対象者 子を自ら自宅で監護又は養育する労
働者
１歳に満たない子を養育する男女労
働者(日々雇い入れられる者を除く．
一定の範囲の期間雇用者は対象)
請求権行使の
要件
両親の一方でも双方共同しても可 雇用された期間が１年以上の男女労
働者
期間 子が３歳になるまで最長３年間．使
用者の同意を得れば，最後の１年分
を子が８歳になるまでの期間に繰延
べ可能．
子が１歳まで．父母で取得，１歳２
か月(パパクオーター制)．保育所に
入所できない等１歳半まで延長可．
３歳までの子を養育する場合，短時
間勤務制度(１日６時間)あり
形態 育児休業の期間中も，使用者の同意
を得て週15～30時間の範囲でパー
ト就労可．
全日休暇
請求予告期間 遅くとも期間開始の７週間前に文書
により使用者に要求
育児休業開始予定日の１か月前(１
歳～１歳６か月までの育児休業の場
合は２週間前)
解雇・不利益
取扱
育児休業請求以降終了まで解雇禁
止．ただし，特別の場合には，雇用
に関する管轄最上級官庁等が例外的
に解雇を許容する宣言を発すること
ができる．
育児休業の申出をし，又は育児休業
をしたことを理由とする解雇その他
不利益な取扱の禁止
復職 以前と同じ又は同等の職へ復帰でき
る．
事業主に対し休業中の待遇及び休業
後の賃金，配置，その他労働条件に
関する事項を予め定め，労働者に周
知させるための措置を講ずる努力義
務が課せられている(指針において，
育児休業後においては，原職又は原
職担当者に復帰させることが多く行
われていることに配慮すべき旨規定
されている)
担保方法 労働裁判所，使用者による損害賠償． 苦情・紛争について援助・調停，公
表制度・過料
有給・無給 両親手当を支給 規定なし
休業期間中の
社会保険の取
扱
生後最大14か月になるまで「両親手
当」を支給(従前手取賃金の67％?)．
(上限 1800ユーロ，下限 300ユー
ロ)．父母両方が入れ替わり休業した
場合は，14か月間「両親手当」を請
求できるが，片親だけが休業した場
合は，12か月間まで(単独親権を有
し，出産前に被用者として保険料を
支払っていたシングルマザーは14
か月)．最低休業期間はそれぞれ２か
月(2009年より)．祖父母にも受給権
あり．
休業中，被保険者としての資格は継
続するが，保険料は，被保険者分，
事業主負担分とも免除される．育児
休業を取得し，職場に復帰した労働
者に対し，最大雇用保険から休業取
得前の賃金月額の40％が支給され
る育児休業給付制度がある．
人材に対する獲得競争が激化すると思われる．
従って，看護領域においても，人材確保の観点から，
結婚・出産・子育てと就業の両立が可能な職場環境・労
働環境の整備を強力に進めること，また家族形成とキャ
リア形成を両立させうるように組織運営を見直すことが
必要である．
１)ライフサイクルに合わせた就業・雇用形態の開発
基本的には，ライフサイクルに合わせた就業・雇用形
態が開発されねばならないだろう．
たとえば，大学など教育機関に在籍中であっても，有
給のインターシップ制度や専門のキャリア形成に直結す
るようなアルバイトの機会が用意されるべきであるし，
一つの大学や病院に拘束されることなく，第三者機関へ
の登録がなされ，そこに就業経験がデータとして記録さ
れ，データベースにプールされることで，大学での勉学
や研修，進学・就職の際にも活用されることが望ましい．
また，この在学中のキャリア記録システムが，さらに
初職においても活用され，第三者機関を通じ，勤務地，
職種，研修の選択などに，柔軟な可能性が開かれること
が期待される．とりわけ，初職におけるミスマッチやキャ
リアプランの変更に対し，事前に有効に対処することで，
一般看護職としてのスタート段階での離職を防ぐ効果が
期待できる．
さらに，このシステムに蓄積された職務経験，技量発
達などをもとに，家族形成期の就業においても，勤務先
の変更も含め，勤務時間，勤務地，職種などの，柔軟な
勤務条件の調整・実現が可能となる．同様に育休後の職
場復帰時の就業条件についても計画的かつ柔軟な対応が
保障される必要がある．
このような第三者機関が運営するデータベースを通
じ，就業経験の管理，就業機会の斡旋を行いながら，必
要される中間管理職を育成し，彼らのキャリアプランを
実現するとともに，看護領域全体の最適な人材配置を実
現することが望ましい．またこのデータベースが早期退
職者や予備役，引退後のベテラン看護師も網羅するもの
となれば，彼らにも再就業教育や再就業機会の斡旋を行
うことができる．また現役への完全復帰ではなくとも，
臨時的なバックアップ要員として，あるいは後進の教育
指導など，様々な場面で効果を発揮するだろう．
当然のことながら，このようなキャリア管理，就業斡
旋を実現するには，個々のケースに合わせた柔軟な雇用
形態，雇用契約が用意されねばならないだろう．
２)人材育成方法の見直し
人材育成についても，上記のような登録制とし，個々
の教育機関，就業機関を越えて，そのキャリア達成度を
継続的かつ累積的に評価・管理することが求められる．
このため，電子ネットワークによる達成度データ(勤務時
間，仕事の内容，研修時間など)のリアルタイムでの収
集・蓄積が行われ，個人個人のキャリア状況や希望，ラ
イフサイクル上の都合などに合わせ，OJT(オン・ザ・
ジョブトレーニング，On-the-Job Training)を中心に研
修等を適宜，業務に組み込むことが望ましい．また子育
て期間における職能・職種・就業条件などを明確化する
とともに，何をどうようにすれば，どうなれるかをキャ
リアプラン・キャリアパスとして明確に定義し提示する
ことにより，就業者の希望に合わせた勤務条件・キャリ
アパスの設定・変更を可能にする．
３)看護運営組織の見直し
このようなシステムの実現は，一般に個々の病院に付
属する形で運営されている，現在の看護運営組織を見直
すことにつながるが，その際，看護組織そのもの以上に，
医療機関全体の運営形態の進化が求められると思う．
たとえば，すでにアメリカなどで急速に進行している
医療機関のネットワーク化(フランチャイズ方式・財団方
式・指定管理者方式・コミュニティ型など)が考えられる．
医療機関がネットワーク化することにより，人材派遣会
社的な人事管理が可能となり，就業者の登録プール制，
出来高制，各種専門職，各種アウトソースの利用が一般
化する．
このような運営形態では，個々の医療機関を越えた，
組み合わせ勤務，シフト勤務，チーム派遣などが可能と
なるが，それを支えるには，ルーティンワークの共通・
電子マニュアル化あるいは自動化が必要となる．この場
合，派遣チームのリーダー(たとえば看護師長)も期間契
約が可能となり，さらに上位のスーパーバイザーが広域
ネットワークをコントロールすることで，必要に応じ機
動的にチーム編成を行い，適宜，投入する形となると思
われる．
５．おわりに
本稿では，看護経済・政策研究学会の要請に基づき「看
護職の中間管理者(看護師長)の育成と課題」というテー
マに沿い，人口社会学・家族社会学的視点から，その周
辺環境的・マクロ的状況について考察し，その課題と対
応策を検討した．
基本的には，看護領域に限らず，少子高齢化の進行が
わが国の女子労働力市場に与える影響や，その構造的な
問題点である，有配偶女子の就業継続の困難さ，その解
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消に役立ちうるはずの育児休業制度の実効性について言
及した．しかし，看護領域において，現在，有配偶女子
の就業継続がどの程度進んでいるか，あるいは育児休業
制度がどの程度，活用され(研究会では一般企業より遥か
に取得率が高いと聞いた)，それが就業継続やキャリア形
成に活かされているかなどについての検証は行っていな
い．この点については，看護領域の専門家による，今後
の本格的な分析を期待するところである．
また研究者自身としては，人口社会学・家族社会学的
観点から，国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推
計などを活用し，日本の女子労働力人口の将来動向や構
造変化をより定量的に推計，記述すること，また，この
種のマクロレベルの動向が，看護領域などの特定分野の
就業構造やキャリア形成に与える影響を検証し，把握す
ることを今後の課題としたい．
注
注１)本稿は，看護経済・政策研究学会(札幌社会保険総合病
院，2012年11月３日)で行った講演「女性の労働市場と
働き方：その現状と課題」の内容を論文化したものであ
り，報告と内容が重複する点については予めご了解頂き
たい．
注２)1993年を最後に18歳人口が減少期に入り，大学冬の時
代が始まったこと，2013年現在も，その減少は続いてお
り，そのことから見ても，少なくともあと20年は続くと
考えて良い．
注３)ドイツ，日本とも，比較年次は元資料による．このため，
2013年現在，一部，改正されている可能性はあるが，両
国の制度の違いをみるという点では本質的に支障はな
い．なお，表中のアンダーラインは筆者による．また内
容は元資料からの抜粋．
注４)2007年３月ビスバーデン訪問時に，ユルゲン・ドルブ
リッツ博士(現ドイツ連邦人口学研究所・研究部長)に，
ドイツの家族政策の新展開の影響について尋ねた時に
聴取した．同様の見解は，2009年６月のドイツ日本研究
所主催の国際シンポジウム「人口激減：グローバルおよ
び地域的なチャレンジ」(東京)でのドイツ人研究者の発
言でも耳にした．従って，論文等に記述があるかどうか
は確認できないが，ドイツ人研究者の間では一般的な見
解であるといえる．
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看護学部卒業後の目標管理ツールの活用状況に関する実態調査
檜 山 明 子 吉 川 由希子? 菅 原 美 樹 山 内 まゆみ
田 仲 里 江 星 幸 江 鈴 木 ちひろ?? 坂 倉 恵美子
河原田 まり子 中 村 惠 子
札幌市立大学看護学部
抄録：当大学看護学部では，SCUラーニングポートフォリオを導入し，キャリア支援教育を行っている．
その目的は，在学中から将来の目標を意識し，SCUラーニングポートフォリオを卒業後のキャリアポート
フォリオにつなげていくことにより，学生生活と社会をリンクさせることにある．そこで，本研究は本大
学看護学部・助産学専攻科卒業生の目標管理ツール活用状況の実態を明らかにすることを目的とした．
看護学部および助産学専攻科卒業生272名に対して質問紙調査を行った結果，回答数は86名(回収率
31.6％)であった．新人研修で説明を受けた目標管理ツールで最も多かったのは研修ファイル53名
(53.5％)，次いでポートフォリオ20名(20.2％)，研修手帳４名(4.0％)であった．実際に活用している目
標管理ツールは，研修ファイル37名(67.3％)，ポートフォリオ９名(16.4％)，研修手帳２名(3.6％)であっ
た．目標管理ツールは主に上司やプリセプターからの指導時に用いられ，自分の目標管理としての活用は
比較的少ないという現状が明らかになった．
キーワード：目標管理，継続教育，ポートフォリオ
Graduates’QuestionnairesSurveyoftheActualUseoftheTarget Management Tools
Akiko Hiyama,Yukiko Yoshikawa,Miki Sugawara,MayumiYamauchi,RieTanaka,
YukieHoshi,Chihiro Suzuki,Emiko Sakakura,Mariko Kawaharada,Keiko Nakamura
SchoolofNursing,Sapporo CityUniversity
Abstract:TheSchoolofNursing at our universityintroduced theSCU learning portfolio to provide
carrier support education. The objectives of the education are to link student life to society by
encouraging studentstobecomeconsciousoftheirfuturegoalswhiletheyareattending universityand
relaying theSCU learning portfoliotoacarrierportfolioaftergraduation. Weperformedthisstudy
to clarifytheactualuseofthe target management tools bygraduates from our SchoolofNursing/
GraduateProgram in Midwifery.
As a result of a questionnaire survey of 272 graduates from the School of Nursing and the
GraduateProgram in Midwifery,weobtained responses from 86 graduates (collection rate:31.6%).
Among thetargetmanagement tools,whichwereexplainedinanorientationsession,thetraining file
was mostlyused by53 graduates (53.5%),followed bythe portfolio by20 (20.2%)and the training
notebook by4(4.0%). The target management tools that wereactuallyusedwerethetraining file
by37 graduates (67.3%),theportfolio by9 (16.4%),and the training notebook by2 (3.6%). It was
shownthat thetargetmanagement toolsweremainlyusedwhen theyreceivedinstructionfromtheir
leaders or preceptors, and that the number of cases in which the tools were used for their target
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management was comparativelysmall.
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１．緒言
当大学看護学部では，平成22年度～平成23年度「大
学生の就業力育成事業：学社連携による循環型就業力育
成プログラム」及び，平成24年度からの「産業界のニー
ズに対応した教育改善・充実体制整備事業：産官学連携
による地域・社会の未来を拓く人材の育成」における看
護学部ポートフォリオ班を中心として，SCUラーニング
ポートフォリオ???の活用に向けた取り組みを行ってき
た．SCUラーニングポートフォリオの活用は，学生自身
の学習の軌跡を可視化すること，目標管理の基本を習得
し，看護基礎教育と継続教育の継続的なキャリア発達の
支援になることを目指している．
看護基礎教育の後，卒業後の継続教育に用いる目標管
理ツールには，ポートフォリオやパーソナルファイルと
よばれる研修手帳等があり，これらは新人研修のみでは
なく，看護継続教育の記録としても利用でき，所属部署
や医療機関が変わっても利用することができる??．
また，ポートフォリオを看護継続教育に用いることで，
励まし合いながらモチベーションを高め合い，目標達成
にむかうことが出来た??という報告もある．これらのこ
とから，ポートフォリオ等の目標管理ツールは，看護職
のキャリアアップに用いることができる学習ツールであ
るといえる．
本学が，SCUラーニングポートフォリオを導入してか
ら３年が経過した．そこで，卒業生の卒業後の目標管理
ツールに関連した状況の調査を行い，その動向を知り，
SCUラーニングポートフォリオの今後の展開を検討す
る基礎資料とする．
２．目的
本学看護学部卒業生の目標管理ツールの活用状況に関
した実態を明らかにする．
３．調査方法
１)対象者
看護学部および助産学専攻科平成21年度～平成23年
度卒業生．
２)調査期間
平成24年10月～平成25年２月
３)方法
⑴ 調査項目
無記名自記式質問紙調査を実施した．
質問項目は，対象者の属性として，卒業年度，本学入
学前の職業経験，現在の就業状況，現在の居住地域，現
在の所属先を収集した．目標管理ツール活用状況に関し
た項目として，新人看護職員を支える組織体制(プリセプ
ターシップ，チーム支援型，メンターシップ，チューター
シップ)，看護職として働くための目標設定や目標管理に
関連して，新人研修で説明を受けたものは何か(研修手
帳，研修ファイル，ポートフォリオ，その他)，それを現
在どのように保管しているのか，実際に活用している目
標設定や目標管理のためのツールは何か，活用の場面，
自分で目標設定やプラン作成をしている方法とした．
⑵ データ収集方法
調査用紙は，卒後研修(往還型研修)参加者に対しては
配布し，卒後研修非参加者には，郵送した．
回収は，対象者自身が個別に郵送した．卒業後研修参
加者の場合は，回収箱への投函あるいは個別の郵送を対
象者が選択し，返送するよう依頼した．
⑶ 分析方法
統計ソフト PASW Statisticsver.21forWindowsを
使用し，基礎統計量を算出した．
⑷ 倫理的配慮
本研究の主旨，参加への自由意思の尊重，プライバ
シー・匿名性の保護について書面で説明し，回収箱への
投函，あるいは郵送による返送をもって同意と見なした．
札幌市立大学倫理委員会における承認を受けた．（通知
No：1219-1）
４．結果
１)対象者の属性
対象者272名中，回答は86名(回収率31.6％)から得
られた．卒業年度は，平成22年度20名(23.3％)，平成
23年度27名(31.4％)，平成 24年度 37名(43.0％)で
あった．本学入学前に正規職員として就業経験があるも
のは２名(2.3％)，なし82名(95.3％)であった．現在の
就労状況(平成24年10月１日現在)は，あり76名
(88.4％)，なし８名(9.3％)であった．現在の就労状況と
しては看護師が最も多く61名(80.3％)，勤務施設は病院
(病棟)が最も多く54名(62.8％)であった．その他の属性
は表１に示す．
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２)新人職員を支援するための組織体制
新人職員を支援するための組織体制は，プリセプター
シップが69名(80.2％)，チーム支援型５名(5.8％)，メ
ンターシップ２名(2.3％)，チューターシップ １ 名
(1.2％)であった．その他の複合型の組織体制として，［プ
リセプターシップ＋メンターシップ：１名］，［プリセプ
ターシップ＋メンターシップ＋チーム支援型：１名，［プ
リセプターシップ＋チーム支援型：１名］，［プリセプ
ターシップ＋チューターシップ＋チーム支援型：１名］
があった(表２)．
３)目標管理ツールの利用状況
⑴ 新人研修で説明を受けた目標管理ツール
最も多かったのは研修ファイル53名(53.5％)，次いで
ポートフォリオ20名(20.2％)，研修手帳４名(4.0％)，
説明はなかった15名(15.2％)であった(重複回答あり，
図１)．その他に，「目標管理専用コンテンツ」，「チャレ
ンジプラン」，「年間目標や評価の個人ファイル」，「目標
設定」，「覚えていない」という記述があった．
現在の所属先から見ると，病院では研修ファイルが多
く36名(69.2％)，次いでポートフォリオ13名(25.0％)
が説明されていた．介護保健施設，事業所では説明はな
かった．
⑵ 新人研修で説明を受けて実際に活用している目標管
理ツール
研修ファイル37名(67.3％)，ポートフォリオ９名
(16.4％)，研修手帳２名(3.6％)であった(重複回答あり，
図２)．職種別に見ると，看護師の回答のうち７割程度は
何らかの目標管理ツールを活用していたが，保健師は全
員，活用していないという回答が得られた．
⑶ 新人研修で説明を受けた目標管理ツールの保管状況
ファイルに挟んで保管している42名(65.6％)，ガイダ
ンス資料と一緒に袋に入っている８名(12.5％)，どこに
あるか不明９名(14.1％)，職場に提出した４名(6.3％)，
捨てた１名(1.6％)であった．
⑷ 目標管理ツールの活用状況
上司の面談の時に使用21名(32.8％)，プリセプター指
導の時に使用15名(23.4％)，時々自分で目標を見直す７
名(10.9％)，自分の成長や資料をファイルに綴じている
７名(10.9％)，めったに読み返すことがない14名
(21.9％)であった(図３)．
ポートフォリオの活用状況に着目すると，ポートフォ
リオを活用する状況で最も多いのは，「上司の面談の時に
使用」７名(38.9％)であり，次いで「プリセプター指導
の時に使用」４名(22.2％)であった．
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表2 新人職員を支える組織体制 ｎ＝86
表1 対象者の属性 ｎ＝86
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?その他の内訳は，「プリセプターシップ＋メンターシップ」「プリセ
プターシップ＋メンターシップ＋チーム支援型」「プリセプター
シップ＋チーム支援型」「プリセプターシップ＋チューターシッ
プ＋チーム支援型」「上司」である．
⑸ 自分で目標設定やプランを作成している方法
作成していない64名(74.4％)，大学のシートを使用１
名(1.2％)，書籍を参考に作成１名(1.2％)，自分で独自
に作成11名(12.8％)，その他９名(10.5％)であり，その
他の内訳は，「病棟独自の方法で目標設定の用紙を提出し
ている」，「おおざっぱではあるが，独自に作成している」，
「プリセプターと一緒に考えて作成している」，「病院の
キャリアに応じた目標設定の本がある」であった．
５．考察
多くの卒業生の就職施設では，厚生労働省の新人看護
職員研修ガイドライン??で推奨されているように，新人
に対して目標管理ツール使用の導入が行われていた．し
かし，介護保険施設，事業所では導入されていなかった．
また，目標管理ツールは主に上司やプリセプターから
の指導時に用いられ，自分の目標管理としての活用は比
較的少なく，ポートフォリオの説明および活用の割合は
全体の２割弱にとどまった．調査対象者は，SCUラーニ
ングポートフォリオの活用支援開始前の卒業生と SCU
ラーニングポートフォリオの活用支援が１～２年という
短い期間の卒業生である．SCUラーニングポートフォリ
オによる活用支援開始前の卒業生や，在学期間の途中か
ら SCUラーニングポートフォリオの活用支援を開始し
た卒業生は，施設の目標管理ツールの運用状況によって
卒業生自身の目標管理ツールの活用状況が異なっている
と考えられる．
このことは，在学中に活用支援を開始した卒業生には，
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図1 新人研修で説明を受けた目標管理ツール
有効回答者数79 有効回答数99(重複回答あり)
図2 新人研修で説明を受けて実際に活用している目標管理ツール
有効回答者数46 有効回答数55(重複回答あり)
図3 目標管理ツールの活用状況
有効回答者数54 有効回答数64(重複回答あり)
在学中の SCUラーニングポートフォリオが浸透せず，
卒業後のキャリア発達の手段として活用しきれていない
ことを示している．
文部科学省は，キャリアガイダンスを適切に大学の教
育活動に位置づけるという方針に基づき，入学時から学
生へのキャリア教育の実施を推進している??．SCUラー
ニングポートフォリオは，在学中に目標管理の基本を習
得し，卒業生自身がキャリアアップを目指すための目標
管理ツールとしても応用することができる．卒業後も継
続して活用できるように，在学生への SCUラーニング
ポートフォリオの活用支援方法の改善を図る必要があ
る．さらに，SCUラーニングポートフォリオの活用率を
高め，活用することの効果を実体験した学生を増やして
いくために，ポートフォリオによる目標管理の継続効果
に関する知識の獲得と目標管理の実践を反復できる環境
の提供が，効果的な取り組みにつながる可能性がある．
目標管理ツールとしてポートフォリオは２番目に多く
活用されていたが，臨床看護師は，ポートフォリオの研
修会の受講経験や評価の経験が少ない??という現状があ
る．また，本調査の結果から，卒業生が勤務する施設で
はポートフォリオを用いた目標管理の普及には至ってい
ないことが明らかになった．
当大学で取り組んでいるポートフォリオを活用した目
標管理方法は，看護基礎教育から継続教育にかけて，継
続して活用可能なキャリア発達の手段になることを意図
している．ポートフォリオの利点を十分にふまえた活用
方法が臨床に周知されることで，施設での活用が広がる
と考える．卒業生が勤務する施設に向けて，当大学の取
り組みとその継続方法について説明し，具体的活用方法
の提案をすることも，効果的ではないかと考えられる．
以上のことから，今後は，継続的にポートフォリオが
活用されることを目指し臨床と大学の連携を推進する，
看護基礎教育の段階から卒業後の目標管理ツールを使用
した学習方法の理解を深める，等の取り組みが必要であ
る．
６．結論
① 新人研修で説明を受けた目標管理ツール，新人研修
後に実際に活用している目標管理ツールの中で，最
も多かったのは研修ファイルであり，ポートフォリ
オを活用しているのは全体の２割以下であった．
② 目標管理ツールの活用は，上司の面談の時，プリセ
プター指導の時に使用されることが多く，現状では
自分の目標管理としての活用は比較的少なかった．
③ SCUラーニングポートフォリオの今後の展開とし
て，臨床と大学の連携を推進して継続的な活用を目
指すこと，看護基礎教育の段階から学生が目標管理
ツールを使用した学習方法を理解するための取り組
みを行うことが必要である．
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注
注１)SCUラーニングポートフォリオ：本学で取り組んでい
る SCUラーニングポートフォリオとは，「卒業までの
期間で学ぶ教育課程や課外活動・社会活動すべてが，職
場適応力や職場適応力を育成する学びの機会であると
とらえ，そうした体験からの学びや成長の記録，証拠資
料を綴じたもの」である．その目的は，在学中から将来
の目標を意識したり，SCUラーニングポートフォリオ
を卒業後のキャリアポートフォリオにつなげていくこ
とで，学生生活と社会をリンクさせることにある．また，
目標として①学生生活および授業・実習での自己目標を
明確にできる，②「私のよさ」を自分で俯瞰することがで
きる，③就職・進学に悩んだりキャリア支援を受けたい
と思うときに，自分が何を目指してきたかを俯瞰でき
る，④試験や就職面接などで自分の良さを自己アピール
できる，⑤自己成長の目標管理のために，卒業後のキャ
リアポートフォリオに継続させることができる，の５つ
をあげている．
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的一貫性を持ち，論証を伴う作品．尚，作品は製品化，施工または実施などにより既に発表されたものに加え，
研究的あるいは実験的意味合いから試みられた提案や試作作品を含む．
【総説 ReviewArticles】
とりあげた主題について，国内外の諸研究を幅広く概観し，その主題について学術的動向，進歩を示し，今後の
方向を展望した論文．
【研究報告・作品報告 Research Reports】
デザイン領域や看護学領域に関する史料，統計，実測，調査・実験などで得られたデータの分析・考察を論述し，
新たな研究の推進・発展に寄与する論文．もしくは，作品の概念，制作過程，展示計画などの結果・考察に関し
て論理的に記述した論文．
【研究ノート Research Notes】
速報を意図し， 芽的・追試的研究で得られた成果，および文献レビューなど．
【資料 Sources/Information】
調査・実践などで得られたデータや資料そのものに利用価値をもち，とくに仮説検定の意図をもたずに示したも
の．
２)構成
原稿の構成は原則として以下の項目を含むものとする．
抄録(Abstract) ………………目的・方法・結果・結論等を項目立てしないで和文600字及び英文250words以
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内で文章で記載する
キーワード(Keywords) ……６個以内
緒言(Introduction)……………研究の背景・目的
研究方法(Methods)……………対象・材料・資料の説明，収集方法および研究・調査・実験・解析・制作に係る
手法など
結果(Results) …………………研究などの結果(作品の場合は写真や図版等)
考察(Discussion)………………結果の考察・評価
結論(Conclusions)……………(省略可)
文献(References)・注(Notes)の表記
４．研究対象者への倫理的配慮
人および動物が対象である研究は，本文中「研究方法」の項に倫理的配慮をどのように行なったかを記載すること．
記載例：札幌市立大学倫理委員会の承認を受けています．(通知No：○○○○－○)
５．提出原稿
投稿者は，図表等を含む本文のデータ(Word及び PDF)をメールに添付して提出する．なお，一度，投稿された原
稿は著者に返却しない．
提出期限：2013年10月31日(木)必着
提 出 先：事務局地域連携課(Email：kenkyu＠scu.ac.jp)
６．原稿の採否
１)原稿の採否は，査読または作品審査を経て委員会が決定する．
２)委員会の判定により，原稿の種類の変更を著者に勧めることがある．
３)この投稿要領に記載されていない事態が発生した場合には，委員長に一任し，迅速に対応する．
４)紀要編集委員会は，投稿要領に沿っていない原稿は受領しないことがある．
７．著者校正
著者校正を１回行なう．ただし，校正時の加筆は原則として認めない．
８．原稿様式およびページ数について
投稿原稿の１編は原稿の種類を問わず，パソコン等で作成する．原稿の様式は，所定HPからダウンロードするこ
と．原稿はＡ４版，横書き，２段組，22字×46行とし，明朝(英語論文の場合は Times New Roman)，9ptで設定
する．ただし表題の文字はMSゴシック12ptとする．数字および英字は原則半角とし，句読点に「，」および「．」を
使用する．
仕上がり原稿は，抄録，本文，図表，文献・注を含めて下記のページ数以内とする．
原著論文 １編 16ページ以内
作品 １編 16ページ以内
総説 １編 12ページ以内
研究報告・作品報告 １編 16ページ以内
研究ノート １編 16ページ以内
資料 １編 12ページ以内
※規定のページを超える場合は，委員会にご相談ください．
９．原稿作成上の留意点
１)原稿は原則として和文(明朝)または英文(TimesNewRoman)とする．ただし，英文については投稿前に必ずネイ
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ティブチェックを受けること．
２)表題には基本的に副題を付けずにMSゴシック12ptで表記し，副題を付す場合には同じ大きさの文字とし全角の
ハイフンで囲むこと．
３)各章・節等の見出しには，「１，２，３…」「１)，２)，３)」「⑴，⑵，⑶…」「①，②，③…」の順に番号を付し
て整理すること．
４)著者の所属は，以下のとおり表記すること．
氏名の右肩に????…を付し，下段に番号順に所属を記載する．本学教員の場合は，大学名「札幌市立大学」の後に，
「デザイン学部／看護学部」「大学院デザイン研究科／大学院看護学研究科」「助産学専攻科」のいずれかを記載す
る．本学大学院生の場合は，「大学院デザイン研究科／大学院看護学研究科 修士／博士課程」とする．英文抄録
においては，氏名の後ろに学位と肩書きを記載する．
５)図，表および写真は，挿入希望位置を著者自ら指定する．図，写真は原則としてそのまま掲載可能な，明瞭なもの
とする．カラー図版も掲載可とする．
６)図，表および写真の番号・タイトルは，図・写真の場合はその左下に記載し，表の場合はその左上に記載する．使
用するフォントはMSゴシック9ptとする．
７)原稿には指定の様式により表紙を付し，和文表題，英文表題，著者名および所属，希望する原稿の種類，原稿枚数，
図表および写真の枚数を書き，キーワード，別刷りの希望部数を記す．
８)抄録は全ての原稿について，和文600字以内及び英文250words以内で論述すること(箇条書きにしない)．翻訳・
校正費用については研究費の執行を可とする．
９)文献は本文に関わりあるもののみ記載し，本文中に注記箇所を明記する．記載様式は以下の通りとする．文献は「文
献」とし「引用文献」等とは表記しない．
①文献は本文の引用箇所の右肩に??????などの番号で示し，本文の最後に一括して引用番号順に列記する．
②直接引用(原文をそのまま抜粋して引用するもの)は，40字以内であれば鍵括弧(英語論文の場合はダブルクオー
テーションマーク)で囲んで，直接文章内に組み込む．また，40字以上の直接引用文は，ブロック引用する(その
部分を本文から離して引用する)．
直接引用を行った場合，文献の引用箇所のページ数も文献リストに記載する．
③文献の著者が複数いる場合は，著者全員の氏名を記載する．
④記載方法は下記例に従う．
【雑誌】著者名：表題 ―副題―．雑誌名 巻(号)：掲載頁，発行年(西暦)
例１)坂倉恵美子，中村洋子，吉本照子，増地ますみ：看護婦の心肺蘇生法実施に対する意識調査 ―成人，子
供，高齢者に対する実施意思と関連要因―．北海道大学医短期紀要 4：25-35，2001
例２)Sperling R:FrequentlyaskedquestionsaboutOASIS:Answersfromaruralagencyparticipant.Home
HealthcareNurse15(5):340-342,1997
【単行本】著者名：表題 ―副題―．編者，書名．出版社名，出版社所在地，pp.掲載頁，発行年(西暦)
例３)上田礼子：ライフサイクルと保健活動の実践 ―周産期・乳児期・小児期―．出版科学研究所，東京，p.184，
1985(直接引用の場合)
例４)大滝純司 編：OSCEの理論と実際．篠原出版新社，東京，2007(本全体を参考にする場合)
例５)村本淳子，二村良子：看護教育とOSCE．大滝純司編，OSCEの理論と実際．篠原出版新社，東京，pp.83-90，
2007(編者と著者が別の場合，特定の章を引用する場合)
【翻訳本】著者名(訳者名訳)：書名，出版社名，出版社所在地，pp.掲載頁，発行年(西暦)
例６)ジョン Ｃ３世 ベイラー，フレデリック モステラー(津谷喜一郎，折笠英樹監訳)：医学統計学の活用．
サイエンティスト，東京，pp.125-126，1995(直接引用の場合)
【ホームページ等】
例７)文部科学省：「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」2006.
http://www.mext.go.jp/b menu/houdou/18/07/06072707.htm 2013年７月19日
⑤上記に該当しない文献の記載方法については，委員会が協議し決定する．
10)文献と注を分けずに，本文中に注記箇所を明記した上で，文献を注として扱ってもよい．「注」の記載様式は以下
投稿要領
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の通りとする．
①注は本文の該当箇所の右肩に?????????などの番号で示し，本文の最後に一括して番号順に列記する．
10．著作権
１)他者の著作物(評価尺度や資料)を使用する場合には，その著作者／版権所有者への手続きを終えてから投稿するこ
と．
２)本研究論文集に掲載された論文等の著作権のうち，複製，頒布，公衆送信にかかる権利は公立大学法人札幌市立大
学に所属するものとする．
11．電子情報公開
採択された原稿が電子情報(学内および学外の公的媒体等)にて開示されることを了承の上，投稿することを掲載条
件とする．
12．別刷り
著者の希望に応じて，別刷りを有償で提供する．希望する著者は，投稿時に希望部数を表紙に記して申し出ること．
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編集後記
「SCU Journal of Design & Nursing―札幌市立大学研究論文集―第８巻」を発行いたします．今回の
本論文集は投稿論文11篇のすべてを掲載することができました．
本論文集が市民に広く公開され，本学の教育および研究活動への理解と協力を得られる役割を担えるよ
うに念じております．
ご多忙な中，論文を投稿していただいた皆様，査読をご快諾いただいた皆様，および担当者の皆様に，
紀要編集委員会一同心から感謝申し上げます．
今後も本論文集の発刊に向けたご協力をよろしくお願いします．
平成26年５月
紀要編集委員長 矢 部 和 夫

